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▼ お客様へ 

このたびはメルセデス-ベンツをお買 
い上げいたださ、ありびとラござい 
ます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。車をお使いになる前に、 
本書を必ずお読み < ださい。 

-取扱説明書は、いつでも読めるよう 
に必ず車内に保管してください。 

-装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 

また、形状や装備、操作方法など 
は予告なく変更されることびあり 
ます。 


-オーディオに関しては、別冊の「取 
扱説明書」をお読みください。 

-車を次のオーナーにお譲りになる 
場合は、車と一緒にすベての取扱説 
日月書と整備手帳をお渡しください。 


-オプションや仕様により異なる装備 
には*マークびついています。 

-関連する内容び他のページにちあ 
る場合は、該当ぺージを （3-己〇) の 
よラなかたちで示しています。 

-操作手順などは、文頭に►を記して 
います。 

-ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたず 
ね<ださい。 


表記と記載内容について 
警告 A 


重大事故や命にかかわるけびを未然 
に防ぐために必ず守ってし^たださた 
いことです。 

I 注意！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防 
ぐため、必ず守ってし" i たださたし " i 
ことです。 

I 知識 

知っていると便利なことや、知っ 
ておいていたださたいことです。 
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環境保護のためのアドバイスや 
守つてし" i たださたし" i ことを S 己載し 
ています。 


ダイムラー • クライスラー日本株式会社 




▼ 環境保護について 

ダイムラー-クライスラー社では、大 
気巧染の抑制、資源の有効利用をはじ 
めとする環境保護対策に取り組んでい 
ます。環境保護のため、お車をお使い 
になるとさはじ(下の点にご協力くだ 
さい。 

-タイヤの空気圧び適正であること 
を確認してください。 

. 停車したままの暖機運転は必要あ 
りません。 

-急発進や急加速は避けてください。 


-エンジン回転数びその車の許容限 
度の 2 /3 (許容限度び6,日日日回転の 
とさは約4,0日日回転）を超えない 
よラに運転してください。 

• スキー ラックや ルーフ ラックび必 
要でないとさは、車から取り外し 
てください。 


-長時間の停車持は、エンジンを止 
めて < ださい。 

• 指定サービスエ場で適切な時期に 
点検整備を受けてください。 
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ダイムラー*クライスラー社は、 
資源を有効活用するため、 U ヴイク 
ル部品を積極的に導入しています。 
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ち全のために 


走す了ず々目なに 


▼ 走巧ずる前に 
点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することび法律で養 
務づけられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読みください。 

夏季の取り扱い 

-夏を迎える前にエアコンディショ 
ナーの冷媒に不足びないか、指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 

•才ーバーヒートの予防策として、 
いつわより頻繁に冷却水量を点検 
してください。 


曰ごろの：!犬態と違うとき 

エンジンを始動したとき、いつちと違 
ラ音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、すみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありますび、異常ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、火 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 



-2 




安全のために 


シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 

シートベルトを着用してください。 

運お席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かないで 
ください。ブレーキペダルやアクセ 
ルペダルの下に異物び入ると、ぺダ 
ルを操作でさな<なるおそれびあ 
ります。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してください。車に合った 
物を使わないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあります。 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気びつ 
かないラちに吸い込んでいるおそれ 
びあります。 

雪び降っているとさは 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪によりマフラーびふ 
さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それびあります。 


走巧ずる 


ウオーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび冷えているとさでも、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
んび、エンジンの始動直後は、急な加 
速を避けて車をウオーミングアップし 
てください。 
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ち全のために 


ずる前に 


燃料の給油 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリンを 
使用してください。有鉛ガソリン 
や粗悪なガソリン、指定(外の燃 
輝高濃度ア j レコー;レ含有燃料など） 
を使用したり、添加剤などを混入 
すると、エンジンなどを損傷する 
おそれがあります。 

• 目的地まで余裕を持って走れるよ 
うに、十分な量を補給してくださし、 

-燃料給油口には、純正品(外の 
キヤップを使用しないでください。 

• セルフ式のガソリンスタンドなど 
で給油するとさは必ず(下の点を 
守り、安全に十分注意して作業を 
行なって<ださい。身体に静電気 
を帯びていると、放電による火花 
で燃料に引乂したり、火傷をする 
おそれびあります。 

0エンジンを止めて、ドアやウイ 
ンドウなどを閉じる 


〇燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なラ 

〇給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去する 

〇作業中は車内に戻らない（帯電 
するおそれびあります） 

〇キャップの開閉 （3-57) は確実 
に行ない、乂気を近づけないよ 
ラにする 

〇ガソリンを垂らさないようにま 
意する（塗装面を傷めるおそれ 
びあります） 

0気化した燃料を吸い込まないよ 
ラに注意する 

〇給油作業をする人(外は燃料給 
油口に近づかない 

〇ガソリンスタンド内に掲示され 
たま意事項を守る 


荷物を積むとき 

-荷物はでさるだけラゲッジルーム 
に積み込んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かな 
いよラに確実に固定してください。 
固定でさていないと、急ブレーキ 
時に荷物び放り出され、乗員びけ 
びをするおそれびあります。 

• リアヘッドレストの背後やラゲッジ 
ルームカバーの上に荷物を置かな 
いで<ださい。急ブレーキ時など 
に荷物び放り出され、乗員びけびを 
するおそれびあります。 

-鋭い角のある物は、角の部分に必 
ず カバーを してください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高 < 積み上げないで < ださい。 

燃える物は積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 

吿などを積まないでください。万一の 

とさに弓 I 乂や爆発のおそれびあります。 



安全のために 


▼子供を乗せるとを 

子供にも必ずシートベルトを着用 

• 子供であっても、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストび正しい位置になっているこ 
とを大人び確認してください。正 
しくシートベルトび着用でさない 
ルさな子供は、チャイルドセーフ 
テイシー トを使用してください。 

-乳児や子供を抱いたり、ひざの上 
に乗せて走行しないでください。 
急ブレーキ時や事故のとさ、大人 
と車の間に挟まれて重大なけびを 
するおそれびあります。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 
シート 

6歳未満の子供にはチャイルドセーフ 
テイシート （2-14) を使用することび 
法律で義務づけられています。 


子供はリアシートに 

-子供はできるだけリアシートに乗 
せてください。助手席では、子供 
の動さび気になったり、子供び運 
転装置をさわるなど、運転の妨げ 
になることびあります。 

• チャイルドセーフティシートは、 
できるだけリアシートに取り付け 
てください。やむを得ず助手席に 
取り付けるとさは、車の進行方向 
に向けてチャイルドセーフティ 
シートを取り付け、助手席シート 
を最後部に移動してください。 

-子供を助手席に座らせるときは、 
シートを最後部にし、正しく座ら 
せてください。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれび 
あります。 
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子供には操作させない 

. ドアやウインドウは大人び開閉し 
てください。子供び操作すると、 
身体を挟んだり、けびをするおそ 
れがあります。 

• リアドアのチャイルド プルーフ□ッ 
ク （3-3 己）を活用してください。 

ウインドウやルーフか5身体を出さない 

テ供がウインドウやルーフの開口部か 
ら身体を出さないよラに気をつけてく 
ださい。けびをするおそれびあります。 

車か S 離れるとさ 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になることがあ 
ります。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱射病や脱水症状を起こすおそれびあ 
ります。 
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安全のために 


■^厦5し運転 

▼ 慣5し運転 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで「慣らし運転」すること 
をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 
とにより、将来にわたって安定した性 
能を維持することびでさます。 

知識 

新車時の高速走行後など、エンジ 
ンルームからわずかに白煙び出た 
り、独特の臭いびすることびあり 
ます。これは防鐘保護ワックスび 
加熱されて発生するわので、故障 
や異常ではありません。走行距離 
が増すと臭いはなくなります。 


最初の]，己日日 km までは(下の注意事 

項を守ってください。 

-エンジン回転数び許容限度の 2 /3を 
超えないよラに運転してください 
(例えば許容限度び6,0日日回転の 
場合は約4,0日日回転(内で）。 

-エンジンに大さな負担のかかる運 
転は避けてください。 

• いつわ一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
ください。 

. キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは避けてください。 

• ティップシフト位置！61、 d 、MM 
は山道などを低速で走行するとさ 
だけ使用してください。 

• でさるだけ、走行モードを C モー 
ドにして走行してください。 


走行距離び1，己日日 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
てください。 

知識 

-エンジンや駆動系の分解や交換 
をした後は、慣らし運転を行 
なって< ださし、。 

• キックダウン： 走行中にアクセ 

ルペダルをいっぱいに踏み込む 
と、自動的に低速ギアに切り誓 
わり、エンジンの回転数び上 
びって素早く加速します。これ 
をキックダウンといいます。 

• エンジンブレーキ： 走行中にア 

クセルペダルを戻したとさ、エ 
ンジン回転の抵巧により減速す 
る現象をエンジンブレーキとい 
います。低速ギアになるほど強 
<効さます。 



安全のために 


▼走行ずるとき 

アクセルペダルはおだやかに操作 

-発進や加速するときは、タイヤを 
空転させないよラにおだやかにア 
クセルペダルを操作してくださし、 
タイヤを空転させると、タイヤだけ 
でなくトランスミッション、駆動 
系統を損傷するおそれびあります。 

-車間距離を十分に確保し、不用な急 
発進や急加速、急ブレーキを避け 
てください。 


横風び強いとさ 

横風び強く、車び横方向に流されそラ 
なとさは、ステアリングをしっかりと 
握り、いつわより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通週 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点灯してください。内部照日月び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分注 
意してください。 
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エンジンブレーキの活用 

下り坂びつづくときは、エンジンブ 
レーキを活用して<ださい。ブレーキ 
ペダルを長時間踏みつづけると、ブ 
レーキディスクび過熱してブレーキの 
効さび悪くなるおそれびあります。 
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自動車電話、携帯電話 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。ま意力 
び散漫になり事故の原因になるおそれ 
びあります。安全な場所に停車してか 
ら使用してください。 

滑りやずい路面 

滑りやすい路面で、シフトダウン操作 
による急激なエンジンブレーキは使用 
しないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび悪くなることびありま 
す。このとさは、後続車に注意しなび 
ら低速で走行し、ブレーキの効さび回 
復するまでブレーキぺダ J レを数回軽< 
踏み込んでください。 


スタック（立ち往生）したとき 

-めかるみなどでタイヤび空転した 
り脱輪した状態から脱出するとさ 
は、タイヤを高速で空転させない 
でください。脱出直後に車び急発 
進し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

また、タイヤを高速で空転させる 
と異常な過熱び起こり、タイヤの 
破裂や火災などの事故び起さたり、 
トランスミツシヨンび損傷するお 
それびあります。 


-スタックした状態から脱出すると 
さは、タイヤ前後の±や雪などを 
取り除いたり、タイヤの下に板や 
石などをあてびラと効果的です。 


道路冠水や車び水沒したとさ 

-豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったときはミ夫してエンジ 
ンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動すると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びあります。 

. 車び水没した場合は、水が引いた 
あとでもエンジンを始動せずに、 
指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 



安全のために 


走行中に異常を感じた5 


▼走行中に異常を感じた5 
警告'灯が点打したとき 

ただちに安全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告巧び消灯しないと 
さは、指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。警告巧び点灯したまま走行を 
つづけると、事故を起こしたり、車に 
重大な損傷を与えるおそれびあります。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとき 

ただちに安全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してください。 
漏れやボディ下部に損傷を見つけたと 
さは、運転を中止して指定サービスエ 
場に連絡してください。損傷を放置し 
たまま走行をつづけると、事故を起こ 
すおそれびあります。 


走行中にタイヤがパンクしたり破裂し 
たとさ 

あわてずにしっかりステアリングを支 
えなびら、徐々に減速して安全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をすると、事故を起こす 
おそれびあります。 
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ち全のために 


駐停車ずるとさ 


▼駐停車ずるとを 

駐車ずるとさの注意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃 
えやすい物びある場所には駐停車 
しないで < ださい。 

-同乗者びドアを開くときは、周囲 
に危険びないことを運転者び確認 
してください。 

-見通しの悪い場所や暗い場所では 
駐車しないでください。 

-炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなります。ステア 
リングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、場合によっては火 
傷をするおそれびあります。 

-炎天下に駐車するときは、フ□ント 
ウインドウにカバーをしたり、ステ 
アリングやセレクターレバー、シー 
卜などにカノく一やタオルをかけて、 
温度の上昇を抑えてください。 


-炎天下に駐車した後は、乗車する 
前に換気をするなどして、車内各 
部の温度を下げてください。 

急な坂道では 

急な坂道で駐車するとさは、セレク 
夕ーレバーを131に入れ、駐車ブレー 
キを確実に効かせてください。さらに 
輪止めをしてください。 


仮眠ずるとき 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを止 
めてください。無意識のラちにセレク 
ターレノ く一を動かしてアクセルペダル 
を踏み込むと、車び動さ出し、事故を 
起こすおそれびあります。 

また、アクセルペダルを踏みつづける 
と、エンジンや マフラーび 異常過熱し 
て火災の原因になるおそれびあります。 

後退ずるとさ 

後方視界び十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
てください。 
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ち全のために 


▼雨降りや濃霧時の運転 
雨降りや濃霧時の注意事項 

雨が降っていたり、濃霧び発生してい 
るとさは、路面び濡れて滑りやすく視 
界わ悪くなります。(下の点に注意し、 
いつちより慎重に運転してください。 

• 路面び滑りやすいので、タイヤの 
接地力び大さく低下し、通常より 
制動距離ち長くなります。 

また、見通しび悪いので歩行者や 
障害物の発見び遅れびちになりま 
す。いつもより速度を下げ、車間 
距離を十分にとってください。 

-濡れた路面では、シフトダウンによ 
る急激なエンジンブレーキを効か 
せないで < ださい。タイヤびスリツ 
プして車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれびあります。 


. 洗車後や水たまり走行後、または 
激しい雨の中で長時間ブレーキを 
使用しないで走行した後は、ブレー 
キの効さび遅れたり、いつわより 
強<ブレーキペダルを踏まなけれ 
ばならないことびあります。この 
よラなとさは、後続車にま意しな 
びら低速で走行し、ブレーキの効 
さび回復するまでブレーキペダル 
を数回軽く踏み込んでください。 

-安全な視界を確保するため、デフ 
□スターや U アデフォッガー、ま 
たはエアコンディシヨナーを作動 
させて車内を除湿してください。 


雨降りや濃霧時の運転 


. 雨降りや濃霧時は、自分の車の存 
在を周囲に知らせるため、ヘッド 
ランプやフォグランプを点灯して 
くださし、ただし、ヘッドランプを 
上向さにすると、雨や濃霧に反射し 
て視界を損なったり、対向車を較 
惑するので、下向さで点灯してく 
ださい。 

-濃霧のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、霧び 
晴れるまで安全な場所に停車して 
ください。 
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ち全のために 


オートマチック車の取り扱い 


▼ オートマチック車の取り扱い 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し<操 
作してください。「オートマチック車 
の運転」わあわせてお読みください 

(4-10)。 

オートマチック車の特性 
クリープ現象： エンジンび回転してい 
ると き、 セレクターレバーび 13、 ISI 
じ(外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくても車びゆっくり動き出しま 
す。これをク U —プ現象といいます。 

キックダウン： 走行中にアクセルぺ夕' 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低速ギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上がって素早<加速します。 
これをキックダウンといいます。 


エンジンの始動前 

-ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれび 
あります。 

• ブレーキ ペダルを踏み込み、踏み 
しろや踏み込んだとさにペダルび 
一定のところで止まることを確認 
してください。 

エンジンの始動 

セレクターレバーび la に入っている 

ことを確認し、ブレーキペダルを確実 

に踏んでエンジンを始動します。アク 

セ J レペタ J レを踏む必要はありません。 


発進 

• エンジンび適正なアイドリング回 
転数になっていることを確認して 
ください。 

• セレクターレバーを1〇、13に入 
れるとさは、必ず ブレーキ ペダルを 
十分に踏み込んでください。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

-急な上り坂で発進するとさは、駐 
車ブレーキを効かせたままアクセ 
ルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出すのを確認してか 
ら駐車ブレーキを解除して発進し 
てください。 
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安全のために 


走行中 

-走行中はセレクターレバーを la 
に入れないでください。エンジンブ 
レーキびまったく効かないため事故 
につなびったり、トランスミツシヨ 
ンび損傷するおそれびあります。 

• 滑りやすい路面では、シフトダウ 
ンによる急激なエンジンブレーキ 
を効かせないで<ださい。タイヤ 
びスリツプして車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれびあ 
ります。 


停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
なし''でくださし、万一、セレクター 
レバーび走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こすおそれび 
あります。 


-急な上り坂での停車時、後退しよ 
ラとする車をアクセルペダルを踏 
み込んで停止状態を保たないでく 
ださい。トランスミッションが損 
傷するおそれびあります。 

-車び止まる前に、セレクターレ 
ノ（一を15■に入れないでください。 
トランスミッションび損傷するお 
それびあります。 


オートマチック車の取り扱い 


駐車 

-駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレバーを la に 入れ、 
駐車 ブレーキを 確実に効かせて、 
エンジンを止めてください。 

-後退した後は、すぐにセレクター 
レノ（一を la か iffl に戻すように/こ、 
びけてください。 ra に入つてい 
ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込み、車び後退して事故を起 
こすおそれびあります。 
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ち全のために 


こんなことにもま意 

▼ こんなことにもま意 

運転ずるとさの注意事項 

-服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだあとは絶巧に運 
転しないでください。 

• ライターを車内に放置しなし^でく 
ださい。炎天下の車内は非常に高 
温になるため、ライターび発火し 
たり爆発するおそれびあります。 

-ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

-ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの 
働さをし、火災び発生するおそれ 
びあります。 



ナビゲーシヨンシステムは走行中に 
操作しない 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
さるだけ走行中を避け、安全な場所に 
停車してから操作してください。走行 
中に画面を見るとさは、必要最小限 
(約]秒じ(内）にとどめてください。 

違法改造はしない 

-違法改造はしないでください。違 
法改造や純正部品(外の使用は、 
保証の適用外になるだけでな<、 
事故の原因になります。 

定期交換部品などは純正品だけを 
使用し、燃料や油脂類などは指定 
品を使用してください。 

-ガソリンやオイルの添加剤などは 
一切使用しないで<ださい。故障 
の原因になることびあります。 

-無線機や、オーディオなどの電装 
品を取り付けたり取り外すときは、 
指定サービスエ場におたずねくだ 
さし、 


さびしい条件下での運お 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行び多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、オイル、フィルター 
類の点検整備や交換を、定期的な交換 
時期よりわ早く行なラことび必要にな 
ります。 
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正しい運転姿勢 2-2 
シートベルト 2-3 
SRS エアバッグ 2-9 
チャイルドセーフテイシート 2-14 



安全装備 


しい運転姿勢 
▼正しい運転姿勢 


へッドレストの中央び 
目の高さにくる 



正しく着用でさる でさるだけ垂直 


正しい運転姿勢になるよラに上記の点 
に注意してシートを調整 （3-17) して 
ください。 


A 


-必ず走行前に自分の運転姿勢に 
合った正しし^シート位置に調整 
してください。走行中に調整す 
ると、事故を起こすおそれびあ 
ります。 


-バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けびをするおそれびあります。 

• シートのバックレストを大きく 
傾けた状態で走行しないでくだ 
さい。事故のとさ、身体びシー 
トベルトの下を抜けてベルトの 
力び腹部や首にかかり、致命的 
なけびをするおそれびあります。 


注意！ 

-シートを調整しているときは、 
シートの下や横に身体を入れな 
いでください。挟まれてけびを 
するおそれびあります。 

-シートの一部び人や物に当たつ 
たとさは、それじ(上操作しない 
で < ださい。 
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▼シートべルト 

シートベルトは、万一の衝突時などに 
乗員び受けるけびの被害を最小にする 
乗員保護装置であり、急ブレーキや衝 
撃などを感知するとシートベルトを 
□ックして乗員びシートから放り出さ 
れないよラに拘束します。 

シートベルトの効果を十分に発揮させ 
るためには、走行前に正しく着用し、 
正しく取り扱ラことび必要です。 


シートベルトび首に当 
たったり、肩から外れ 
ないよラに高さを調節 


シートベルトび肩の 
中央にかかること 


腰骨のでさるだけ . 
低い位置を通ること 


安全装備 


シート^^^} 



シー トベルトに 
ねじれびないこと 


ベルトを急に引さ出して 
n ックするか確認 


パックルに正しく 
差し込まれていることを確認 
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安全装備 


/—卜べルト 


r フ□ントシートべ J レト 



ち側フ□ントシート 

① プレート 

② バックル 

③ 解除ボタン 


シートベルトを着用ずる 

► プレート①を持ってシートベルト 
をゆっくり引さ出します。シート 
ベルトび□ックして引き出せない 
ときは、シートベルトを少し戻し 
てから、ゆっ<り引さ出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認して、プレート①の先端を 
バックル③に差し込みます。 

► 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかかるよラにして、 
ベルトにたるみびないよラに身体 
に密着させます。 

► 肩を通るベルトび肩の中央にか 
かっていることを確認します。 


シートベルトを外ず 

► 手でプレート①を持ち、バックル 
の解除ボタン③を押し、シートべ 
ルトをゆっくりと巻き取らせます。 
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安全装備 


r リアシートベルト_ ] 

リアシートには3点式シートベルトを 
装備しています。 



① プレート 

② バックル 

③ 解除ボタン 


シートベルトを着用ずる 

► プレート①を持ってシートベルト 
をゆっくり引さ出します。シート 
ベルトび□ックして引き出せない 
ときは、シートベルトを少し戻し 
てから、ゆっ < り引さ出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認して、プレート①の先端を 
バックル③に差し込みます。 

► 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかかるよラにして、 
ベルトにたるみびないよラに身体 
に密着させます。 

► 肩を通るベルトび肩の中央にか 
かっていることを確認します。 


シート^^^} 


シートベルトをがず 

► 手でプレート①を持ち、バックルの 2 

解除ボタン③を押して、シートべル — 

卜をゆっくりと巻き取らせます。 

ま意！ 

• 倒れているリアシートを起こす 
ときは、リアシートベルトを挟 
み込まないよラに注意してくだ 
さい。リアシートベルトび挟み 
込まれると正しく着用でさなく 
なります。 

• リアシートベルトを使用しない 
とさや、分割可倒式リアシート 
を操作するとさは、左ちのリア 
シートベルトをシート横にある 
フックにかけておいてください。 

• リアシートベルトを使用しない 
とさは、バックルをシートの切 
り欠き部に収納してください。 
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安全装備 


/—卜べルト 


[シー トベルトの高さを調整ずる 



①シートベルト高さ調整ボタン 


ち側フ□ントシート 


A 


-全員びシートベルトを着用して 
ください。シートベルトを着用 
していないと、急ブレーキ時や 
衝突時などに身体を車内に激し 
くぶつけたり、車外に放り出さ 
れて致命的なけびをするおそれ 
びあります。 

•シートベルトの効果び十分発揮 
でさるよラに、じ(下の点に注意し 
て正しく着用してください。 


〇腰を通るベルトは腰骨のでき 
るだけ低い位置にかけてくだ 
さい。腹部にかけると衝突し 
たとさなど腹部び強く圧迫さ 
れます。 

〇シートベルトびねじれた状態 
で着用しないでください。衝 
撃を分散でさなくなります。 

01本のシートベルトを2人じ ( 
上で共用したり、シートベルト 
と身体の間にバッグなどを挟 
まないで < ださい。 


シートベルトび首にかかったり、肩か 
ら外れたりしないよラに、フ□ントと 
U ア左ちのシートベルトの高さを調整 
します。 

高さは己段階に調整でさます。 

► 上げるときはそのまま押し上げます。 

► 下げるとさはシートベルト高さ調 
整ボタン①を押し□ックを解除し 
て下げます。 

調整後は確実に□ックしているこ 
とを確認してください。 


◊シートに深く腰かけ、バック 
レストを大さく傾けないでく 
ださい。 

〇肩を通るベルトを脇の下に通 
さないでください。上体を固 
定でさず、頭や首、肋骨や腹 
部に衝撃を受けます。 


0シートベルトク U ップなどを 
使ってシートベルトにたるみ 
をつけないで < ださい。 

◊子供び着用するときは、着用 
状態を運転者び確かめて < だ 
さい。また、正しく着用でさ 
ない体格の子供は適切なチャ 
イルド セーフ テイ シー トを使 
用してください。 
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安全装備 


シート^^^} 


注意！ 

• シートベルトを正しく機能さ 
せ、損傷を防ぐために下の点 
に注意して < ださい。 

〇ドアに挟んだり、鋭利な部 
分に当てない 

〇たばこの火や熱い物を近づ 
けない 

0着用時は胸ポケットにペン 
や眼鏡などを入れない 

〇分解や改造などをしない 

〇バックル部分に異物び入ら 
ないよラにする 

-衝突後やシートベルトび大さな 
衝撃を受けたとさは、必ず新品 
と交換し、関連部品の点検を受 
けて < ださい。 

-純正部品外のシートベルトは 
使用しないでください。 


. 妊娠中の方やけびの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートべ 
ルトを着用してください。 

. シートベルトの強度び低下する 
ので、シートベルトを清掃する 
とさはじ(下の点に注意してくだ 
さい。 

0強い酸性やアルカリ性の洗 
剤、有機溶剤などを使用し 
ない 



シートベルト警告'灯 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 
エンジンスイッチを2の位置にしても 
点灯しないとさは、すみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けてくださし、 


2 


シー トベルト警告アラーム 


〇乾燥時にドライヤーや直射 
曰光を当てない 

〇シートベルトを漂白したり、 
染色しない 


運転者びシートベルトを着用せずにエ 
ンジンスイツチを2の位置にすると、 
警告アラームび数秒間鳴り、シートべ 
ルトの着用を促します。 



安全装備 


/—卜べルト 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。助手席に 
は乗員検知機能びあり、助手席に乗員 
びいないとさは作動しません。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
作動します。 

IJ ア中央を除くシートベルトに装備さ 
れています。 


ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは シー トべ 
ルトに一定(上の荷重びかかったとさ 
に作動し、乗員の胸にかかる力を軽減 
します。 

フ□ントシートベルトに装備されてい 
ます。 


注意！ 

• シートベルトテンシヨナーび作 
動すると、シートベルトに強く 
締めつけられることびあります。 

. シートベルトに強く締めつけら 
れている状態でシートベルトを 
外すとさは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみなびら 
J 又ック )レの解除ボタンを押して 
ください。シートベルトの張力 
により、解除したプレートび跳 
ね返り、けびをするおそれがあ 
ります。 


• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず新品と交換してくだ 
さい。 


知識 

-助手席シートに重い荷物などを 
積んでいると、衝突時などに助 
手席シートベルトテンシ ヨナー 
び作動する こと があります。 

• ドア□ツクスイツチや車速感応 
ドア□ツクなどにより車び施錠 
されていてち、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバツグび作動 
すると、ドアは自動的に解錠さ 
れます。 

• 未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専 
用の処置び必要です。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 
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安全装備 


1 1 I I 


▼ SRS エアバッグ 

エアバッグは、衝突時に身体を拘束す 
ることで乗員を保護するシートベルト 
の効果を補助する装置です。 

衝突時のよラに車び強い衝撃を受ける 
と、収納されている袋状のクッション 
び瞬時にふくらんで乗員の前面や周囲 
にエアクッションを作り、乗員への衝 
撃を分散*軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動する 
エアバッグび異なります。 

エアバッグには運転席/助手席エア 
バッグとフ□ントヴイドバッグびあり 
ます。 


r エアバッグの収納場所 



① 運転席エアバッグ 
ステア IJ ングのパッド部 

② 助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードノ くネル部 



③フ□ントヴイドバッグ 

左ちフ□ントドアの内張り部 

知識 

SRSI ま Supplemental Restraint 
System (乗員保護補助装置）の略 
です。 
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安全装備 


|| I I 


運転席/助手席エアバッグの作動 


前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 
散*軽減します。 

助手席には乗員検知機能びあり、助手 
席に乗員びいないとさは、助手席のェ 
アバツグは作動しません。 


フ□ントヴイドバッグの作動 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドバッグび作動 
し、上体への衝撃を軽減します。 


SRS 


エアバッグシステム警告な 


エンジンスイッチを1か2の位置にす 
ると点灯し（点灯しないとさは警告灯 
び故障しています）、数秒後に消灯し 
ます。 


消灯しなかったり、走行中に点灯した 
ときは、エアバッグシステムやシート 
ベルトテンシヨナ ー、 助手席乗員検知 
機能/チャイルドセーフテイシート 
検知システムの故障び考えられます。 
ただちに点検を受けてください。 


知識 

-横転時に側面に受ける衝撃の度 
合いび強いときは、フ□ントサ 
イドバッグび作動することびあ 
ります。 


-車の前方からの衝撃び弱いとさ 
は シー トベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、運転席/助手席エ 
アバッグは作動しないことびあ 
ります。 


• 助手席シートに重い荷物などを 
積んでいると、衝突時などに助 
手席のエアバッグび作動するこ 
とびあります。 

• シートベルトテンシヨナーやエ 
アバッグび作動すると、ドアは 
施錠されていても自動的に解錠 
されます。 

-エアバッグび作動すると非常点 
滅灯が自動的に点滅します。自 
動的に点滅した非常点滅灯を消 
灯するとさは、非常点滅灯ス 
イッチを巧して、消巧させます。 
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安全装備 


A 


• エンジン始動後わエアバッグ警 
告巧び点灯するとさは、事故な 
どの衝撃びあってちエアバッグ 
やシートベルトテンシヨナーび 
作動しないことびあります。ま 
た不意に作動することわありま 
す。すみやかに点検を受けてく 
ださい。 

• 運転席シートは正しい位置に調 
整し、助手席シートはでさるだけ 
後方に動かし、エアバッグの収納 
部との間隔を確保してください。 
間隔び狭すざると、エアバッグ 
び作動する衝撃でけびをするお 
それびあります。 

• 運転中はステアリングのパッド 
部を持ったり、身体をステアリ 
ングやダッシュパネルにのせな 
いで <ださい。 


• ステア U ングのパッド部やエア 
バッグの収納部に、バッジ、ス 
テッカー、リモコンなどを貼り 
付けたり、市販のカップホル 
ダーやアクセサリーなどを取り 
付けないでください。 

-エアバッグの収納部やその近< 
に物を置かないでください。 

-膝の上に物を抱えるなど、エア 
バッグと乗員との間に物を置か 
ないで <ださい。 

-ルーム S ラーに市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さい。 

-ドアなどの内張りによりかから 
ないで <ださい。 

注意！ 

• エアバッグの作動後はエアバッ 
グや関連部品に身体を触れない 
でください。部品び熱くなって 
おり、火傷をするおそれびあり 
ます。 


1 1 I I 


-エアバッグび作動した後は、必 
ず指定ヴービスエ場で新品と交 
換してください。 

-エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで 
ください。誤作動でけびをした 
り、正しく作動しなくなります。 

知識 

-エアバッグは高温のガスにより 
ふ<らむため、すり傷や火傷、 
打撲などをすることがあります。 

• エアバッグの作動持にわずかな 
びら白煙び発生することびあり 
ますび、火災の/こ\配はありません。 

• 未作動のエアバッグを廃棄する 
ときは、廃棄専用の処置び必要 
です。指定サービスエ場に相談 
してください。 

• ボディの部位によって受けた衝 
撃を吸収する度合いび異なるの 
で、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしわ一致しません。 


2-11 






安全装備 


|| I I 


運お席/助手席エアバッグび作動ずサイドバッグび作動ずるとさ 
るとさ 


運転席/助手席エアバッグが作動しな 
いとさ 


正面衝突など車の前方左ちかたいコンク U - 卜の壁 
約30度内の方向から強などに正面衝突したとさ 
い衝撃を受けたとさ 






横転したとさ 
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安全装備 


1 1 I I 


運お席/助手席エアバッグが作動しな 
し、場合があるとき 





斜め前方への 
衝突のとさ 


サイドバッグび作動しない場合びある 
とさ 


斜め横方。 

I 

司から衝撃を受け；■ごとさ 

3# 


客室しがが 

■ 

) 側面に衝撃を受けたとさ 


いずれかのエアバッグが作動ずる場合 
があるとさ 



2 
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安全装備 


チャイルドセーフティシート 

▼ チャイルド セーフ ティシート 

子供は、でさるだけリアシートに乗せ 
て、大人び正しくシートベルトを着用 
させて < ださい。 

シートベルトは身長1已日 cm じ(上の人 
び着用することを前提にしています。 
シートベルトび正しく着用でさない体 
格の子供などは、適切なチャイルド 
セーフテイシートを使用してください。 



A 


- 6歳未満の子供を乗せるときは、 
チヤイルド セーフ ティ シー トを 
使用することび法律で義務づけ 
られています。 

• 6歳(上の子供でわ、シートベル 
卜び正し<着用でさない体格の 
子供は、チヤイルドセーフティ 
シートを使用してください。 

. シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供び、そのままシー 
トベルトを着用すると、首を締 
め付けたり、腹部を強く圧迫し 
たりして致命的なけびをするお 
それびあります。 


r 純正チャイルドセーフテイシート1 

ダイムラー* *クライスラー社の純正 
チャイルドセーフテイシートには、助 
手席に装着すると、助手席エアバッグ 
の作動を解除するセンサー付さのシー 
卜（ベビーセーフ、デュオ、ズーム）び 
あります。やむを得ず、助手席にチャイ 
ルドセーフテイシートを装着するとさ 
は、このセンサー付さシートを使用し 
てください。 


2-14 













ち全装備 


純正チヤイルドセーフティシートに 
は、 Li (下のタイプびあります。 

選択の目ち 


シート名 

体重 年離 

べビー セー フ 

lOkgOT 生後 9 力月位まで 

デュオ 

9 〜 I 8 te 生後 8 力月〜 4 歳位 

ズーム 

17 〜 36 kg 4 歳〜 12 歳位 

注意！ 

U アシートにチャイルドセーフ 

テイシー 

卜を装着するとさは、 


バックレストを起こして、確実に 
□ックしてください。 


チャイルドセーフティシート 
検知システム 

助手席のシート座面とセンサー付さ 
チャイルドセーフティシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チャイルドセーフティシートの有無を 
判断するシステムです。 

助手席にセンサー付さの純正チャイル 
ドセーフティシートを装着すると、助手 
席エアバッグが作動しなくなり、助手席 
エアバッグオフ表示灯び点灯します。 

注意！ 

助手席のシート座面とチャイルド 
セーフティシートの間に物を挟ま 
ないでください。チャイルドセー 
フテイシートを検知できなくなる 
おそれびあります。 


チヤイルドセーフテイシート 


助手席エアバッグオフ表示'灯 



①助手席エアバッグオフ表示巧 


助手席エアバッグオフ表示灯はエンジ 
ンスイッチを1か2の位置にすると点 
灯し、数秒後に消なします。 

点灯しないとさや、点灯後に消灯しな 
いとき、またセンサー付きチャイルド 
セーフティシートを装着していないの 
に点灯するときは、システムの故障で 
す。すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 
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安全装備 


チヤイルドセーフテイシート 


注意！ 

センサー付さチャイルドセーフ 
ティシートを助手席に装着しても、 
助手席エアバッグオフ表示灯び点 
灯しないとさは、助手席エアバッ 
グび作動します。表示巧び点灯し 
ないとさは、チャイルドセーフ 
ティシートをリアシートに装着し 
てください。また、すみやかに指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 

m 告_ A 

-身長]已日 cm 未満の子供は、純 
正チャイルドセーフティシート 
を使用して確実に身体を固定し 
てください。 

• チャイルドセーフティシートを 
使用しないと、急ブレーキ時や 
衝突時などに身体を車内に激し 
くぶつけたり、車外に放り出さ 
れて致命的なけびをするおそれ 
びあります。 


• チャイルドセーフティシートを 
リアシートに装着するときは、 
必ずリアシートびフ□アに確実 
に固定していることを確認して 
ください。 

-子供の体格に適合したチャイル 
ドセーフティシートを使用し、 
子供を正しい姿勢で座らせ、身 
体をシートベルトで確実に固定 
してください。 

-センサー付さチャイルドセーフ 
ティシートを助手席に装着する 
とさは、必ず助手席エアバッグ 
オフ表示灯が点灯することを確 
認してください。 

• センヴー付さチャイルドセーフ 
ティシート(外のチャイルド 
セーフティシートは、リアシート 
に装着してください。やむを得 
ず助手席シートに装着するとさ 
は、前向きに装着し、助手席シー 
卜の位置を最後部にしてくださ 
し^。事故のとさ、助手席エア 
バッグび作動する衝撃で致命的 
なけがをするおそれがあります。 


• チャイルドセーフティシートび 
損傷しているとさは新品と交換 
してください。大さな衝撃を受 
けたり、損傷したわのは子供を 
保護でさません。 

• チャイルドセーフティシートを 
使用しないときは、車から取り 
外すか、確実に固定してくださ 
し、急ブレーキ時などに、チャ 
イルドセーフティシートが放り 
出されて乗員びけびをするおそ 
れびあります。 
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ISO - FIX 巧応チヤイルドセーフテイ 
シート固定リング 



_ N91.22-2005-31 

①固定リング 

リアシートの左ちに、 IS 日- FIX 対応 
チヤイルドセーフティシート用の固定 
U ング①を装備しています。 


ち全装備 


チヤイルドセーフテイシート 


A 


-固定リングは、体重 22 k 浸(下の 
子供を乗せるとさに使用してく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートは、 
必ず製品の取扱説明書の指示に 
従い、左ちの固定リングに装着 
してください。装着のしかたを 
誤ると、事故のとさ、十分な効果 
び得られなかったり、チャイル 
ドセーフティシートび外れるお 
それびあります。 

• チャイルド セーフ ティ シートや 
固定 U ングが事故で損傷したり 
強い負荷を受けた場合は、新品 
に交換してください。 
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インストルメントパネル/ 

メーター 3-2 



キー 3-12 
シート 3-16 


ドア 3-29 
テールゲート 3-36 
ラゲッジルーム 3-39 
12V 電源ソケット 3-44 
パワーウインドウ 3-45 
スライディングルーフ 3-48 


ルーム ミラー 3-50 
ドアミラー 3-51 
ステアリング 3-53 
ボンネット 3-54 
燃料給油 □ 3-57 



運転ずる前に 


インストルメントパネル/メーター 


▼インストルメントパネル/メーター 


r インストルメントパネル 



※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの位置や形状び実際の車両と違ラことびあります。 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル/ メーター 


名称 

ぺージ 

⑦ドアミラー調整 

3-51 

スイッチ 


⑧リアデフ ォッ ガー 

己- 8 

スイッチ 


⑨ シートヒーター 

3-19 

スイッチ* (運転席） 


⑩ コンビネーシヨン 

4-18、 

スイッチ 

4-19、 

(へッドランプ、方向指 

4-21 

示、ワィパー) 


⑩ステアリング調整 

3-53 

レバー 


⑩ メーター パネル 

3-4 



名称 

ぺージ 

① 

ルーム ランプ/ 

U —デイングランプ/ 
スライデイン グルー フ* 
操作部 

己-9、 

已 -1 日 

3-48 

③ 

シートヒーター 
スイッチ* (助手席） 

3-19 

③ 

ASR 日 FF スイッチ 

4-32 

④ 

U ァワイパー/ 

ゾオツシヤースイツチ 

4-23 

⑥ 

非常点滅灯スイッチ 

4-20 

⑥ 

ドア□ックスイッチ 

3-33、 

3-34 



名称 

ぺージ 

⑩ 

ホーン/エアバッグ 

2-9 

⑩ 

エンジンスイッチ/ 

4-2、 


ステア U ング□ック 

4-3 

⑩ 

へッドランプ照射角度 
調整ダイヤル 

4-17 

⑩ 

ランプスイッチ 

4-1 6 

⑩ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

3-54 

⑩ 

才ーディオ 

別冊 

⑩ 

エアコンディショナー 

己-2 


グ□ーブボックス 

己-1己 


* 仕様などにより装備び異なります。 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル/メーター 
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運転ずる前に 


①オドメーター/トリップメーター 
選択、トリップメーターリセット 

ボタン （3-8) 

③時計/外気温度計選択ボタ >(3-8、 
3-9) 

③ タコメーター 

1分間あたりのエンジン回転数を 
表 7 J \ しよ 9— 。 

④ スピードメーター 

走行速度を km/h で表示します。 


⑥燃料計 

燃料の残量を示します。燃料タン 
クの容量は約己4リツトルです （8- 

10)。 


注意！ 

給油のとさはエンジンを停止して 
ください。 


知識 

• 走行前に燃料び十分あることを 
確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切 
れは違反になります。 

• タコメーター、スピードメー 
ター、燃料計の指針は、エンジ 
ンスイッチを2の位置にすると 
現われ、1の位置にすると格納 
されます。 


インストルメントパネル/ メーター 


⑥燃料残量警告灯 

エンジンスイッチび2の位置のと 
さ点灯し（点灯しないとさは警告灯 
び故障しています）、エンジン始動 
後に消灯します。消灯しなかった 3 
り、走行中に点巧したとさは、燃 
料残量び約6リットル(下になっ 
ています。なるべく早く給油して 
ください。 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル/メーター 


⑦，⑧時計調整/ メーターパネル照度 
調節ボタン 


ランプスイツチび区囚または^の 
とさ、ボタン©または©を押して 
メーターパネルの照明の明るさを 
調節します。時計の調整につし、て 
は （3-8) をご覧ください。 


⑨ディスプレイ 

オドメーター、トリップメーター、 
時計、外気温度、オートマチック 
トランスミッションのシフト位置、 
スタートエラー表示、メンテナン 
スインジケーター(3-10)、エンジ 
ンオイルレベル (7-7) などを表示 
します。 
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ディスプレイはじ(下のとさに表示 
されます。 

-運転席のドアを開いたとさ（約 
30秒後に消灯)。 

• エンジンスイッチを1か2の位 
置にしたとさ。 

• ©、©、 a 、 尼■のいずれか 
のボタンを押したとき(約3日秒 
後に消灯)。 

• ランプスイッチを区因、^に 
したとさ。 




運転ずる前に 


インストルメントパネル/ メーター 


表示'灯、警告なおよびディスプレイの 
表示 


SRS 


エアバッグシステム警告灯 

に- 10) 


BAS 

ESP 


BAS / ESP 警告灯 

(4-29、 4-30) 


■ESBi 


助手席エアバッグオフ表示灯 

に- 15) 


IBH エンジン警告な 

(4-3) 


团 

八イ ビーム 表示灯 1 

(4-18) 1 

1 t 1_1 一 < • — —1— — 1 —r ■ 


♦今 

方向指 TJX 表 7 J \ な 

(4-19) 1 

ESP 表示灯 1 


m 



MM 

シートベルト醫ち: ic 」 ■ 

に- 7) 


BRAKE 


WS3M 


ブレーキパッド摩耗警告灯 

(4-26) 


ブレーキ警告灯 

(4-25、 7-11) 


A 巨 S 警告灯 

(4-27) 




冷却水量/冷却水温度警告灯 

(7-5) 


■aal 


充電警告灯 

(6-21) 





エンジンオイル量警告灯 

(7-7) 


口 


メンテナンスインジケーター 

(3-10) 












運転ずる前に 


インストルメントパネル/メーター 


r ディスプレイの表示_ I 

オドメーター 

これまでに走行した距離の総合計を表 
7 J \ します。 


日日 


00 


トリップメーター 

リセットしてからの走行距離を表示し 
ます。 

ボタン困困を押すとオドメーターと卜 
U ップメーターび交互に表示されます。 


J 


1 

( 

画曙画晴画曙 

UU.U 



トリップメーターをリセットずる 
(000.0 に戻ず）ときは 



時計 




時刻を合わせるときは 

► 時刻を表示しているときに、ボタ 
ン尼 I を押しつづけると時間表示 
が点滅に切り替わり、©を押すと 
時間び進み、©を押すと時間び戻 
ります。 

► ボタン尼■を再度押すと、分表示 
び点滅に切り替わり、©を押すと分 
び進み、©を巧すと分び戻ります。 

► ボタン尼■を再度押すと、表示び 
点滅から点巧に替わり、時刻が 
セツトされます。 


トリップメーターび表示されていると 
きに、日日日.0び表示されるまでボタ 
ン®を押しつづけます。 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル/ メーター 


シフト位置表示 


外気温度計 

路面付近の外気温度を表示します。 

尼■を押すと時計と外気温度び交互に 
表示されます。 



A 


表示されている温度び日む(上で 
も、路面び凍結していることがあ 
ります。走行には十分注意してく 
ださい。 


知識 

• 外気温度の変化は、少し遅れて 
表 7 J \ されます。 

• 外気温度はフ□ントバンパー部 
で測定しているため、表示温度 
は路面からの輯射熱などの影響 
を受けます。したびって、表示 
温度び実際の外気温度と異なる 
ことびあります。 


エンジンスイッチび2の位置のとさ、 
オートマチックトランスミッシヨンの 
シフト位置を表示します。 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル/メーター 


r メン テナンスインジケータ~_ I 

メーカー指定点検整備を行なラ時期を 
お 7 J \ します0 

次回のメーカー指定点検整備を行なラ 
時期の約]力月前になると、エンジン 
始動のたび、または走行中に、デイス 
プレイに a または0と点検までの 
距離か曰数のいずれかを表示します。 



距離表示 



曰数表示 

知識 

a または0は、次回のメーカー 
指定点検整備の内容を表すわので、 
どちらが表示されるかは、運転の 
しかたや状況、走行距離などに 
よって違ってきます。詳しくは整 
備手帳をご覧ください。 


g _ l_Oj 

例：次回のメーカー指定点検整備 （ M 目]年点検 
A ) を行なラ時期まで]日曰 

(み 100 Qj 

例：次回のメーカー指定点検整備 （ M 目]年点検 
巨）を行なラ時期まで]，日日日 km 

※記載の巧容は、取扱説日月書作成時のちので、 
予告なく変更されることびありまず。 

ま意！ 

メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル 量 警告表示やエン 
ジンオイルのレベル表示ではあり 
ません。 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル/ メーター 


知識 

•メーカー指定点検整備を行なラ 
時期を過ざると、距離または曰 
数の前に一（マイナス）び付さ、 
エンジンスイツチを2の位置に 
したとさにその表示び数秒間 
点滅します。 

-メーカー指定点検整備を行なラ 
時期までの走行距離は、運転の 
しかたや状況によって異なりま 
す。エンジン回転数を必要(上 
に上げないよラに運転したり、 
エンジンび十分に暖まらないラ 
ちに走行を止めるよラな短距離 
の運転を避けることにより、次 
回のメーカー指定点検整備まで 
の走行距離び]己0日日 km から 
最大30,日日日 km まで伸びるこ 
とびあります。 

• バッテリーの接続を外している 
間の曰数はメンテナンスインジ 
ケーターに加算されません。 


メンテナンスインジケーターを表示さ 
せるとさ 

► ボタン函困を]秒じ(内に二度押し 
ます。 

メンテナンスインジケーターび約 
1日秒間表示されます。 

メンテナンスインジケーターの 
リセット 

メーカー指定点検整備後に指定ヴービ 
スエ場びメンテナンスインジケーター 
を U セットします。 

リセットすると、次回のメーカー指定 
点検整備までの距離は] 5,0日日 km 、 
日数は36已曰に再設定されます。 

r ^ irnnn 

し ^*^ I JLfUU J 


注意！ 

• メンテナンスインジケーターの 
リセットには専用の機器び必要 
です。リセットは指定サービス 
工場で行なつてください。 3 

-メンテナンスインジケーターに 
異常びある場合は、指定ヴービ 
スエ場で必ず点検を行なつてく 
ださい。 
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運転ずる前に 


キ- 


▼ キー 



① 解錠 

② 施錠 

③ ボタン 


リモコン機能で、ドア、テールゲート、 
燃料給油フラップを解錠/施錠する 
ことびでさます。 

警告 A 


キーに重い物や必要(上に大さな 
キーホルダーなどを取り付けないで 
ください。走行中にキーホルダー自 
体の重みでキーびまわってしまい、 
エンジンが停止すると、事故を起こ 
すおそれびあります。 


注意！ 

-キーを紛失したとさは、盗難や 
事故を防ぐため、ただちに指定 
サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

-キーは、強い衝撃や水から避け 
てください。故障の原因になり 
ます。 

-キーを強い電磁波にさらすと、 
リモコンに障害び発生すること 
びあります。 

. キーの電池び消耗すると、 U モ 
コンび使用でさなくなります。 

-電池の消耗に備え、必ず予備の 
電池を車内に保管してくださ 
し、電池は、子供の手び届かな 
いところに保管してください。 

知識 

純正(外のキーでは車の解錠/施 

錠しかでさません。 


r リモコン機宫 g _ I 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 

いないとき、ドア、テールゲート、燃 

料給油フラップを解錠/施錠でさます。 

操作時に表示灯び短く点なします。 

解錠 

► EH を押すと、すべてのドア、 
テールゲート、燃料給油フラップ 
び解錠され、非常点滅灯び]回点 
滅します。 

施錠 

► ra を押すと、すべてのドア、 
テールゲート、燃料給油フラップ 
び施錠され、非常点滅灯び3回点 
滅します。 
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運転ずる前に 


キ— 


注意！ 

• リモコンで施錠したときは、非 
常点滅灯の点滅と、ドアやテー 
ルゲート、燃料給油フラップび 
確実に施錠されていることを確 
認してください。 

• U モコンで解錠/施錠操作を繰 
り返すと、リモコンび働かなく 
なることびあります。このとさ 
は少し時間を置いてから再度操 
作してください。 

• リモコンで車び解錠/施錠でさ 
ないとさはキーの電池び消耗し 
ているか、 U モコンシステムび 
同期していません。電池を交換 
( 3 - 15 ) するか、 U モコンシス 
テムを同期させて<ださい。そ 
れでも解錠/施錠でさないとさ 
は、指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 

-貴重品は絶対に車内に置いたま 
まにしないでください。盗難の 
おそれびあります。 


知識 

-キーまたはリモコンで解錠した 
ときは、1^(下の操作をしないと、 
約4日秒後に再び自動的に施錠 
されます。 

〇ドアを開く 
〇テールゲートを開く 

0エンジンスイッチを 2 の位置 
にする 

-解錠/施錠時に非常点滅灯び点 
減しますび、非常点滅灯スイッ 
チは点滅しません。 


r リモコン機能が働かないとき I 

電池の交換時などに長い時間電池を外 
しておくとリモコンで解錠/施錠びで 
さなくなることびあります。この場合 
はリモコンシステムの同期び必要です。 

リモコンを同期ずる 

► 車に向けてキーのスイッチ巧！か 
ra をつづけて二度押します。 

► 3日秒じ(内にエンジンスイッチに 
キーを差し込み、 2 の位置にします。 

► U モコンで解錠/施錠びでさるこ 
とを確認します。 
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運転ずる前に 




「リモコン機能の設定を切り替える ] 

設定を切り替えると]回目の解錠操作 
で運転席ドアと燃料給油フラップだけ 
を解錠し、2回目の解錠操作で助手席 
ドアおよび U アドアとテールゲートび 
解錠でさます。 



①発光部 


設定の切り替え方法 

► HI と ra を同時に約6秒間押すと 
発光部①の中のランプび2回点滅 
して、設定び切り替わります。 

元の設定に戻すとさは、再度同じ 
操作を行ないます。 

知識 

設定したモードを確認するときは、 
解錠操作を行ない、作動を確認し 
てください。 


ドアの解錠/施錠 

解錠 

►] 回目の操作で運転席ドアと燃料 
給油フラップび解錠し、非常点滅 
灯び]回点滅します。次に約4日秒 
じ(内に HI を再度押すと、さらに 
助手席ドアおよびリアドアとテー 
ルゲートび解錠し、非常点滅灯び 
1回点滅します。 

施錠 

► ra を押します。設定に関係なく 
一度にすべてを施錠し、非常点滅 
灯び3回点滅します。 
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リモコンの電池交換 



① 発光部 

② ボタン 

③ カバー 

電池の交換 

キーのボタン巧！か ra を]秒(上押 
しつづけたときに発光部①の中のラン 
プび一度点滅すれば正常です。ランプ 
び点滅しなかったとさは、電池を交換 
してください。 

► ボタン③を押してキーを出します。 
► カバー③を矢印の方向に開きます。 


運転ずる前に 





► 電池を外し、新しい電池と交換し 
ます。電池は 2 個とわ®び上になる 
よラにセツトします。 

► カバー③を溝の位置に合わせ、押 
し込んで閉じます。 

► U モコンび正常に作動することを 
確認してください。作動しない場 
合は、リモコンシステムを同期さ 
せてください （3-1 3)。 


A 


電池はテ供の手の届かないところ 
に保管してください。誤って電池 
を飲み込むおそれびあります。わ 
し電池を飲み込んでしまったとさ 
は、ただちに医師の診断を受けて 
ください。 


U チウム電池 CR 2 日25を2個使用 
I します。 

環境 9 


環境保護のため、使用済みの電池 
を廃棄するとさは、使用済み電池 
のお買い求めになった販売店で処 
分をお願いしてください。 


知識 
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運転ずる前に 


シ—卜 


▼ シート 

I フ□ントシート 1 

フ□ントシートの位置を調整すること 
びでさます。 

正しい運転姿勢びとれるよラに、じ(下 
の点にま意して調整してください。 

-ステアリングび楽に操作できる 
-ペダル類び十分に踏み込める 

. シートベルトび正しく着用でさる 

に- 3) 

-バックレストはできるだけ垂直に 
起こし、背中びバックレストに密 
着する 

• ヘッドレストの中央び目の高さに 
<る 


警告 A 


-必ず運転前に自分の運転姿勢に 
合った正しし"!シート位置に調整 
してください。運転中に調整す 
ると、車のコント □ ールを失ラ 
おそれびあります。 

-バックレストと背中の間に物を 
挟まないでください。事故のと 
さ、けがをするおそれびあります。 

• シートのバックレストを大きく 
傾けた状態で走行しないでくだ 
さい。事故のとさ、身体びシー 
トベルトの下を抜けてベルトの 
力び腹部や首にかかり、致命的 
なけびをするおそれびあります。 


注意！ 

シートを調整しているとさは、 
シートの下や横に身体を入れない 
でください。挟まれてけびをする 
おそれびあります。 
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運転ずる前に 



フ□ントシートの調整 


フ□ントシート 

① シートの前後位置 

② バックレストの傾さ 

③ シートの高さ 

④ シートの傾さ 


シートの前後位置 

► 八ンドル①を引いたまま、シート 
を前後に動かして調整します。 

► 八ンドル①から手を放すと、その 
位置で □ ックされます。 

バックレストの傾き 
バックレストを起こず 

► ダイヤル③を前方にまわします。 

バックレストを傾ける 

► ダイヤル③を後ちにまわします。 


シートの高さ（運転席シートのみ） 
シートを上ばる 

► レバー③を引き上げます。 

シートび一段階ずつ上びります。 

シートを下げる 

► レバー③を押し下げます。 


ソ—卜 

シートの傾さ（運転席シートのみ） 

シートの前端部を上ばる 

► ダイヤル④を後方にまわします。 

シートの前端部を下げる 3 

► ダイヤル④を前方にまわします。 

ま意！ 

• シートを前後に動かすときは、 

シートとセンターコンソールの 
間に手を入れないでください。 

けびをするおそれびあります。 

-シートの前後位置を調整したと 
きは、シートび確実に□ックさ 
れていることを必ず確認してく 
ださい。 


シートび一段階ずつ下びります。 
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運転ずる前に 




「フ□ントへッドレストの調整 



①□ック解除ボタン 

へッドレストを上ばる 

► ヘッドレストを引き上げます。 


「フ□ントへッドレストの脱着 I 

へッドレストを取りがず 

► へッドレストをいっぱいに引き上 
げます。 

► □ック解除ボタン①を押して□ッ 
クを外し、ヘッドレストを取り外 
します。 

警告 A 


人び乗車しているとさは、必ず 
へッドレストを取り付けてくださ 
い。事故のとさ、首にけびをする 
おそれびあります。 


へッドレストを下ばる 


► □ック解除ボタン①を押して□ック 
を外し、ヘッドレストを下げます。 

へッドレストの傾きを変える 

►へッドレスト上端を前後させます。 


へッドレストを取り付ける 

► へッドレストの支柱を取り付け穴 
に差し込み、カチッといラ音びす 
るまで押し込みます。 
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運転ずる前に 


r シートヒーター*_ ] 

スイツチはセンターコンソールにあ 
ります。 

エンジンスイッチび2の位置のとさ使 
用でさます。 



① シートヒータースイツチ（助手席側) 

② シートヒータースイツチ （運転席側) 


弱で使用ずる 

► シートヒータースイッチ①③の上 
側を押します。 

表示巧び1つ点灯します。 

強で使用ずる 

► シートヒータースイッチ①③の下 
側を押します。 

表示巧び2つ点灯します。 


知識 

-シートヒーターを強にすると約 
5分後に自動的に弱に切り替わ 
り、弱になってから約3日分後 
に自動的に解除されます。 

-バッテリーの電圧び低くなる 
と、一時的にシート ヒーターび 
停止し、表示灯び点滅しますび、 
電圧び回復すると再びシート 
ヒーターび 作動します。 


5 /— 


使用を止める 

► 表示灯び]つ点灯しているとさは 
スイッチ①③の上側を押します。 

2つ点灯しているときはスイツチ 
①③の下側を押します。 


* 仕様などにより装備び異なります。 
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運転ずる前に 




注意！ 

-コート や厚手の巧服などを着用 
している状態や、毛布などの保 
温性の高いものを シート にかけ 
た状態で シートヒーターを 使用 
したり、 シートヒーターを 連続 
して使用すると、異常過熱によ 
る低温乂傷（紅斑、水ぶくれ） 
をしたり、故障するおそれびあ 
ります。 


. (下の事項に該当する方は、熱 
すざたり、低温火傷をするおそ 
れびありますので十分に注意し 
てください。 

〇乳幼児、高齢者、病人、体 
び不自由な方 

〇皮膚び弱い方 
〇疲労の激しい方 
〇眠気をさそラ薬を服用した方 
0飲酒した方 
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シートに凸部のある重量物を置 
かないでください。故障の原因 
になります。 





r リアシート_ I 

リアシートは分割可倒式です。 

ラゲツジルームの空間を広くするとさ 
は、リアシートを折りたたんだり、取 
り外すことびでさます。 


A 


-リアシートに人び乗るときは、 
(下の内容を必ず守ってくださ 
し、。事故のとさ、けびをするお 
それびあります。 

〇 U アシートとバックレストび 
確実に□ックされていること 
を確認してください。 

◊へッドレストを取り付け、 
へッドレストの中央び目の高 
さにくるよラにしてください。 

0 シートベルトを正しく着用し 
てください。 

• 走行中はリアシートの折りたた 
みや脱着をしないでください。 
事故を起こしたり、けびをする 
おそれびあります。 

-バックレストと背中の間に物を 
挟まないでください。事故のと 
さ、けびをするおそれびあります。 


運転ずる前に 


5 /— 


注意！ 

IJ アシートを脱着するときは 、 IJ 
アシートの下や横に身体を入れな 
いでください。挟まれてけびをす 
るおそれびあります。 3 
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運転ずる前に 





G ちリアシートを前方に倒ず 


A 


• リアシートに人び乗るときは、 
リアシートが確実に□ックされ 
ていることを確認してください。 
事故のとさけびをするおそれび 
あります。 


-走行するときは、確実にシート 
を□ックさせてください。荷物 
び放り出され、乗員びけびをす 
るおそれびあります。 


①ち U アシート□ック解除レバー 

ちリアシートを前方に倒ず 

► ちリアシート□ック解除レバー① 
を矢印の方向に弓 I さます。 

► ちリアシート後部に手をかけて引 
き起こし、前方に倒します。 

ちリアシートを戻すとさはシートを押 
し込み、確実に□ックさせます。 


「リアへッドレストの調整 



①□ック解除ボタン 


へッドレストを上ばる 

► ヘッドレストを引き上げます。 

へッドレストを下ばる 

► □ック解除ボタン①を押して□ック 
を外し、ヘッドレストを下げます。 
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リアへッドレストの脱着_ I 

リアへッドレストを取り外ず 

► へッドレストをいっぱいに引き上 
げます。 

► □ック解除ボタン①を押して□ッ 
クを外し、ヘッドレストを取り外 
します。 

警告 A 


人び乗車しているとさは、必ず 
へッドレストを取り付けてくださ 
し^。事故のとさ、首にけがをする 
おそれびあります。 

リアへッドレストを取り付ける 

► へッドレストの支せを取り付け穴 
に差し込み、カチッといラ音びす 
るまで押し込みます。 


r 中央のリアへッドレストの収納 I 

シート中央に人を乗せないとさは、運 
転者の後方視界を確保するため、中央 
のへッドレストを取り外してください。 

取り外したへッドレストはシートクッ 
シヨン下部に収納できます。 



①中央の U アへッドレスト 


中央のリアへッドレストを収納ずる 

► 中央の U アへッドレスト①の前面 
び下を向くよラにして、支柱を 
シートクッション 下部の ホルダー 
に確実に差し込みます。 

注意！ 

へッドレスト前面を上に向けて収 
納しないでください。ヘッドレス 
卜び奧まで入らないので、事故の 
とさに放り出され、乗員びけびを 
するおそれびあります。 
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運転ずる前に 




[リアシートを巧りたたむ 


バックレストを前方に巧りたたむ 


リアシートは左ち個別に、または両方 
を折りたたむことびでさます。 

警告 A 


リアシートを折りたたむときは決 
してシートの下に手をかけないで 
ください。手を挟まれて、けびを 
するおそれびあります。 

シートの折りたたみは必ず取扱説 
明書の手順に従い、注意事項を 
守って行なってください。 



① バックレスト□ック解除ノブ 

② □ック解除インジケーター 


► フ□ントシートを前ちに動かします。 


► 



中央のリアへッドレストを取り外 
し、シートクッシヨン下部に収納 

します （3-2 己）。 

左ちのリアへッドレストを取り外 
します。 

バックレスト□ック解除ノブ①を 
引さ上げ、バックレストを前方に 
折りたたんで確実に□ックします。 

バックレストび確実に□ックされ 
ていることを確認してください。 


ちリアシートを巧りたたむ 



③ち U アシート□ック解除レバー 


► ちリアシート□ック解除レバー③ 
を矢印の方向に引いて、ちリア 
シートの後部に手をかけて引さ起 
こし、前ちに折りたたみます。 
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運転ずる前に 


左リアシートを巧りたたむ 



④左 U アシート□ック解除レバー 


► 左リアシート□ック解除レバー④ 
を矢印の方向に押して、左リア 
シートの後部に手をかけて引さ起 
こし、前方に折りたたみます。 

警告 A 


• 走行中にシートをかりたたまない 
でください。事故を起こしたり、 
けびをするおそれびあります。 


• リアシートを折りたたんで、荷 
物を積むとさは、必ず荷物を固 
定してください。荷物び放り出 
され、乗員びけびをするおそれ 
びあります。 

注意！ 

• リアシートを折りたたむとさ 
は、身体や荷物などを挟まない 
ように注意して < ださい。 

• 左リアシートを折りたたむ前に 
中央のへッドレストをシート 
クッション下部に収納してくだ 
さい。折りたたんだときにへッ 
ドレストびカップホルダーに当 
たり、ヘッドレストやカップホ 
ルダーを損傷するおそれびあり 
ます。 


荷物の固定については （3-39) をご覧 
ください。 


5 /— 



⑥左ちの U アへッドレスト 
⑥ ホルダー 


左ちのへッドレストを収納ずる 

► 左ちのリアヘッドレスト⑥の前面 
び前方を向くよラに支柱をホル 
ダー⑥に確実に差し込みます。 
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運転ずる前に 





① リアシート固定インジケーター 

② ストラップ 


► 収納していた左ちのへッドレスト 
を引さ抜さます。 

►ストラップ③を引きなびら、リア 
シートを後方に倒します。 

► シートを確実に□ックします。 

リアシート固定インジケーター 
①び見えないことを確認してくだ 
さし、。 

► バックレスト□ック解除ノブを引 
さ上げ、バックレストを後方に引 
き起こして確実に□ックします。 
□ック解除インジケーター (3-24) 
び見えないことを確認してくだ 
さし、。 


► へッドレストを元の位置に取り付 
けます。 


ま意！ 

-リアシートを戻すときは、身体 
や物などを挟まないよラに注意 
してください。 

• リアシート固定インジケーター 
び見えているとさは、シートび 
確実に□ックされていません。 
一度シートを起こしてから、再 
度戻してください。 


警告 A 


-リアシートに人び乗るときは、 
リアシートが確実に□ックされ 
ていることを確認してください。 
事故のとさけがをするおそれび 
あります。 


-走行するときは、確実にシート 
を□ックさせてください。荷物 
び放り出され、乗員びけびをす 
るおそれびあります。 
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運転ずる前に 


5 /— 


r リアシートの脱!着_ I 

リアシートは左ちを個別に、または両 
方を取り外すことびでさます。 

注意！ 

リアシートを持ち上げるときは2 
人で作業してください。リアシー 
卜は重いので、腰を痛めたり、リ 
アシートを足の上に落としてけび 
をするおそれびあります。 



① U アシート□ック解除レバー 

② シート固定部 

③ グリップ 


リアシートを取り外ず 

► リアシートを折りたたんだ状態に 
します。 

► リアシート□ック解除レバー①を 
完全に引き上げ、グ U ップ③を持 
ちなびら、リアシートを持ち上げ 
て取り外します。 
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運転ずる前に 




注意！ 

• リアシートを車から出し入れす 
るときは、車のボディやリア 
シートなどを傷つけないよラに 
十分にま意してくださし、 

-取り外した状態でリアシートの 
調整を行なわないで < ださい。取 
り付けび困難になることびあり 
ます。 

• 取り外したリアシートに座った 
り重い物を載せないでくださ 
し、シートフレームび損傷する 
おそれびあります。 

• フ□アのシート固定部③に埃や 
ゴミび入らないよラにしてくだ 
さし、 

- U アシートを取り付けるとさ 
は、身体や物などを挟まないよ 
ラに注意してください。 


リアシートを取り付ける 

► リアシート□ック解除レバー①を 
完全に引さ上げた状態で、リア 
シートをシート固定部③に差し込 
み、確実に□ックさせます。 

リアシート□ック解除レバー①び 
フ□アまで下びります。 

このときフ□アのシート固定部③ 
のホいマークび見えないことを確 
己忍します 0 

ホいマークび見えるときはリア 
シートび□ックされていません。 
取り付けをやり直してください。 


A 


シート固定部③のホいマークび見え 
なくなり、 U アシートび確実に固定 
されていることを確認してくださ 
い。走行中に外れて、乗員びけびを 
するおそれびあります。 
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▼ ドア 

I フ□ントドアの開閉 



①ドア八ンドル 


車がから開閉ずる 

► 開くときは、ドア八ンドル①を引き 
ます。 

► 閉じるとさは、ドアを確実に閉じ 
ます。 


運転ずる前に 





① ドア レバー 

② イン ナーグ IJ ップ 


車内から開閉ずる 

► 開くときは、ドアレバー①を矢印 
の方向に引さます。 

► 閉じるときは、インナーグリップ③ 
を持って確実に開じます。 


U アドアの開閉 


ノ 






m 

N72.00-2040-31 


①ドア八ンドル 


車外から開閉ずる 

► 開くときは、ドア八ンドル①を引き、 
後方にスライドします。 

► 閉じるときは、ドア八ンドル①を 
持って前方にスライドし、確実に 
閉じます。 
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運転ずる前に 


ドア 



① ドアボタン 

② インナーグリップ 


車内から開閉ずる 

► 開くときは、ドア□ックボタン① 
を押し、インナーグリップ③を 
持って、後方にスライドします。 

► 閉じるときは、インナーグリップ③ 
を持って前方にスライドし、確実 
に閉じます。 
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A 


-ドアは確実に閉じてください。 
ドアの開じかたび不完全（半ド 
ア）な場合、走行中にドアび開 
<おそれびあります。 

• ドアを開くときは、周囲の安全 
を十分確認してください。 

-同乗者びドアを開くときは、危 
険びないことを運転者び確認し 
てください。 

注意！ 

-車から離れるときは、エンジン 
を停止し、必ずドアを施錠して 
ください。 

-ドアを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラにま意して 
ください。車の周りに子供が 
いるときは、特にま意してく 
ださい。 

• U アドアを開閉するとさは 、 U 
アドアの動さに十分注意してく 
ださい。 


• リアドアび完全に閉じていない 
状態で手を放すと、リアドアび 
自動で動さます。身体を挟まな 
いよラに注意してください。特 
に坂道では、リアドアの八ンド 
ルを確実に持って開閉してくだ 
さし、 

I 知識 

燃料給油フラップび開いていると 
きは、ちリアドアは最後部まで開 
さません。 

警告 A 


給油するとさは、燃料給油フラップ 
び完全に開いていることを確認して 
<ださい。燃料給油フラップび完全 
に開いていないと、ちリアドアび最 
後部まで開いて給油ノズルと接触 
し、給油ノズルび外れると火災が発 
生するおそれびあります。 














運転ずる前に 


フ□ントドアを解錠/施錠ずる 



運転席ドア 

① □ツクノブ 

② ドア レバー 

施錠ずる 

► 施錠するときは、□ツクノブ①を 
押し込みます。 

解錠ずる 

► 解錠するときは、ドアレバー③を 
矢印の方向に引さます。 


ドア 


r リアドアを解錠/施錠ずる 



U アドア 

① □ツクノブ 

② ドアボタン 

施錠ずる 

► 施錠するときは、□ツクノブ①を 
押し込みます。 

解錠ずる 

► 解錠するときは、ドアボタン③を 
押します。 


注意！ 

• 施錠後は、□ックノブ①び完全 
に下びっていることを確認して 
ください。 

-□ックノブ①び完全に下びって ^ 
いないドアびあるとさは、その 
ドアを確実に閉じてから□ック 
ノブを押し込んでください。 

また、外部からドア八ンドルを 
引いて、ドアび確実に施錠され 
ていることを確認してください。 

知識 

• ドアび施錠されているとき、車 
内のレバーやドアボタンで急な 
解錠操作をすると、他のドアび 
施錠されたままになることびあ 
ります。 

-ドアをキーまたは U モコン、ド 
ア□ックスイッチで施錠してか 
ら車内のドアレバーでフ□ント 
ドアを開くと、他のドア、テー 
ルゲート、燃料給油フラップち 
解錠されます。 
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運転ずる前に 


ドア 


知識 

• すべてのドア、テールゲートび 
閉じているとさに、いずれかの 
□ックノブで施錠すると、すべ 
てのドアとテールゲートび施錠 
されます。 

• いずれかのドアかテールゲート 
び開いているとさに、閉じてい 
るドアまたはテールゲートの 
□ックノブで施錠しよラとする 
と、□ックノブは元に戻ります。 
その後、約己秒じ(内に□ックノ 
ブを操作すると、□ックノブび 
一度戻ったあとで、施錠され 
ます。 

ま意！ 

助手席のドアとリアドアは、□ッ 

クノブ①び押された状態で閉じる 

と施錠されます。キーの閉じ込み 

に注意して < ださい。 


ru モコンで解錠/施錠ずる_ ] 

車の周囲からリモコンで車を解錠/ 
施錠することびでさます。 



①解錠ボタン 
③施錠ボタン 


解錠ずる 

► 解錠ボタン①を押します。非常点 
滅灯び]回点滅します。 

施錠ずる 

► 施錠ボタン③押します。非常点滅 
灯び3回点滅します。 


r キーで解錠/施錠ずる_ ] 

運転席のドア八ンドルのキーシリン 
ダーにキーを差し込み、解錠/施錠 
します。すべてのドア、テールゲート、 
燃料給油フラップび連動して解錠/ 
施錠します。 



① 解錠 

② 施錠 
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運転ずる前に 


解錠ずる 

► 運転席ドアのドア八ンドルのキー 
シ U ンダーにキーを差し込み、 
キーを前方①にまわします。 


施錠ずる 

► 運転席ドアのドア八ンドルのキー 
シ U ンダ ーに キーを差し込み、 
キーを後方③にまわします。 

知識 

助手席のドアにはキーシリンダー 
はありません。 


r ドア□ックスイッチ_ I 

車内から、すべてのドアと テールゲー 
卜、燃料給油フラップを解錠/施錠 
することびでさます。 



①ドア□ックスイッチ 


施錠ずる 

► ドア□ックスイッチ①を押します。 


解錠ずる 

► 再度、ドア□ックスイッチ①を押し 
ます。 




注意！ 

ドアのノブび下びっていても、車 
内のドアレバーを引いたり、ドア 
ボタンを押すと、ドアは開さます。 
子供を乗せたとさは特にま意して 3 
ください。走行中に子供び不意に 
ドアを開け、事故を起こすおそれ 
びあります。 

知識 

• ドア□ックスイッチで施錠して 
いるとき、車内のドアレバー 
でフ□ントドアを開くと、他の 
ドア、テールゲートも解錠され 
ます。 

• キーまたはリモコンで施錠して 
いるとさ、ドア□ックスイッチ 
で解錠することはできません。 


3-33 















運転ずる前に 




I 車速感応ドア□ック n 車速感応ドア□ックを設定/解除ずる 

速度び約]己 km / hLiLb になると、ドア 
とテールゲート、燃料給油フラップを 
自動的に施錠します。 

ドア□ックスイッチで機能を設定した 
り解除することびでさます。 


①ドア□ックスイッチ 

車速感応ドア□ックを設定ずる 

► ドア□ックスイッチを約己秒間押し 
ます。 

アラームび]回鳴ります。 

車速感応ドア□ックを解除ずる 

► ドア□ックスイッチを約己秒間押し 
ます。 

アラームび2 回鳴ります。 



注意！ 

. タイヤ交換をするときやけん引 
されるとさは、車速感応ドア 
□ックを解除するか、エンジン 
スイッチを0の位置にしてくだ 
さい。ホイールび回転すると車 
び自動的に施錠され、車外に開 
め出されるおそれびあります。 

• 車速感応ドア□ックでの施錠後 
にドア□ックスイッチでドアを 

I 解錠すると、一度、ドアを内側 

から開くか、エンジンをかけ直 
すまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 

I 知識 

シートベルトテンシヨナーやエア 
バッグび作動すると、ドアは自動 
的に解錠します。 
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チャイルドプ J レーフ□ツク（リアドア ） I 



①□ックダイヤル 


リアドアにチャイルドプルーフ□ック 
び装備されています。 

チャイルドプルーフ□ックを設定する 
と、車内からリアドアを開くことびで 
さな < なります。 

子供を乗せるとさなどに使用してくだ 
さい。 


運転ずる前に 




チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 

► キーを□ックダイヤル①の溝に差 
し込んで、溝の方向が on の矢印の 
方向に合うようにまわします。 

チャイルドプルーフ□ックを解除ずる 

► キーを□ックダイヤル①の溝に差 
し込んで、溝の方向び off の矢印の 
方向に合うようにまわします。 
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運転ずる前に 


ルゲート 



①八ンドル 


車がからテールゲートを開く 

► 八ンドル①を引き、テールゲート 
を開さます。 



③ テールゲートレバー 


車内からテールゲートを開ぐ 

► テールゲートレバー③を引き、 
テールゲートを開さます。 

注意！ 

テールゲートを開くとさは、上方と 
周囲に十分な空間びあることを確認 
してください。 



③ストラップ 


テールゲートを閉じる 

► ストラップ③に手をかけ、テール 
ゲートを下げてから、確実に押し 
て閉じます。 
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運転ずる前に 


テールゲ^^ 


A 


エンジンをかけた状態でテール 
ゲートを開いたままにしないで< 
ださい。排気ガスび車内に入り、 
意識不明になったり、中毒死する 
おそれびあります。 

注意！ 

• テールゲートび確実に閉じてい 
ることを確認してください。 

-テールゲートを閉じるときは、 
身体や物を挟まないよラに注意 
してください。車の周りに子供 
びいるとさは、特に注意してく 
ださい。 


r テールゲー トの解錠/施錠 



テールゲー トの キー シリンダー 

① 解錠 

② 施錠 


キーでテールゲー トを解錠ず る 

► キーをテールゲートのキーシ リン 
ダーに差し込み、解錠①の位置に 
まねします。 

すべてのドア、 テールゲート、 燃^ 
料給油フラップび連動して解錠さ 
れます。 


キーでテールゲートを施錠ずる 

► キーをテール ゲートの キー シリン 
ダーに差し込み、施錠③の位置に 
まねします。 


すべてのドア、 テールゲート、 燃 
料給油フラップび連動して施錠さ 
れます。 
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運転ずる前に 


ルゲート 


4 

北 ^- 了 • >111 ■III 
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N54.25-2387-3l] 

①ドア□ックスイッチ 

ドア □ ックスイッチでテールゲートを 
施錠ずる 

► ドア□ックスイッチ①を押します 

ドア□ックスイッチでテールゲートを 
解錠ずる 

► 再度、ドア□ックスイッチ①を押し 
ます。 



③□ックノブ 


内側からテールゲートを解錠ずる 

► □ックノブ③をち側にスライドさ 
せます。 

内側からテールゲートを施錠ずる 

► □ックノブ③を左側にスライドさ 
せます。 



知識 

いずれかのドアび開いているとさ 
に、閉じているテールゲートの 
□ックノブ③で施錠しようとする 
と、□ックノブは元に戻ります。 
その後、約己秒じ(内に□ックノブ 
を操作すると、□ックノブび一度 
戻ったあとで施錠されます。 

ま意！ 

• テールゲートの□ックノブの位 
置び施錠の位置にあるときに、 
テールゲートを閉じると施錠さ 
れます。キーの閉じ込みに注意 
してください。 

-貴重品は絶対に車内に置いたま 
まにしないで < ださい。 
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運転ずる前に 


II ■ 


▼ フケツシルーム 
r っケツジ)1^—ムっン J _ I 

テールゲートを開くと点灯し、閉じる 
と消灯します。 

知識 

エンジンスイツチび0の位置のと 
さにテールゲートを開いたままに 
すると、ラゲツジルームランプは 
約]日分後に消なします。 


r フケツシネツト_ I 

軽い荷物を収納するとさに使用してく 
ださい。 

ラゲッジネット①のフックを荷物固定 
用リング③にかけて使用します。 



注意！ 

-ラゲッジネットには重い荷物を 
固定することはできません。重 
い荷物を積むとさは□ープやス 
トラップで正しく固定してくだ 

さい （3-40 〜41)。 



• 荷物はさちんと捆包し必ず固定 
してください。荷物を固定しな 
いと、急 ブレーキ や急八ンドル 
または事故のとさ、荷物び前方 
に放り出され、乗員びけびをす 
るおそれびあります。 

• 荷物の固定には擦れに強く丈夫 
な□ープを使用し、ラゲツジ 
J レームの 4 個の荷物固定用 U ング 
に通して確実に結んでください。 

• 荷物固定用リングに均等に力び 
かかるよラにしてください。 
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運転ずる前に 


■ II 


G 荷物を積むとき 




人を乗せないとさの U アシートベルト 


荷物はでさるだけシートの背面に 
接するよラに積んでください。 

荷物はでさるだけ人び座っていな 
いシートの後方に積んでください。 

荷物をバックレストより高く積み 
上げないでください。 

ウインドウに荷物び当たらないよ 
ラに注意してください。ウインド 
ウを破損したり、リアデフォッ 
ガーの熱線を断線するおそれびあ 
ります。 

荷物を積むとさは、ラゲッジネッ 
卜の使用をおすすめします。 

大さな荷物を積まないとさは 、 U 
アシートとへッドレストを取り付 
け、バックレストを起こし、確実 
に□ックしてください。 


-リアシートに人を乗せないときは、 
左図のよラに左ちのシートベルト 
プレートを反対側のバックルに差 
し込んで、シートベルトび交差す 
るよラにしてください。 

-極端に重い荷物を積まないで<だ 
さい。へッドランプ照射角度調整 
ダイヤルを使用しても、ヘッドラ 
ンプの照射角度び正しい角度に保 
てな < なります。 

-燃料を入れた容器やスプレー吿な 
どを積まないでください。引火や 
爆発のおそれびあります。 

. 荷物は重量び均等になるよラに積 
み、一部に偏らないよラにしてく 
ださい。荷物の積みかたは走行安 
定性に大さ < 影響します。 
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運転ずる前に 



荷物固定用のアクセヴリーは、ダイム 
ラー*クライスラー社の推奨品の使用 
をおすすめします。詳しくは指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

• 伸縮性のある□ープやネットで重 
い荷物を固定しないでください。 
急ブレーキや急八ンドル、事故の 
とさ、荷物を支えされず、乗員びけ 
びをするおそれびあります。 


• 固定する□ープやネットび荷物の角 
にかからないよラにしてください。 

• 鋭い角のあるわのは、角の部分に 
カバーを してください。 

• ストラップで荷物を締め付けると 
さは、左図のよラに荷物の上で交 
差するよラにかけ、荷物の重量び 
各荷物固定用リングに均等にかか 
るよラにします。特に締め付け具 
を使用する場合は、荷物固定用 U 
ングに過大な力びかからないよラ 
にま意して < ださい。 


II ■ 


-荷物を締め付けるとさに使用する 
ストラップは、少なくとも張力 
6日日 k 浸じ(上のものを使用してくだ 
さい。 
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運転ずる前に 


■ II 



①□ッド 
②フック 


ラゲッジルームカバーを閉じる 

► ラゲッジルームカバーをリールか 
ら引さ出します。 

► ラゲッジ ルームカバーの 後端左ち 
にある□ッド①をフック③に差し 
込がます。 

警告 A 


ラゲツジ ルームカバーの 上に荷物 
などを置かないでください。荷物 
び放り出され、乗員びけびをする 
おそれびあります。 


ラゲッジ ルームカバーを 収納ずる 

► ラゲッジルームカバーを後方に引 
いて、□ッド①をフック③から外 
します。 

► ラゲッジルームカバーの後端を持 
ちなびら、ラゲッジルームカパー 
をリールに収納します。 

注意！ 

• ラゲッジ ルームカバーを 巻さ取 
らせるとさは、身体や物を挟ま 
ないよラにま意して < ださい。 

• ラゲッジルームカバーをリール 
に巻さ取らせるとさは、後端を 
持って、ゆっくりと巻き取らせ 
ます。手を放すと、カバーなど 
び損傷することびあります。 
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運転ずる前に 


II ■ 



③ □ックボタン 

④ U — ルエンド 
⑥ U - ル 

⑥ U —ル取り付け部（ち側) 


ラゲツジ ルームカバーを 取り外ず 

► ラゲツジ ルームカバーをリール⑥ 
に収納します。 

^ U ール⑥のち端のリールエンド④ 
を左に引いて、リール取り付け部 
⑥から取り外します。 


ラゲッジ ルーム カバーを取り付ける 

► リール⑥の左端を左側の U —ル取 
り付け部にはめ込みます。 

► リールエンド④び左側に引かれて 
いる（短くなっている）ことを確認 3 
して、リールエンド④をリール取 
り付け部⑥に合わせます。 

► □ックボタン③を押すと、リール 
エンド④び取り付け部⑥に固定さ 
れます。 
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運転ずる前に 


12 V 電源ソケット 

▼12 V 電源ソケット 

センターコンソール後端と、ラゲッジ 
ルームち側に] 2V 電源ソケットを装 
備しています。電気製品などの電源と 
して使用します。 

使用するとさはカバーを上方に開さ 
ます。 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さ使用でさます。 




12V 

MAX.15A 


N 82.00 -2025-31 


12 V 電源ソケット 
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注意！ 


-必ず DC]2V、 最大消費電流 
1己 A (最大消費電力] 80Wii( 
下)の規格に合った電気製品を 
使用してください。規格外の電 
気製品を使用するとヒューズび 
切れたり、乂災び発生するおそ 
れびあ0ます。 

- ]2V 電源ソケットにライターを 
差し込まないでください。 

• ソケット内に指などを入れない 
でください。感電するおそれび 
あります。 


-エンジンび回転していないとさ 
は長時間使用しないでくださ 
し、バッテリーびあびるおそれ 
びあります。 

• 1 2V 電源ソケットを使用しない 
ときはカバーを開じてくださ 
し、異物び入ったり、水びかか 
ると故障やショートの原因にな 
ることびあります。 







運転ずる前に 


パヮーウィンドゥ 


▼パワーウインドウ 


パワーウインドウには、フ□ントドア 
ウインドウとベンチレーシヨンウイン 
ドウびあります。 


「フ□ントドアウインドウスイッチ I 

スイッチはセンターコンソールにあり 
ます。 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さ作動します。 



① ちフ n ントドアウインドウスイッチ 

② 左フ n ントドアウインドウスイッチ 


フ□ントドアウインドウを開< 

► スイッチの後部を軽く押します。 
押している間、開さます。 

スイッチの後部を強く巧すと自動 
で全開します。 


自動で開いているとさに、途中で 
止めたいとさはスイッチの後部か 
スイッチの前部を軽く押します。 


フ□ントドアウインドウを閉じる 

► スイッチの前部を軽く押します。 
押している間、閉じます。 


スイッチの前部を強く押すと自動 
で全開します。 


自動で閉じているときに、途中で 
止めたいとさはスイッチの前部か 
スイッチの後部を軽く押します。 


3-45 










運転ずる前に 


のー ウィンドゥ 


知識 

• フ□ントドアウインドウを自動 
で閉じているとさに挟み込みな 
どの抵巧びあると、ドアウイン 
ドウびただちに停止し、その位 
置から少し下降します。 

警告 A 


走行中はドアウインドウから身体 
を出さないで<ださい。けびをす 
るおそれびあります。 


注意！ 

• ドアウインドウを閉じるとさ 
は、身体を挟まないよラに注意 
してください。特に子供にはま 
意してください。 

-バッテリーの電圧び一時的に低 
下したときなどは、パワーウイ 
ンドウび自動で全開/全開でき 
なくなることびあります。 


自動で全開/全閉しなくなったとき 

バッテリーあびりやバッテリーの交換 
などで、一時的に電源を断たれたとさ 
は、パワーウインドウを自動で全開/ 
全開できなくなることびあります。こ 
のときは、スイッチの前部を軽く押し 
つづけて全開にし、そのまま2秒じ(上 
保持してください。自動で全開/全 
開する機能び回復します。この操作を 
各フ□ントドアウインドウで行なって 
ください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 
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運転ずる前に 


パヮーウィンドゥ 


r ベンチレーシヨンウインドウスイッチ I 

スイッチはセンターコンソールにあり 
ます。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
作動します。 


ベンチレーシヨンウインドウを開く 

►ベンチレーシヨンウインドウスイツ 
チ③④の後部を押します。 

ベンチレーシヨンウインドウび外側に 
開さます。 


注意！ 

ベンチレーシヨンウインドウを開 
じるときは、身体を挟まないよラ 
にま意してください。特に子供に 
はま意して < ださい。 3 



ベンチレーシヨンウインドウを閉じる 

►ベンチレーシヨンウインドウスイツ 
チ③④の前部を押します。 

ベンチレーシヨンウインドウび閉じ 
ます。 


③ ちベンチレーシヨンウインドウスイッチ 

④ 左ベンチレーシヨンウインドウスイッチ 
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運転ずる前に 


スライデイング ルーフ 

▼ スライデイングルーフ* 

I スライデイングルーフスイッチ ~1 

スイッチはルーフコント□ールパネル 
にあります。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
作動します。 



① チルトアップずる/開く 

② 閉じる/チルトダウンずる 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


スライディングルーフを 
チルトアップずる 

► ①を押しつづけます。押している 
間だけ、チルトアップします。 

スイッチを軽く押すと、自動でチ 
ルトアップします。 

スライディング ルーフを 開く 

► スライディングルーフびチルトアッ 
プしているとき、①を押します。 
押している間だけ、開さます。 

スイッチを軽く押すと、自動で開 
さます。 


スライディング ルーフを 閉じる 

► ③を押しつづけます。押している 
間だけ、閉じます。 

スイッチを軽く押すと自動で開 
じ、チルトアップした状態で止ま 
ります。 

► 再度③を押し、チルトアップしてい 
るスライディングルーフを閉じま 
す。押している間だけ、閉じます。 
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運転ずる前に 


注意！ 

• 走行中はスライディングルーフ 
から身体を出さないで<ださ 
し^。けびをするおそれびあり 
ます。 

• スライディングルーフを閉じる 
とさは、身体や物び挟まれないよ 
ラにま意してください。特に子 
供には注意してください。 

• スライディングルーフの開口部 
に腰をかけたり、荷物を載せた 
りして大さな力を加えないでく 
ださい。スライディングルーフ 
を損傷するおそれびあります。 

-車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ウインドウとスライディン 
グルーフび完全に閉じているこ 
とを確認してください。 

• スライディング ルーフのシール 
部に傷をつけないよラに注意し 
てください。車内に水や雨など 
び漏れるおそれびあります。 


-降雨後や積雪後にスライディン 
グルーフを操作するときは、 
ルーフ上の水や雪などを取り除 
いてください。車内に水や雪な 
どび入るおそれびあります。 


知識 

• スライディング ルーフを 開いて 
走行してし^るとき、走行風の影 
響などで空気の振動を感じる場 
合は、スライディング ルーフの 
開度を変えるかウインドウを少 
し開くと、解消することびあり 
ます。 


• スライディング ルーフび 自動で 
開閉またはチルトアップしてい 
るとさに、スイッチを軽く押す 
と、その位置で停止します。 


• スライディングルーフには挟み 
込み防止機能びあります。スラ 
イディングルーフび自動で閉じ 
ているとさに挟み込みなどの抵 
巧:びあると、スライディング 
ルーフびただちに停止し、その 
位置から少し開さます。 


スライデイング ルーフ ■ 


r サンシェ-ド_ I 

サンシェードを開< 

► グ U ップ部分を持って開きます。 

サンシェードを閉じる 

► グリップ部分を持って閉じます。 

I 知識 

スライディングルーフを開くとヴ 
ンシェードも連動して開きます。 

ま意！ 

スライディングルーフび動いてい 
るとさに、サンシェードとルーフ 
の内張りの間に手を挟まないよう 
注意して < ださい。 
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運転ずる前に 


J レ—ム三•フ— 
▼ルームミラー 



①防眩切り替えノブ 
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ルームミラーを調整ずる 

► 手で S ラーの上下位置と角度を調 
整します。 

► 後続車のライトび眩しいとさは、 
防眩切り替えノブ①を前後に切り 
替えて使用します。 









運転ずる前に 




ドア巧一 


A 


S ラー類は必ず走行前に後方び十 
分確認でさるよラに調整してくだ 
さい。走行中に調整すると、車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあります。 


r ドアミラーの角度調整_ I 

ドアミラー角度調整スイッチはインス 
トルメントパネルにあります。エンジ 
ンスイッチび2の位置のとさ調整でさ 
ます。 

I 知識 

ドアミラーは、外気温度び下びる 
と自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 


ドアミラーの角度を調整ずる 

► 調整したいミラー側のボタン① 
(左）またはボタン③（ち）を押し 
ます。 

► ドアミラー角度調整スイッチ③を 
上下左ちに押して S ラーの角度を 
調整します。 

ま意！ 

• ドアミラーに写った像は実際よ 
りわ遠くにあるように見えま 
す。ドア S ラーで後方を確認す 
るとさは、距離感に十分注意し 
てください。 

-ドアミラーには死角びあります。 
車線変更をするとさは、必ず 
ルーム S ラーで 後方を確認して 
ください。また、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 



① 左ドアミラー切り替えボタン 

② ちドアミラー切り替えボタン 

③ ドアミラー角度調整スイッチ 
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運転ずる前に 




「ドアミラー格納/展開スイッチ ] 

スイッチはセンターコンソールにあり 
ます。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
格納/展開でさます。 



① ドアミラー展開 

② ドアミラー格納 


ドア S ラーを格納ずる 

► ドアミラーび完全に格納するまでス 
イツチの後部③を押しつづけます。 

ドアミラーを展開ずる 

► ドアミラーび完全に展開するまでス 
イツチの前部①を押しつづけます。 

注意！ 

-ドアミラーは、手で格納した 
り、展開しないでください。ド 
アミラーを損傷するおそれび 
あります。 

-走行するときはドアミラーを展 
開の位置にしてください。 

-ドアミラーの格納/展開操作を 
しているときは、身体や物び挟 
まれないよラに注意して<ださ 
し、車の周囲に子供びいるとさ 
は、特にま意してください。 


. 洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドア 
ミラーを損傷するおそれびあり 
ます。 

• ドアミラーは車体の側面から突 
さ出ています。すれ違いや車庫 
入れのとさに注意してください。 
また、歩イ T 者などに十分注意し 
てください。 

-ドアミラーの巧れを取るとさは、 
必ず純正のガラスク U —ナを使 
用して < ださい。ドアミラーが 
変色するおそれびあります。 
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運転ずる前に 


I ■ 


▼ ステアリング 



①□ック 解除 レバー 


ステアリングの位置を調整ずる 

► ステアリング左下側の□ック解除 
レバー①を下げて、ステアリング 
を上下に動かして調整します。 

► 調整び終わったら□ック解除レ 
バー①を上げて、ステアリングを 
固定します。 

調整後はステアリングび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。 


A 


• ステアリング位置の調整は、必ず 
走行前に行なってください。走 
行中に調整すると、事故を起こ 
すおそれびあります。 

• 走行中はステアリングのパッド 
部を持たないでください。万一 
のとさ、エアバッグの作動を妨 
げるおそれがあります。 

• ステア U ングのパッド部に力 
バーをしたり、バッジ、ステッ 
カー、オーデイオの U モコンな 
どを貼り付けないでください。 
エアバッグの作動を妨げたり、 
作動時にけびをするおそれびあ 
ります。 


注意！ 

• ステア U ングをいっぱいに切っ 
た状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステアリング装置を損傷 
するおそれびあります。 3 

• 故障などでエンジンを停止して 
けん引されるとさは、十分注意 
してください。エンジンび停止 
していると、通常のとさに比べ 
てステア U ング操作に非常に大 
さな力び必要です。 
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運転ずる前に 




▼ ボンネット 



① ボンネット□ック 解除 レバー 

ボンネットを開く 


► インストルメントパネルの運転席 
側下部にあるボンネット□ック解 
除レバー①を手前に引きます。ボ 
ンネットの□ックが解除されます。 



② レバー 


► ボンネットを少し上げ、ボンネッ 
卜とノ（ンノ く一のすき間に手を入れ、 
レバー③をちにスライドします。 

► レバー③をちにスライドしたま 
ま、ボンネットを持ち上げて保持 
します。 


A 


-ボンネットから炎や煙び見えた 
とさは、ボンネットを開かない 
でください。火傷をするおそれ 
びあります。 

• イグニッシヨンシステムに手を 
触れないで<ださい。高電圧を 
発生させるので感電するおそれ 
びあります。 

• 車び動いているときにボンネッ 
卜□ック解除レバーを引かない 
で<ださい。ボンネットび開い 
て事故を起こすおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 





③ 凹部 

④ アーム 
⑥ ホルダー 


► アーム ④をホルダー⑥から外し、 
ボンネット裏側の凹部③に差し込 
みます。 


注意 

-エンジンび回転しているとさは 
回転部に手を触れないよラに十 
分ま意してください。 

• エンジン停止後も、ファンなど 
び作動することびあります。 

• ボンネットのアームはエンジン 
ルームの熱で熱<なっているこ 
とびあります。触れるときは、 
布などを使用して、十分にを意 
してください。 
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運転ずる前に 


■ ボンネット 


ボンネットを閉じる 

► ボンネットを保持しなびら 、了一 
ム④をボンネット裏側の凹部③か 
ら外し、ホルダー⑥に固定します。 

► ボンネットを下げ、バンパーまで 
の距離び約3日 cm になったところ 
で手を放し、自然に落下させます。 

► ボンネットを軽く引さ上げ、確実 
に閉じているか確認します。ボン 
ネットび完全に閉じていないとさ 
は、再度ボンネットを開き、わラ 
かし高い位置から落下させて < だ 
さし、 


A 


運転する前に、ボンネットが確実に 
開じていることを確認してくださ 
い。運転中にボンネットび開いて事 
故を起こすおそれびあります。 


注意！ 

• エンジンルーム内に物を置いた 
ままボンネットを閉じると、ボ 
ンネットび変形するおそれびあ 
ります。 

-ボンネットを押さえつけないで 
ください。ボンネットび変形す 
るおそれびあります。 

-ボンネットを閉じるとさは、身 
体や物を挟まないよラに注意し 
てください。 
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運転ずる前に 


▼ 燃料給油 □ 

燃料給油口は車のち側後部にあります。 



N 47.10 -2046-31 


①凸部 

解錠しているとき、凸部①に指をかけ 
て燃料給油フラップを開さます。 


I 知識 

燃料給油フラップび開いていると 
きは、ちリアドアは最後部まで開 
さません。 


A 


給油するとさは、燃料給油フラップ 
び完全に開いていることを確認して 
ください。燃料給油フラップび完全 
に開いていないと、ちリアドアび最 
後部まで開いて給油ノズルと接触 
し、給油ノズルが外れると乂災び発 
生するおそれがあります。 


I 11| 11111 ■ 



② 燃料給油キャップ 

③ ホルダー 


燃料給油キャップを外ず 

► 燃料給油キャップ③を反持計回り 
にまわし、少しゆるめてタンク内 
の圧力を抜いてから外します。 

► 外した燃料給油キャップ③をフ 
ラップの裏側にあるホルダー③に 
固定します。 

燃料給油キャップを取り付ける 

► キャップを時計回りにいっぱいに 
まわします。 
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運転ずる前に 


■ I 11| 11111 


A 


• エンジンをかけたまま給油しな 
いでください。乂災び発生する 
おそれびあります。 

• 周囲にガソ U ンびあるとさやガ 
ソリンの巧いびするときは、ミ夫 
して火気を近づけないでくださ 
し、。乂災び発生するおそれびあ 
ります。 


注意！ 

-給油ノズルび最初に自動停止し 
た時点で給油を停止してくださ 
し、燃料を入れすざるとエンジ 
ンび不調になったり、停止する 
ことびあります。 

-燃料をこぼさないよラにま意し 
てください。燃料び車の塗装面 
に垂れたとさは、すぐに拭き 
取ってください。塗装面を傷め 
るおそれびあります。 


知識 

燃料は無鉛プレミアムガソリン 
(8-10) を使用してください。 
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. 運転ずるとき 


エンジンスイッチ 

4-2 

エンジンの始動と停止 

4-4 

オートマチックトランスミッション 
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才ートマチック車の運転 

4-10 
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ASR OFF スイッチ 
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運転ずるとを 


エンジンスイッチ 

▼ エンジンスイッチ 
I エンジンスイッチ I 

エンジンの始動や、アクセヴ U —を使 
用するとさに、キーを差します。 



⑩オフ 

① アクセヴ IJ 一 

② オン 

③ スタート 


⑩キーを差す/抜く位置 

①エンジンを停止したまま電気装備 
の一部を使用する位置 

③走行するとさの位置 

すべての電気装備び使用でさます 
(パーキングランプを除く）。 


③エンジンを始動する位置 

エンジンスイツチをいったん3の 
位置までまわして手を放すと、自 
動的に スターターび まわり、エン 
ジンび始動します。 

知識 

• 純正仪がのキーでは、エンジン 
を始動することびでさません。 

-エンジンを再始動させる場合 
は、エンジンスイッチをいった 
ん〇の位置へ戻してから始動し 
てください。 


A 


ごく短持間でわ、車から離れるとき 
はエンジンスイッチからキーを抜い 
てください。 

また、子供だけを車内に残さないで 
ください。いたずらから車の発進や 
乂災などの事故び発生するおそれび 
あります。 

また、炎天下では車内が非常に高温 
になり、熱射病や脱水症状を起こす 
おそれびあります。 

ま意！ 

• バッテリーあびりを防止するた 
めに、駐車時は必ずエンジンス 
イッチからキーを抜し" i てくだ 
さい。 

• 走行中にエンジンを止めないで 
<ださい。エンジンブレーキび 
効かなくなります。また、ステ 
アリングやブレーキの操作に非 
常に大さな力び必要になります。 
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運転ずるとき 


エンジンスイッチ 


r ステアリング□ック_ ] 

エンジンスイッチからキーを抜いたと 
さにステア U ングを□ックすることび 
でさます。 

ステアリングを□ックずる 

► ステアリングを直進の位置にして、 
エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 


ステアリング □ ックを解除ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し、 
ステアリングを左ちに動かしなび 
ら、キーをまわします。 


知識 

• エンジンスイッチからキーを抜 
くときは、セレクターレバーを 
■a に入れ、ブレーキペダルか 
ら足を放してください。 

• キーをまわしに<いとさは、ス 


tSM 


エンジン警告な 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 


テアリングを左ちに動かしなび消灯しなかったり、走行中に点灯した 4 
らキーをまわして、ステアリン とさはエンジンの制御システムに異常 — 
グ□ックを解除してください。 びあります。ただちに点検を受けて 

ください。 
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運転ずるとを 


エンジンの始動と停止 

▼ エンジンの始動と停止 
エンジンを始動ずるとさ 

► 駐車ブレーキび確実に効いている 
ことを確認します。 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 
► エンジンスイッチにキーを差し、3 
の位置までまわして手を放します。 


注意！ 

• エンジンは、セレクターレバー 
び ra に入っているときも始動 
でさますび、安全のため、必ず 
セレクターレバーを la に入 
れ、ブレーキペダルを踏んで始 
動して < ださい。 

• 少しでも車を動かすとさはエン 
ジンを始動してください。エン 
ジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 


知識 

• ランプやエアコンディショナー 
など、バツテ U —の負担になる 
装置のスイツチをオフにしてお 
くと始動性び良くなります。 

-セレクターレバーび la または 
M に入っているときは、エン 
ジン回転は約 4日日日 回転じ(上に 
なりません。 
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運転ずるとき 


エンジンを始動でさないとさ 

エンジンび始動でさなかったり、メー 
ターパネルのオドメーターにスタート 
エラー表示 (画と び交互に表示） 
び表示されたとさは、いったんキーを 
0の位置まで戻してから再始動してく 
ださい。再始動でさないとさは、指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 

I 知識 

セレクターレバーび1〇か13に 
入っていると、エンジンを始動す 
ることびでさません。 


エンジンを停止ずるとき 

► 車を完全に停止させます。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、駐 
車ブレーキを確実に効かせ、セレ 
クターレバーを堂に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放します。 


エンジンの始動と停止 


注意！ 

仮眠するとさは必ずエンジンを停 
止してください。無意識にセレク 
ターレノ（一を動かして車び不意に 
発進したり、アクセルペダルを踏 
み込んでエンジンやマフラーび異 
常過熱するなど、事故や火災につ 
なびるおそれびあります。 
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運転ずるとを 


オートマチックトランスミッション 


▼ オートマチックトランスミッション 



メーターパネルのディスプレイにシフ 
卜位置び表示されます。また、シフト 
位置はセレクターレバーの横にち表示 
してあります。 



ディスプレイのシフト位置表示の例 


シフト位置 
■ a パーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置 


旧リバース 

後退するとさの位置 

tSM ニュートラル 

動力び伝わらない位置 

押したり、けん引してわらラことで 
車を移動でさます。 


ra ドライブ 

走行するとさの位置 
1〜己速の範囲で自動的に変速します。 


注意！ 

-ブレーキペダルを踏んだ状態で 
アクセルペダルを操作しないで 
ください。振動び発生したりシ 
フト時のショックび大きくな 
り、トランスミッションを損傷 
するおそれびあります。 

• エンジンスイッチび1と2の中 
間の位置にあると、セレクター 
レバ~を la から動かすことび 
でさるので、注意して<ださい。 

知識 

エンジンスイッチび1か2の位置 
で、なおかつブレーキペダルを踏 
んでいないと、セレクターレバーを 
■ a から動かすことはでさません。 
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運転ずるとき 


オートマチックトランスミッション 


テイツプシフト 


セレクターレバーび ra に入っている 
ときに、©側または©側へセレクター 
レバーを動かすと〇〜〇の変速範 
囲を選択することびでさます。選択 
した変速範囲（ティップシフト位置） 
は、ディスプレイに数字で表示され 
ます。 



ディスプレイのティップシフト位置表示の例 

〇 1速〜4速の範囲で自動的に変 
速します。 

■ a 1速〜3速の範囲で自動的に変 
速します。 

穏やかな坂道などを走行すると 
さに使用します。 

H 1速〜2速の範囲で自動的に変 
速します。 

急な坂道やエンジンブレーキび 
必要なとさに使用します。 

a 1速ギアに固定されます。 

エンジンブレーキび最大に作用 
します。 


A 


滑りやすい路面では、シフトダウン 
による急激なエンジンブレーキを 
効かせないでください。車のコン 
卜□ールを失ラおそれびあります。 
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運転ずるとを 


オートマチックトランスミッション 


知識 

-ディスプレイに表示される数字 
は選択したレンジを示してお 
り、実際のギアを示すものでは 
ありません。 


-セレクターレバーを©側に押し 
つづけると、 m に入ります。 
また、©側に押しつづけると、 
車速に応じてエンジンブレーキ 
で減速され、順次シフトダウン 
します。 


• ディスプレイの表示び ra のと 
きにセレクターレバーを©側に 
押すと、車速やエンジン回転数 
に応じてシフトアップされま 
す。また、セレクターレバーを 
©側に押すと、車速やエンジン 
回転数に応じて、シフトダウン 
されます。 
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-セレクターレバーを©側に押し 
たままにすると、その状況での、 
加速や減速に最も適したレンジ 
び選択され、その位置びディス 
プレイに表示されます。 

• ティツプシフトの操作と実際に 
変速び行なわれるタイミングに 
は差びあります。 




r 走行モード_ ] 

路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
替えることびできます。 

S モードと C モードを選択でさます。 


運転ずるとき 


オートマチックトランスミッション 



①走行モード選択スイッチ 


警告 A 


選択した走行モードにより変速特 
性び変わります。必ず路面の状況 
に合った走行モードを選択してく 
ださい。 


走巧モードを切り替える 
S モードに切り替える 

► 走行モード選択スイッチ①の後側 
に側)を押します。 

十分な加速を得たいとさに使用し 
ます。通常はこのモードで走行し 
ます。 4 


C モードに切り替える 

► 走行モード選択スイッチ①の前側 
に側)を押します。 

S モードより早めにシフトアップ 
び行なわれます。ゆるやかな運転 
や滑りやすい路面を走行するとさ 
に適しています。 
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運転ずるとを 


才ートマチック車の運転 


▼ オートマチック車の運転 

r ィートマナック車の厘車五_ ] 

運転する前にオートマチック車の特性 
を理解し、正しい操作をしてください。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象： エンジンび回転してい 
ると き、 セレクターレバーび 13、191 
じ(外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくても車びゆっくり動き出しま 
す。これをク U —プ現象といいます。 

キックダウン： 走行中にアクセルぺ夕' 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低速ギアに切り替わり、エンジンの 
回転数が上びって素早<加速します。 
これをキックダウンといいます。 


発進ずる 

► エンジンを始動します。 

► ブレーキ ペダルを踏んで、踏みし 
ろや踏みごたえを確認します。 

► ブレーキ ペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを走行位置1〇に 
入れます。 

警告 A 


アクセルペダルを踏んだ状態でセ 
レクターレバーを操作しなし^でく 
ださい。車が急発進するおそれび 
あります。 


► 駐車ブレーキを解除します。 

► ブレーキを徐々に放して、アクセ 
ルペダルをゆっくり踏みます。 

注意！ 

急な坂道で発進するとさは、駐車ブ 
レーキを効かせたままブレーキぺ 
ダルから足を放し、アクセルペダル 
をゆっくりと踏んで、車び動き出 
す感触を確認してから駐車ブレー 
キを解除して発進してください。 
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運転ずるとき 


通常走行 

通常はセレクターレバーを1〇に入れ 
て走行します。アクセルペダルの踏み 
加減や車速に応じて、自動的に変速び 
行なわれます。 


A 


走行中はセレクターレバーを la に 
入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキび効かないため、事故の原 
因になったり、トランスミツシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 


I 知識 

エンジンが冷えているとさは、よ 
り高いエンジン回転数でシフト 
アップび行なわれます。 


才ートマチック車の運き5 

素早<加速したいとき 

アクセルペダルをいっぱいに踏むと、 
キックダウンし、素早く加速します。 


4 
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運転ずるとを 


才ートマチック車の運転 


坂道走行 

運転状況や坂の勾配などに応じて、 
ティップシフトで H 〜〇を選択し 
てください。 

警告 A 


-長い下り坂や急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。ブレーキペダルを踏 
みつづけたり、急ブレーキを繰 
り返すと、ブレーキの効さび悪 
<なり、事故につなびるおそれ 
びあります。 

• 急激なエンジンブレーキを効か 
せないで<ださい。ス U ップし 
て車のコント□ールを失ラおそ 
れびあります。 


知識 

エンジンブレーキ： 走行中にアク 

セルペダルを戻したとさ、エンジ 
ン回転の抵巧により減速する現象 
をエンジンブレーキといいます。 
低速ギアになるほど強く効きます。 


滑りやずい路面での走行 

走行モード (4-9) を C モードに切り替 
え、急加速や急減速を避けた運転を/こ N 
びけて < ださい。 


A 


滑りやすい路面では、シフトダウン 
による急激なエンジンブレーキを 
効かせないでください。車のコン 
卜□ールを失ラおそれびあります。 
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運転ずるとき 


注意！ 

シフトダウン操作を行なラことで 
エンジンの許容回転数（レッドゾー 
ン）を超えるよラなときは、セレク 
ターレバーを動かしてちシフトダ 
ウンされません。 


停車 

セレクタ~レバ~を ra に入れたまま 
ブレーキペダルを踏みます。やむを得 
ず、エンジンをかけたまま長時間停車 
するとさは、駐車ブレーキを確実に効 
かせ、セレクターレバーを la に入れ 
ます。 


A 


停車中は空吹かしをしないでくだ 
さい。万ーセレクタ~レバーび ra 
または ra にあると、重大な事故を 
起こすおそれびあります。 


才ートマチック車の運転 


注意！ 

-急な上り坂などではアクセルぺ 
ダルの踏み加減によって停車状 
態を保たないでください。トラ 
ンスミッシヨンに負担びかかり、 

過熱や故障の原因になります。 

• 停車中はブレーキペダルを確実 A 
に踏み、ク U —プ現象で車び動 — 
かないよラにして < ださい。 

-車び完全に停止しないラちにセ 
レクターレバーを堂に入れない 
でください。トランス S ツシヨ 
ンび損傷する原因になります。 
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運転ずるとを 


才ートマチック車の運転 


駐車 

► ブレーキペダルを踏み込んだまま、 
車を完全に停止させ、駐車ブレー 
キを確実に効かせます。 

► セレクターレバーを■堂に入れます。 

► エンジンスイッチを 日の 位置にし 
て、キーを抜さます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放します。 


A 


車を離れるときはセレクターレ 
バーを la に入れ、必ず駐車ブレー 
キを効かせて<ださい。セレク 
ターレノ（一を la に入れただけでは 
十分なブレーキ効果び得られず、 
坂道などで車が動さ出すおそれび 
あります。 


注意！ 

-急な坂道で駐車するとさは駐車 
ブレーキを確実に効かせて < だ 
さい。さらに輪止めをしてくだ 
さし、 

-短時間でわ車から離れるとさは、 
子供だけを車内に残さないでく 
ださい。また、ウインドウやス 
ライディング ルーフを 閉じ、必 
ずドアや テールゲー トを施錠し 
てください。 
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運転ずるとき 


「 ■!- ゾーソエソソーモート_ I 

トランスミッションに異常び発生し、 
自動変速びでさなくなったとさは、エ 
マージ エンシー モー ドに切り替えるこ 
とびでさます。 

この場合、(下の方法でギアを2速と 
リバースに入れることびできるよラに 
なり、走行でさる場合びあります。安 
全な場所まで移動して指定ヴービスエ 
場に連絡してください。 


エマージェンシーモードで走行ずる 

► 安全な場所に停車し、セレクター 
レノ を堂に入れます。 

► エンジンを停止し、約]日秒間待ち 
ます。 


► エンジンを始動します。 

► 前進時は ra に、後退時は ra にセ 
レクターレバーを操作します。 


HI に入れると2速ギア、 ra に入 
れるとリバースに固定されます。 


才ートマチック車の運転 


注意！ 

• 2速や U バースに変速でさな 
かったり、変速でさても走行で 
さないとさは、指定サービスエ 
場に連絡してください。 

• エマージェンシーモードで走行 

するとさは、動力性能び大さく A 

制限されます。十分にま意して — 
走行し、指定ヴービスエ場で点 
検を受けてください。 
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運転ずるとを 


▼ ランプ 



① ランプスイッチ 

② リアフオグランプ表示灯 


ランプスイッチ①をまわします 
mm すべてのランプび消灯 




ち側のパーキングランプび 
点灯 


B3 


左側のパーキングランプび 
点灯 


フォグランプを点なずる 

► 区囚または^のとさ、ランプス 
イッチ①を]段引くと、フロント 
フォグランプび点灯します。 

► 区囚または^のとさ、ランプス 
イッチ①を 2 段引くと、フ□ント 
とリアのフォグランプび点灯し、 
リアフォグランプ表示灯③び点灯 
します。 


夕た 


車幅灯、テールランプ、ライ 
センスランプ、メーターパネ 
ルランプび点灯 


^3 


上記に加えてへッドランプび 
点灯 


注意！ 

• フォグランプは、霧などの悪天 
候で、十分な視界び確保でさな 
いとさに使用してください。対 
向車や後続車の迷惑になります。 

-エンジンび停止しているとき 
は、ランプを消灯してください。 
バッテ U —びあびるおそれびあ 
ります。 

知識 


• パーキングランプは、エンジン 
スイッチび0か1の位置のとさ、 
またはキーを差し込んでいない 
ときに点灯します。 


• ランプ（ノくーキングランプを除 
く）を点灯したままキーを抜さ 
運転席側のドアを開くと、警告 
アラームび鳴ります。 
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運転ずるとき 




r へッドランプ照射角度調整ダイヤル1 

乗員数び増えたり荷物を積載してへッ 
ドランプの照射角度び変わつたとさに 
照射角度を調整するダイヤルです。ダ 
イヤルはインストルメントパネルにあ 
ります。エンジンび回転しているとさ 
に調整でさます。 



注意！ 

対向車に迷惑びかからないよラに 
注意しながら調整して < ださい。 


4 


①へッドランプ照射角度調整ダイヤル 

照射角度を調整ずる 

►へッドランプ照射角度調整ダイヤ 
ル①をまわします。 


0 1名柔車時（運転席）または2 

名乗車時(運転席と助手席） 

1〜3乗員数および荷物の積載量に 
応じて調整します。 
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運転ずるとを 




r へッドランプの切り替え 



① 下向さ 

② 上向さ 

③ パッシング 


へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを①の 
位置にします。 

へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーションスイッチを③の 
位置にします。 

八イビーム表示な困が点なします。 

パッシングずる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に引さます。 



八イビーム表示'灯 


へッドランプを上向きにしているとき 
メーターパネル内で点灯します。 

注意！ 

対向車びあるとさや市街地で走行 
するときはへッドランプを上向き 
にしないで < ださい。 


引いている間、ヘッドランプび上向 
さになり、メーターパネル内の八イ 
ビーム表示灯昆1び点灯します。 


コンビネーションスイッチから手 
を放すと①の位置に戻ります。 
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運転ずるとき 


方向指 


▼ 方向指示 



① ち側の方向指示灯を点滅 

② 左側の方向指示灯を点滅 


ち側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の 
方向に操作します。 

左側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に操作します。 


ステアリングを直進に戻すとコンビ 
ネーシヨンスイツチは自動的に戻り 
ます。おりないとさは手でおしてく 
ださい。 

コンビネーシヨンスイツチを手ごたえ 
び感じられる位置まで操作して手を放 
すと、方向指示巧び 3 回点滅します。 


方向指示表示な 


方向指示灯の点滅と連動して点滅しま 
す。方向指示な（サイドを除く）のい 
ずれかの電球が切れると、表示灯の点 
減と音の間隔び短<なります。すみや 
かに電球を交換してください （6-26) 。 

知識 

方向指示灯を使用しているとさに 
非常点滅灯スイッチを押すと、非 
常点滅なび点滅します。再度、非 
常点滅灯スイッチを押すと、方向 
指示巧の点滅に切り替わります。 
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運転ずるとを 


非常点滅な 
▼ 非常点滅な 

故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 

B A - の ^ ， 

宜圓1 
@ B 因 1^9 〇 B @ I 

①非常点滅灯スイッチ 


非常点滅'灯を点滅ずる 

► 非常点滅灯スイッチ①を押します。 
すべての方向指示なび点滅します。 
非常点滅灯スイッチ①わ同時に点 
減します。 


非常点滅！丹を消'灯ずる 

► 再度、非常点滅灯スイッチ①を押 
します。 


注意！ 

-非常時(外は使用しないでくだ 
さい。 

-エンジンを停止して長時間点滅 
させつづけると、バッテリーび 
上びるおそれびあります。 


知識 

-非常点滅灯を使用しているとさ 
に方向指示の操作をすると、そ 
の方向の方向指示なの点滅に切 
り替わります。方向指示灯を消 
灯させると、再び非常点滅巧に 
切り替わります。 

-エアバッグび作動すると、非常 
点滅灯び自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅灯を 
解除するときは、スイッチ①を 
押して、非常点滅灯を消灯させ 
ます。 
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運転ずるとき 


ワイパー/ウオツシヤー ■ 


▼ワイパー/ウオツシヤー 


r フ□ントヮィ パー_ I 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さにワイパーを作動させたり、ウオッ 
シャーを噴射させることびでさます。 



① ワイパー作動 モー ドの マーク 

② テイツプ機能/ウオッシャーの噴射 


フ□ントワイパーを作動させる 

► コンビネーションスイッチを矢印 
の方向にまわして、ワイパー作動 
モードのマーク①をI〜川の位置に 


合わせます。 

0の位置：停止 
Iの位置：間欠モード 
IIの位置：低速モード 
III の位置：高速モード 


ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に軽く押すと、ウォッシャー 
液び噴出せずにワイパーが]回だけ 
作動します。 


この機能はフ□ントウインドウび A 
濡れているとさだけ使用してくだ — 
さい。 


ウォッシャーを噴射させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に押しつづけると、その間 
ウォッシャー液び噴射し、ワイ 
パーち作動します。 
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運転ずるとを 


ワイパー/ウオツシヤー 


注意！ 

• 停車時にワイパーやウォッ 
シャーを作動させるとさは、周 
囲の歩行者に水しぶさびかから 
ないよラに注意して < ださい。 


• フ□ントウインドウび乾いてい 
るとさはワイパーを使用しない 
でください。ウインドウの表面 
に細かい傷びつくおそれびあり 
ます。フ□ントウインドウび巧 
れている場合は、必ずウォッ 
シャー液を噴射してから使用し 
てください。 

• ティップ機能は、フ□ントウイ 
ンドウび雨で濡れているとさじ ( 
外は使用しないでください。ウ 
インドウの表面に細かい傷び付 
<おそれびあります。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、ウォッシャーの操作を 
しないで<ださい。モーターを 
損傷するおそれびあります。 
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寒冷時にはワイパーびガラスに 
貼り付くことがあります。作動 
させる前に貼り付いていないこ 
とを確認してください。貼り付 
いたままワイパーを操作する 
と、ワイパーブレードやモー 
ターを損傷するおそれびあり 
ます。 


雪などび付着しているときは、 
障害となるちのを取り除いてか 
らワイノく一を操作してくださ 
い。作業の際には、安全のため、 
キーを抜いてください。 




運転ずるとき 


リアワイパー 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さにワイパーを作動させたり、ウオッ 
シャーを噴射させることびでさます。 



① リアワイパー作動 

② リアウインドウウオッシャー噴射 


リアワイパーを作動させる 

► スイッチの上側①を押します。リ 
アワイパーび間欠モードで作動し 
ます。 

リアワイパーを停止させる 

► 再度、スイッチの上側①を押します。 


ワイパー/ウオツシヤー ■ 


リアウインドウウォッシャーを暖射ずる 

► スイッチの下側③を押すとその間 
ウオッシャー液び噴射し、リアワ 
イパーわ 3 回作動します。 
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運転ずるとを 


■ III I 

▼ 駐車ブレーキ 



①ノブ 


駐車 ブレーキを 効かせる 

► センターコンソールのレバーを矢 
印の方向に引さます。 

注意！ 

• 駐車ブレーキは車が完全に停止 
してから効かせて < ださい。 

-急な坂道に駐車するとさは、夕 
イヤに輪止めをしてください。 

駐車 ブレーキを 解除ずる 

► レバーを少し引き上げ、ノブ①を 
いっぱいに押し込んでからレバー 
を下げます。 


A 


. 駐車ブレーキを解除せずに走行 
しないで<ださい。ブレーキび 
過熱して効かなくなったり、火 
災び発生するおそれびあります。 

-子供だけを車内に残して車から 
離れないで<ださい。運転装置 
に触れてけがをしたり、事故の 
原因になることがあります。ま 
た、炎天下では車内び高温にな 
り、熱射病や脱水症状を起こす 
おそれびあります。 

知識 

駐車ブレーキを解除せずに走行する 

と、警告アラームび鳴ります。 
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運転ずるとき 




▼ ブレーキ 

警告 A 


-長い下り坂や急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
<ださい。エンジンブレーキを 
併用しないでブレーキペダルを 
踏みつづけたり、急ブレーキを 
繰り返すと、ブレーキび効かな 
<なるおそれびあります。 

• ブレーキペダルの上に足を置い 
たまま運転しないでください。 
ブレーキパッドが早く摩耗する 
だけでな<、ブレーキび過熱し 
て効かなくなったり、乂災び発 
生するおそれびあります。 


国 


BRAKE 


ブレーキ 警告' 灯 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン 始動後ち駐車 ブレーキレバー 
び引かれているときは、点灯したまま 
になります。 

駐車ブレーキを解除しても消なしない 
とさや、走行中に点灯する場合は、ブ 
レーキ液レべ j レび低下しています。 

すみやかに安全な場所に停車し、指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 


注意！ 

-ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからない 
よラにして<ださい。ブレーキ 
ディスクなどを破損するおそれ 
びあります。 

• 洗車後や水たまり走行後、また 4 
は激しい雨の中で長時間ブレー — 
キを使用しないで走行した後 
は、ブレーキの効さび遅れたり、 

いつちより強く踏まなければな 
らないことびあります。このよ 
ラなとさは、後続車にま意しな 
びら低速で走行し、ブレーキび 
回復するまでブレーキペダルを 
数回軽 < 踏み込んで < ださい。 

-故障などでエンジンを止めてけ 
ん引してもらうときは、十分ま 
意してください。エンジンび停 
止しているときは、通常のとき 
に比べて ブレーキ ペダルを非常 
に強く踏まなくてはなりません。 
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運転ずるとを 




• 必ず純正のブレーキパッドを使 
用してください。純正 li (外のブ 
レーキパッドを使用すると、ブ 
レーキ特性び変わつて安全なブ 
レーキ操作びでさな<なるおそ 
れびあります。 
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ブレーキパッド摩耗警告'灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告巧び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

消灯しなかったり、ブレーキペダルを 
踏んだとさに点灯したとさは、ブレー 
キパッドび摩耗しています。指定ヴー 
ビスエ場でただちに点検を受けてくだ 
さい。 





運転ずるとき 


ABS^H 


▼ ABS 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
すい路面でのブレーキ時など、車び不 
安定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ざ、ステアリングでの車両 
の操縦を確保する装置です。 


A 


A 目 S はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転からの事故を防ぐ 
ものではありません。 A 目 S び適切に 
作動してわ、車両操縦性や走行安定 
性の確保、制動距離の短縮には限界 
びあります。 

また、タイヤのグ U ップび失われた 
状況では効果を発揮しません。 

A 目 S 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ます。 


警告口 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

消灯しなかつたり、走行中に点灯した 4 
ときは、 A 目 S び故障しています。 — 

指定サービスエ場でただちに点検を受 
けて < ださい。 
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運転ずるとを 


^|abs 


注意！ 

- A 目 S は制動距離を短 < する装置 
ではありません。じ(下のよラな路 
面び滑りやすい状況では 、 ABS 
を装備していない車と比べ制動 
距離び長くなることびあります。 

〇新雪の積ちった路面や凍結 
した路面 

〇砂利道などの荒れた路面 

〇段差や橋巧などの継ぎ目の 
通過時 

〇石だたみ路面のよラに摩擦係 
数び連続して変化する路面 

0スノーチェーン装着時 

- 軽 <ブレーキ ペダルを踏み込ん 
だだけでわ ABS び作動するとさ 
は、路面び滑りやすくなってい 
ます。十分を意して走行してく 
ださい。 


- A 目 S に不具合び生じると目 AS 
(4-29) と ESP (4-30) も作動 

を停止し、 A 目 S 警告なと目 AS 
/ ESP 警告巧び点なします。指 
定ヴービスエ場で点検を受けて 
ください。 

知識 

• A 目 S は速度び約 8 km / h を超え 
ると作動します。約 3 km / h じ ( 
下の速度では作動しません。 

• A 目 S に異常びあり、 A 目 S 警告 
灯が点灯したとさでわ、通常の 
ブレーキは 作動します。 


ABS の作動 

A 目 S にはじ(下のよラな特 I 年びあります。 

- A 目 S び作動すると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動す 
ることびありますび、異常ではあ 
りません。そのままペダルを踏み 
つづけてください。 

-エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキ ペダルを踏み込むと、ぺダ 
ルがわずかに振動したりモーター 
の音び聞こえますび、これは、シ 
ステムび自己診断をしているとき 
の音で異常ではありません。 

知識 

バッテ U —の電圧び低下すると、 
警告灯び点灯し、 A 目 S び一時的に 
作動を停止します。電圧び回復す 
ると警告灯び消灯し、機能ち元に 
戻ります。 
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運転ずるとき 


BAS 


▼ BAS 


目 AS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保するブレーキの補助装置 
です。 


目 AS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンヴーび感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

目 AS は ブレーキ ペダルから足を放す 
と自動的に解除されます。 


BAS 

ESP 


BAS / ESP 警告口 


目 AS 警告巧は、 ESP 警告なと共用で 
す。エンジンスイッチを2の位置にす 
ると点灯し（点灯しないとさは警告灯 
び故障しています）、エンジン始動後 
に消灯します。 

消灯しなかったり、走行中に点灯した 
ときは目 AS か ESP び故障しています。 

指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 


A 


目 AS は緊急ブレーキの操作を補助 
する装置で、無謀な運転からの事故 
を防ぐわのではありません。目 AS び 
作動してわ制動距離の短縮には限界 
びあります。 

また、タイヤのグリップび失われた 
状況では効果を発揮しません。 

目 AS 作動持の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ます。 


知識 

• 目 AS に異常びあり、目 AS 警告 
灯び点灯したとさでち、通常の 
ブレーキは 作動します。 


-目 AS び作動するとブレーキぺダ 
ルび少し奥へ引かれ、ペダルに 
脈動び伝わつてくることびあり 
ます。これは目 AS び正常に作動 
しているとさの現象で、異常で 
はありません。 


-バッテ U —の電圧び低下すると 
警告灯び点灯し、目 AS び一時的 
に機能を停止します。電圧が回 
復すると警告灯び消灯し、機能 
も元に戻ります。 

- A 目 S 警告灯び点灯しているとさ 
は、目 AS わ作動しません。 
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運転ずるとを 




▼ ESP ⑩ 


ESP (エレクト□ニック-スタビ U 
ティ*プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったとさに、車両操縦性や走行安 
定性を確保しよラとするシステムです。 

警告 A 


ESP は車両操縦性や走行安定性を 
高めるシステムで、無謀な運転から 
の事故を防ぐちのではありません。 
ESP び作動してち、車両操縦性や 
走行安定性の確保には限界びあり 
ます。 

また、タイヤのグリップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 
ESP 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ます。 



ESP 表示'灯 


BAS 

ESP 


BAS / 


ESP 警告'灯 


エンジンスイッチを 2 の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消灯 
します。 

発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ESP が作動しています。 


ESP 警告灯は、目 AS 警告なと共用で 
す。エンジンスイッチを 2 の位置にす 
ると点灯し（点灯しないとさは警告灯 
び故障しています）、エンジン始動後 
に消灯します。 

消灯しなかったり、走行中に点灯した 
ときは目 AS か ESP び故障しています。 

指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 
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運転ずるとき 


ESP ® 


A 


ESP 表示なび点滅したとさは、夕 
イヤび空転しているか、車び横滑り 
しています。アクセルペダルを踏む 
力をかしゆるめてください。 

また、慎重に運転するととわに、じ （ 
下の操作は絶対に行なわないよラ 
にしてください。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

知識 

エンジンび回転している状態で、 
駐車場などの ターンテーブルで 回 
転させたり、駐車場のらせん状の 
アプ□ーチを走行しているときな 
どに、 ESP 表示灯び ABS 警告灯と 
ともに点灯することびあります。 
このとさは安全な場所に停車して、 
エンジンスイッチを 0 の位置に戻 
し、エンジンを再始動してください。 


注意！ 

-車輪を上げてけん引されるとさ 
は、エンジンスイッチを 2 の位 
置にしないでください。 ESP び 
作動し、接地している車輪のブ 
レーキび 作動します。 

• ESP び故障すると、目 AS / 
ESP 警告灯び点灯し、エンジン 
の出力び低下することびありま 
す。走行が困難なとさは、すみ 
やかに安全な場所に停車し、指 
定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

-雪道や凍結路などの運転では、 
ウィンタータイヤを装着し、速 
度を控えめにし、車間距離を十 
分取ってください。 


知識 

• 指定のサイズで、4輪とち同じ 
銘柄のタイヤを装着しないと、 
ESP び作動することびあります 
(走行中に ES P 表示灯び点滅し 
たままになります）。 

-バッテリーびあびったり、バッ 
テ U —の接続び断たれると、次 
にバッテリーを接続してち、エ 
ンジン始動後に、 ESP 表示灯と 
A 目 S 警告灯び点灯することびあ 
ります。 

このとさはステアリングを左ち 
どちらかにいっぱいまでまわ 
し、次に反対方向にいっぱいま 
でまわすと、表示灯/警告灯び 
消灯し、機能び回復します。 

- A 目 S 警告灯び点灯しているとさ 
は、 ESP わ作動しません。 
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運転ずるとを 


ASR OFF スイッチ 


▼ ASR OFF スイッチ 


ASR 日 FF スイッチは、 ESP の一部の 
機能を解除するためのスイッチです。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行する 
とさや、スノーチェーンを装着してい 
るときは、 ASR の機能を解除したほ 
ラび走行しやすい場合びあります。 


§H9 

の 

lieiiii I 

N54.25-2422- 31 


① ASR 日 FF スイッチ 


警告 

A 


ASR 日 FF スイッチで ASR の機能を 
解除したときは、必ず路面の状況に 
応じた速度で慎重に運転するとと 
わに、(下の操作は絶対に行なわ 
ないよラにしてください。 


ASR を OFF にずる 

► ASR 日 FF スイッチ①の上側を押し 
ます。メーターパネルの ESP 表示 
灯び点灯したままになります。 


ASR を ON にずる 

► ASR 日 FF スイッチ①の下側を押し 
ます。メーターパネルの ESP 表 TJX 
灯び消灯します。 

I 知識 

速度び約6日 km/hli (上になると、 
AS R の日 FF の状態は解除され、 
ESP 表示灯び消巧します。 


•急八ンドル 


•ち I ソレー平 


• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
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已.快適-室内装備 


エアコンディショナー 
リアデフォッガー 
ルームランプ 
サンバイザー/バニテイミラー 


5-2 ■ 

5-8 
5-9 
5-12 


の皿/ライター己-13 
グ□ーブボックス/フ□ントアームレスト 5-15 

ル物入れ己-16 
カップホルダー 5-17 
アシストグリップ己-18 



快適-室内装備 


エアコンディショナー 
▼ エアコンディショナー 


エアコンディシヨナーはエンジンび回 
転しているとさに作動します。 

環境 9 


• エアコンディショナーの冷媒に 
は、新冷媒 R] 34a を使用して 
います。 

-地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されています。フ□ン 
ガスび適切に処理されるよラ努 
めなければなりません。 

• エアコンディシ ョナーの 冷媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定ヴービスエ場で行なってく 
ださい。 


注意！ 

-皮膚の弱い方は、送風口に身体 
を近づけすざないよラに注意し 
てください。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンディシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

• ボンネットの吸気口び雪や氷で 
覆われないよラにしてください。 


知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

• ウインドウやスライディン グルー 
フび開いていると、設定温度を 
維持することびでさません。 

• エアコンディショナーの設定の 
なかには、併用でさない組み合 
わせびあります。 

• エアコンディショナーのフィ 
ルター類は定期的な交換び必 
要です。 
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快適-室内装備 


エアコン デ イシ ヨナー 



①中央送風口 ⑥ドアウインドウ送風口（左側) 

③中央送風口開閉ダイヤル ⑥ダッシュボード送風口 

③ サイド送風口（左側） ⑦足元送風口 

④ ヴイド送風口（左側）開閉ダイヤル 

センターコンソールの後端に、後席足元用の送風口びあります。 


送風□を開く 

► 中央送風口開閉ダイヤル③、サイ 
ド送風口開閉ダイヤル④を上にま 
わします。 

風量び上びります。 


送風□を閉じる 

► 中央送風口開閉ダイヤル③、サイ 

ド送風口開閉ダイヤル④を下にま 5 
わします。 

風量び下びります。 

止まるまで下にまわすと、送風 □ 

び閉じ、送風び止まります。 


送風□の風向を調節ずる 


► 中央送風口、サイド送風口のつま 
みを上下左ちに動かして風向を調 
節します。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


ア コン ディシヨ ナーの 操作方法 I 温度を調節ずる 


送風を止める 



⑧ 風量調節ダイヤル 

⑨ 温度調節ダイヤル 

⑩ 送風口選択ダイヤル 
⑩内気循環スイッチ 

⑩エコノミーモードスイッチ 
/ を熱 ヒーター スイッチ 


► 温度調節ダイヤル⑨で調節します。 

► 温度調節ダイヤル⑨を時計回りに 
まわすと温度び上がり、反時計回 
りにまわすと温度び下びります。 

送風量を調節ずる 

► 風量調節ダイヤル⑧で調節します。 
0は送風停止の位置、已は最大送風 
量の位置です。 

送風□を選択ずる 

► 送風口選択ダイヤル⑩で送風口を 
選択でさます。 

送風口表示マークの中間にある • 
の位置に合わせると、組み合わせ 
た送風□から送風することびでき 
ます。 

知識 

風量調節ダイヤルや送風口選択ダ 
イヤルの位置に関わらず、フ□ン 
トウインドウと足元へは微量の送 
風が行なわれることびあります。 


風量調節ダイヤル⑧を〇にします。 

注意！ 

-送風を止めるとウインドウび曇 
I りやすくなるため、送風を止め 

1 るのは短時間にしてください。 

• 送風を止めるとエアコンディ 
シヨナーのコンプレッサーは自 
動的に停止します。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


通常の使いかたの例 
冷房時 

► 温度調節ダイヤル⑨で低めに温度 
を設定し風量調節ダイヤル⑧を希 
望の位置にします。 

► 送風口選択ダイヤル⑩を ra にし 
ます。 

► 中央送風口と左ちのヴイド送風口 
を開さます。 


知識 

湿度の高いとさに冷房を使用する 
とフ□ントウインドウの外側び曇 
ることびあります。 


暖房時 

► 温度調節ダイヤル⑨で高めに温度 
を設定し、風量調節ダイヤル⑧を 
希望の位置にします。 

► 送風口選択ダイヤル⑩を ra と ra 
の間にします。 

► 中央送風口の開閉と風向を好みに 
応じて調節します。 

5 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


フ□ントウインドウ外側の屢りを取る 

► ワイパーを使用します。 

► 送風口選択ダイヤル⑩を13また 
は ra にし、冷気びフ□ントウイ 
ンドウに当たらないよラにすると、 
ウインドウ外側の曇りを軽減でさ 
ます。 


ウインドウ内側の屢りを取る 

► エコノミーモードや内気循環にし 
ているときは解除します。 

► 送風口選択ダイヤル⑩を^に合 
わせます。 

► 風量調節ダイヤル⑧を 2LU 上に合 
わせます。 

► 中央送風口とサイド送風口を閉じ 
ます。 


ウインドウ内側の屢りを素早く取る 

► エコノミーモードや内気循環にし 
ているときは解除します。 

► 温度調節ダイヤル⑨を最高位置、 
風量ダイヤル⑧を最大位置、送風 
口選択ダイヤル⑩を^にします。 

► 中央送風口とサイド送風口を閉じ 
ます。 


► 除湿された最大風量の温風びフロ 
ントウインドウとドアウインドウ 
に当たり、素早く曇りを取り除さ 
ます。 
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快適-室内装備 


r ェ」ノ三一 t —卜_ I 

冷房と除湿機能び行なわれなくなりま 
す。燃料の消費を低くすることびでさ 
ます。 


エコノミーモードを設定ずる 

► エコノミーモードスイッチ⑩を押 
します。 

スイツチの表示巧び点灯します。 


エコノミーモードを解除ずる 

► 再度、エコノミーモードスイッチ 
⑩を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

知識 

エコノ S —モードを使用するとウ 
インドウの内側び曇ることびあり 
ます。この場合、ェコノミーモー 
ドを解除してください。 


r 内风ィ層原_ ] 

トンネル内などで、外気を室内に入れ 
たくないとさに使用します。 

内気循環に切り替えると、車内の空気 
び循環されます。 

内気循環にずる 

► 内気循環スイッチ⑩を押します。 
スイッチの表示灯び点灯します。 

外気導入にずる 

► 再度、内気循環スイッチ⑩を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び消灯します。 


エアコンデイシ ヨナー 


知識 

-内気循環にするとウインドウび 
曇りやすくなります。ウインド 
ウの曇りを防ぐため、外気温度 
び己むじ(下のとさは短時間の使 
用に止めてください。 

-内気循環中にエコノミーモード 
スイッチを巧すと、内気循環び 
解除されます。 

• 内気循環はエコノミーモードス 
イッチの操作や外気温度に応じ 
て、約30分後または約己分後に 
外気導入に切り替わります。 









快適-室内装備 


リアデフォッガー 

▼ リアデフォッガー 

リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。エンジンスイッチび1か2 
の位置のとさに使用でさます。 



① リアデフォッガ ー ON 

② リアデフオツガ ー OFF 


リアデフォッガーを使用ずる 

► スイッチの上側①を押します。 
スイッチの表示灯び点灯します。 

リアデフォッガーを止める 

► スイッチの下側③を押します。 
スイツチの表示灯び消灯します。 


注意！ 

-リアウインドウに氷や雪び付い 
ている場合は、それを取り除い 
てから使用してください。 

-消費電力び大さいため、 U アウ 
インドウの曇りび取れたら、な 
るべく早めにスイッチを切って 
ください。 

知識 

• リアデフォッガーは約] 2分後 
に自動的にスイッチび切れます。 

• バッテ U —の電圧び低<なった 
とさは、一持的にスイッチび切 
れ、表示灯び点滅します。電圧 
び回復すると、再び自動的にス 
イッチび入ります。 
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▼ルームランプ 



① ルームフンプ点灯 

② 中立の位置（自動点灯モード） 

③ フ□ントリーデイングランプ点巧 


快適-室内装備 


II ■ 


r ルームランプ_ I 

自動でルームランプを点!打ずる 

フ□ント/リアルームランプスイツ 
チび中立の位置③になっているとき、 
じ(下のいずれかの操作をすると、フロ 
ントと U アのルームランプび自動的に 
点灯します。 

•キーかリモコン、ドア□ツクスイツ 
チで解錠する 

-ドアを開< 

• エンジンスイッチからキーを抜く 


知識 

• ドアを開いたときに点灯した 
ルームランプは、ドアを閉じる 
と消灯します。エンジンスイッ 
チび(外の位置のとさは、ド 
アを閉じると約]日秒後に、ド 
アを開いたままにすると約己分 
後に消なします。 

• キーやリモコンで解錠したと 
さ、またはエンジンスイッチか 5 
らキーを抜いたとさに点灯した 
ルームランプは、約 3 日秒後に 
に消灯します。 

• エンジンスイッチび2の位置の 
とさは、点灯したルームランプ 
はドアを閉じるとただちに消灯 
します。 
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快適-室内装備 


■ II 


手動でルームランプを点なずる 

► フ□ント/ U アルームランプス 
イッチを、点灯の位置①にします。 
フ□ントと U アのルームランプび 
点灯します。 


「フ□ントリーディングランプ 1 

フ□ントリーディングランプを 
点'灯ずる 

► フ□ント/リア ルーム ランプ ス 
イッチを、フ□ントリーディング 
ランプ点灯の位置③にします。フ 
□ントのリーデイングランプび点 
灯します。 


「リアリーデイングランプ 



① U ア U —ディングランプスイッチ 

② U ア U —ディングランプ 

リアリーディングランプを点なずる 

► リア U —ディングランプスイッチ 
①を押します。リアリーデイング 
ランプ③び点なします。 


リアリーデイングランプを消なずる 

► 再度、リアリーデイングランプス 
イッチ①を押します。リアリー 
デイングランプ③び消灯します。 
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快適-室内装備 


II ■ 


r リア ルーム 赤色'灯_ I 

スイッチはセンターコンソールにあり 
ます。 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さ、点灯することびでさます。 


U アルームホ色 I 灯を点なずる 

► リアルーム赤色灯スイッチの前部 
①を押します。 

リア ルーム ランプ内のリア ルーム 
赤色灯び点灯します。 

U アルームホ色なを消なずる 

► U アルームホ色灯スイッチの後部 
③を押します。 



N 54.25 "248 卜 31 


U ア>1レーム赤色灯スイッチ 
© リアルーム赤色巧点な 
② U アルームホ色な消な 
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快適-室内装備 


サンバイザー/バニテイミラー 


▼サンバイザー 

直射日光び眩しいとさに使用します。 



② バニテイミラーカバー 

③ カードホルダー 


前方からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

横方向からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

► サンバイヴーをフック①からはず 
します。 

► サンバイヴーを横にまわします。 

ま意！ 

ヴンバイヴーを横にまわすときは、 
バニティミラーのカバーを閉じて 
ください。ルーフやバニティミ 
ラーカバーを損傷するおそれびあ 
Iります。 

知識 

ヴンバイヴ ーにはカー ドホルダー 
③び付いています。 


▼バニテイミラー 
バニティミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げます。 

► バニティミラーカバー③を上方に 
開さます。 

使用後はノ（ニティミラーカノ く一③を閉 
じ、サンバイヴーを上げます。 

警告 A 

眩惑を防ぐため、走行中はバニティ 
ミラーカバーを閉じてください。 
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快適-室内装備 


I 1111 I 


▼ 灰皿 



① 灰皿 カバー 

② 凹部 

③ ライ ター 


の皿カバーを開< 

► 灰皿カバー①を前方にスライドし 
て開さます。 

の皿カバーを閉じる 

► 灰皿カバー①を後方にスライドし 
て閉じます。 

の皿を取り外ず 

► 矢印部分の凹部③を持って抜き取 
ります。 


▼ ライター 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さ使用でさます。 

ライターを使用ずる 

► 灰皿カバー①を開きライター③を 
押し込みます。 

ライターび熱せられると、自動的 
にポップアップします。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の 
位置に戻します。 5 


の皿を取り付ける 

► 灰皿を押し込みます。 

ま意！ 

• 吸いびらやマッチの火は確実に 
消してください。 

-紙<ずなどの燃えやすい物は入 
れないで < ださい。 


使用後は確実にカノ（一を開じて 
ください。 
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快適-室内装備 


■ I 1111 I 


A 


ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと火傷をす 
るおそれびあります。 


注意！ 

-安全のため、子供を乗せるとさ 
はライターを抜さ取ってくだ 
さい。 

-ライターを押し込んだ後、押さ 
えつづけないでください。ライ 
ターを損傷するおそれびあり 
ます。 


-ホ熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。乂災 
び発生するおそれびあります。 


5-14 


ライターを改造したり、純正品 
じ(外のライターを使用しないで 
<ださい。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、乂災 
び発生するおそれびあります。 

ライターび戻らなくなったとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にするか、エンジンスイッチ 
からキーを抜し^て、指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。 

アクセサリー電源としてライ 
ターソケットを使用するとさ 
は、純正アクセヴ U —のみを使 
用してください。 





快適-室内装備 


グ□ーブボックス/フ□ントアームレスト 


▼ グ□ーブボックス 
I グ□ーブボックス 

助手席のダッシュボード下にあります。 


①八ンドル 


グ□ーブボックスを開< 

►八ンドル①を矢印の方向に弓Iさます。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバーを押して閉じます。 

ま意！ 

-走行中は、グ□ーブボックスの 
カバーを開いたままにしないで 
ください。急ブレーキ時や万一 
の衝突時に収納物び飛び出し 
て、乗員びけびをするおそれび 
あります。 

-貴重品はグ□ーブボックス内に 
保管しないでください。 


▼ フ□ントアームレスト 


r フ□ントアームレスト 

フ□ントシートの間にあります。 



①ボタン 


アームレストの角度を調整ずる 

► ボタン①を押しなびらアームレ 
ストを完全に下げます。 

アームレストを引さ上げて調整し 
ます。 


ま意！ 

アームレストの上に座ったり、重 
い物を置かないで < ださい。 
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快適-室内装備 


小物入れ 
▼ ル物入れ 

I アームレストのル物入れ 



①ボタン 

アームレス トの力 JK —を開ぐ 

► ボタン①を押しなびら、カバーを 
上げます。 

アームレストのカノ（一を閉じる 

► カバーを 押し下げます。 
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注意！ 

• 走行中は、必ずル物入れの力 
バーを閉じてください。万一の 
とさ、内部の収納物び放り出さ 
れるおそれびあります。 

• アームレストを引き起こしてい 
るとさは、ル物入れのカバーを 
開かないで < ださい。 

知識 

このほかに、ステアリングの下、 
ダッシュボード上部中央、ラゲッ 
ジルーム左側にル物入れがありま 
す。また、フ□ントシートのシー 
トバック裏側に収納ネットびあり 
ます。 


「ノ'ソターソートトレー 

フ□ントシートクッシヨンの下にあり 
ます。 



①凹部 


アンダーシートトレーを使う 

► トレー前部の凹部①に手を入れ、持 
ち上げなびら前方に弓怯出します。 


アンダーシートトレーを閉じる 

► トレーを押し込みます。 

I ま意！ 

約2.己 k 浸じ(上の物を入れないでく 
ださい。 






















快適-室内装備 


カツプホルター 


▼カップホルダー 

カップホルダーはフ□ントシートの間 
とフ□ントドアポケットにあります。 



①フ□ントシートの間のカップホルダー 



②フ□ントドアポケツトの 
カップホルダー 


注意！ 

けびや損傷を防ぐため、カップホ 
ルダーを使用するとさは、下の 
点に注意してください。 

• 火傷防止のため、熱い飲みわの 
を置かなし" i でくださしん 

-サイズに合ったカップを置いて C 

くださし、 — 

-走行中は使用しないでください。 
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快適-室内装備 


アシストグリップ 

▼アシストグリップ 

運転席を除く、各ドアウインドウの上 
方にアシストグ U ップび装備されてい 
ます。コーナリング時の姿勢保持など 
に使用します。 

U アのアシストグリップには、コート 
フックび装備されています。 
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注意！ 

-アシストグリップにぶらさびつ 
たり、必要上の大さな荷重を 
かけないで<ださい。アシスト 
グリップび破損することびあり 
ます。 


• コートフックを使用するとさ 
は、衣服び運転者の視界の妨げ 
にならないよラにして < ださい。 




.万一のとさ 


事故-故障のとさ 

6-2 

救急セット 

6-3 

車載工具/輪止め/停止表示板/ジャッキ 

6-4 

非常信号用具 

6-5 

スペアタイヤ 

6-6 

パンクしたとき 

6-10 

けん引 

6-17 

オーバーヒートしたとき 

6-20 

バッテリーがあびつたとき 

6-21 

ヒューズが切れたとさ 

6-24 

電球の交換 
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万一のとさ 


事故 • 故障のとさ 


▼事故-故障のとを 
事故が起きたとき 

警告 A 


燃料などが漏れている場合は、す 
ぐにエンジンを停止してください。 
また、車に火気を近づけないでく 
ださい。火災や爆発のおそれびあ 
ります。 

すみやかに(下の処置を行なってく 

ださい。 

► 続発事故を防いでください。交通 
の妨げにならない安全な場所に車 
を移動し、エンジンを停止してく 
ださい。 

► 負傷者びいる場合は、消防署に救 
急車の出動を要請するとともに、 
負傷者の救護を行なってください。 
ただし、頭部に傷を負っている場 
合は、負傷者をむやみに動かさな 
いで <ださい。 


► 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷者 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

► 相手の方の氏名や住所、電話番号 
などを確認してください。 

► お買い上げの販売店と保険会社に 
連絡してください。 


路上で故障したとき 

安全な場所に停車し、非常点滅巧を点 
滅させてください。高速道路や自動車 
専用道路では、車の後方に停止表示板 
を置<ことび法律で義務付けられてい 
ます。追突のおそれびあるため、乗員 
は車内に残らず、ただちに安全な場所 
に避難してください。 

車び動かな<なったとさ 

セレクターレバーを la に入れ、同乗者 
や付近の人に救援を求めて、安全な場 
所まで車を押して移動してください。 

ま意！ 

踏切内で動けなくなったときは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押し 
てください。緊急を要するときは 
非常信号用具 (6-5) を使用してく 
ださい。 
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▼ 救急セット 



① レバー 

救急セツトを取り出ず 

► レバー①を引き上げ、ラゲツジルー 


ム左側のル物入れを外します。 



③救急セット 

► 救急セット③はル物入れを外した 
収納部の後方にあります。 


万一のとさ 
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万一のとさ 


車載工具/輪止め/停止表示板/ジャッキ 

▼ 車載工具/輪止め/ 

停止表示板/ジャッキ 



ラゲッジルーム左側のル物入れを外した状態 


① ストラツプ 

② 車載工具/輪止め 

③ 停止表示板 

④ ジャッキ 


r 車載工具/輪止め_ I 

車載工具を取り出ず 

► ラゲッジルーム左側のル物入れを 
外します（6-3)。 

► ストラップ①をゆるめます。 

► 車載工具③を取り出します。 


車載工具の中には、輪止め、ホイール 
レンチ、ジャッキ八ンドル、スペアタ 
イヤ用ホイールボルト、けん引フック 
などび収納されています。 


r 停止表示板_ ] 

停止表示板③は、車載工具③の下に収 
納されています。 



⑥スタンド 

⑥ 反射板 

⑦ フック 


停止表示板を組み立てる 

► スタンド⑥を開きます。 

► 左ちの反射板⑥を引さ出し、左ち 
のフツク⑦を合わせて固定します。 
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《仕様により車載される停止表示板の種 
類び異なることびありまず。 



















万一のとさ 


車載工具/輪止め/停止表示板/ジャッキ/非常信号用具 ■ 


r シャッキ_ ] 

ジャッキ④は、車載工具や停止表示板 
などの下の発泡スチ□ールに収納され 
ています。 

ジャッキ八ンドルは車載工具③の中に 
収納されています。 

使用方法については、パンクしたとさ 
(6-10) をご覧ください。 

ジャッキを収納ずる 

► ジャッキをいっぱいに縮めます。 

► 接地面び奥になるよラにして元の 
位置に収納します。 


警告 A 


-ジャッキアップするときは、必 
ず車載のジャッキを使用してく 
ださい。 

• ジャッキアップしているとさ 
は、ミ夫して車の下に身体を入れ 
ないでください。ジャッキび外 
れると、挟まれて致命的なけび 
をするおそれびあります。車載 
のジャッキは車を一時的に持ち 
上げるとさだけに使用してくだ 
さい。 


▼ 非常信号用具 

I 非常信号用具 I 

懐中電灯びフ□ントドアポケットに収 

納されています。 

知識 

. 新車時は電池の放電を防止する 
ため、電池の間に紙び入ってい 
ます。使用するときは紙を外し 
てください。長い間使用しない 
とさは電池を外しておくか、紙 
を挟んでください。 6 

. 懐中電灯は定期的に点検し、点 
灯することを確認してください。 
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万一のとさ 


I I 


▼スペアタイヤ 

I スペアタイヤを取り出ず I 

スペアタイヤは後部フ□ア下に収納さ 
れています。 

スペアタイヤの取り出しは、安全を確 
保でさる、固く水平な場所で行なって 
ください。 

警告 A 


• スペアタイヤを取り外したり、 
収納する作業には大さな力び必 
要になります。作業は必ず、大 
人 2 人(上で行なつてください。 

-作業を行なラとさは、身体を挟 
まれてけびをしなし" i よラ、十分 
に注意して < ださい。 

• 路上でスペアタイヤを取り出す 
とさは、車の後方に十分注意し 
なびら停止表示板を置さ、非常 
点滅灯を点滅させてください。 



①□ックボルト 


► 車載工具 （6-4) から取り出した 
ホイールレンチで、□ツクボルト 
①を反時計方向に止まるまでまわ 
します。 

スペアタイヤ収納ホルダーび下び 
ります。 

注意！ 

作業をするとさは必ず手袋をして 
ください。 



③ ホイールレンチ差し込み部 

④ ホイールレンチ 
⑥フック 

► スペアタイヤ収納 ホルダー ③のホ 
イールレンチ差し込み部③にホ 
イールレンチ④を差し込みます。 

知識 

スペアタイヤの収納方法によって 
は、スペアタイヤ収納ホルダーび下 
びらず、□ックボルトび上に飛び出 
ることびあります。このとさはホ 
イールレンチでスペアタイヤ収納ホ 
J レダーを押し下げてください。 
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万一のとき 




► ホイールレンチ④をしっかり引き 
上げ、保持します。 


わラー人の人び、スペアタイヤ収納 
がレター③をしっかり引き上げなび 
ら、フック⑥を手前に引きます。 

フック⑥からスペアタイヤ収納ホ 
ルタ'一③び外れます。 


注意！ 

フック⑥を手前に引くと、スペア 
タイヤの重みびホイールレンチと 
スペアタイヤ収納ホルダーにか 
かってさます。ホイールレンチと 
スペアタイヤ収納ホルダーを しっ 
かり弓 I さ上げて保持してください。 


► スペアタイヤ収納ホルダー③とホ 
イールレンチ④をしっかり持ちな 
びら、スペアタイヤ収納ホルダー 
③をゆっくり下げます。 



► ホイールレンチ④を抜き取ります。 

► スペアタイヤ収納ホルダー③から 6 
スペアタイヤを引き出します。 — 


► パンクしたタイヤとスペアタイヤ 
を交換します（6-10)。 

知識 

ラゲッジ;!レームに多くの荷物を積載 
しているとさは、重みで車両後部び 
下びり、スペアタイヤを取り出しに 
<いことびあります。 
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万一のとさ 


I I 


r 交換したタイヤを収納ずる 



①スペアタイヤ収納 ホルダー 

► 交換したタイヤをスペアタイヤ収 
納ホルダー①に収納します。 


ま意！ 

タイヤをスペアタイヤ収納ホル 
ダー①の奧 まで 収納しないと、ス 
ペアタイヤ収納ホルダー①をフッ 
ク④にかけることびできません。 



③ホイールレンチ差し込み部 

③ ホイールレンチ 

④ フック 


► ホイールレンチ③をスペアタイヤ 
収納ホルダー①のホイールレンチ 
差し込み部③に差し込みます。 


► ホイールレンチ③を引き上げます。 


► スペアタイヤ収納ホルダー①び少し 
上がったところで、ちラー人の人び、 
スペアタイヤ収納ホルダー①を引き 
上げ、フック④にかけます。 


► ホイールレンチ③を抜き取ります。 
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万一のとき 




► ホイールレンチ③で□ックボルト 
⑥を時計方向に止まるまでまわし 
ます。 

スペアタイヤ収納ホルダー①び上 
びります。 


► ホイールレンチを車載工具 （6-4) 
に収納します。 


警告 A 


タイヤを収納したときは、スペア 
タイヤ収納ホルダー①び確実に 
フック④にかかっていることを、 
またスペアタイヤ収納ホルダーび 
しっかり固定されていることを確 
認してください。 


しっかり固定されていないとタイ 
ヤび落下し、事故を起こすおそれ 6 

びあります。 — 


⑥□ックボルト 
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万一のとさ 


パンクしたとき 
▼パンクしたとき 


A 


• パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないで < だ 
さい。ステア U ングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、安 
全な場所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しなし、 
でください。車のコント□ール 
を失ラおそれがあります。また、 
タイヤが異常に過熱し、乂災び 
発生するおそれびあります。 

-路上でタイヤ交換をするときは、 
車の後方に十分注意しなびら停 
止表示板を置さ、非常点滅灯を 
点滅させてください。 


注意！ 

. ジャッキアップする前に人や荷 
物を車から降ろしてください。 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で車を押したり、タイヤ交 
換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にしてください。ホイールび 
回転すると車び自動的に施錠さ 
れ、車外に閉め出されるおそれ 
びあります。 


スペアタイヤに交換ずる 

► 安全を確保でさる、固く水平な場 
所に車を停車します。 

► 非常点滅巧を点滅させます。 

► ステアリングを直進の位置にして、 
駐車ブレーキを効かせ、セレク 
ターレパーを la に入れます。 

► エンジンを停止します。 

► 乗員を車から降ろし、安全な場所 
に避難させます。 

► ジャッキ、輪止め、ホイールレン 
チ、ジャッキ八ンドル、スペアタ 
イヤ用ホイールボルトを車載工具 
(6-4) から取り出します。 

スペアタイヤを取り外します （6- 

6)。 
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万一のとき 


I I II 


交換するタイヤの対角線の位置に 
あるタイヤの前後に輪止めをし 
ます。 

やむを得ず傾斜地でタイヤを交換 
するとさは、じ(下のよラに輪止め 
をしてください。 

• 前輪のいずれかを交換するとさ 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをします。 

• 後輪のいずれかを交換するとさ 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをします。 

知識 

輪止めは車に]個搭載されていま 
す。わラ]個必要なとさは、適切 
な大ささの木片か石を輪止めとし 
て使用してください。 



► ホイールレンチで、交換するタイヤ 
のホイールボルト（己本）をそれぞ 
れ約一回転ほどゆるめます。この時 
点では、ホイールボルトを取り外し 
ません。 


ま意！ 

ホイールレンチを使用するとさ、 

ホイールレンチびホイールボルト 
から外れるとけびをしたり、ボル 
卜を損傷することびあります。じ （ 

下の点にま意してください。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

-足で踏んでまわさないで<だ 
さし、。 

-両手で握り、ホイール側に押し 
つけるよラにしなびらまわして 0 

くださし、 — 
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万一のとさ 


■ I I II 



① ジャッキサポート 

② ダイヤル部分 

③ ジャッキ八ンドル 


► ダイヤル部分③を手でまわして 
ジャッキを伸ばしなびら、交換す 
るタイヤに近いジャッキサポート 
①にジャッキをあてます。このと 
さ、ジャッキびジャッキサポート 
①に接して、ジャッキびぐらつかな 
い程度までジャッキアップします。 


注意！ 

• 車載のジャッキはこの車専用で 
す。じ(下の点にま意してくだ 
さし、。 

0安全を確保でさる、固く水平 
な場所で使用してください。 

0この車のタイヤ交換(がに 
は使用しないでください。 

〇不具合や損傷びあるときは 
使用しないでください。 

-ジャッキは、必ずジャッキヴ 
ポート①の中/こ\部にあててくだ 
さい。ジャッキサポート①の中 
部にあてないと、ボディび損 
傷するおそれびあります。 


I 知識 

ジャッキヴポート①は前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部に計4力 
所設けられています。 

►ジャッキ八ンドル③を 、 "AUF 
UP " の文字び見える方向に取り付 
けます。 

ま意！ 

ジャッキ八ンドル③は 、 "AUF 
UP " の文字び見える方向で取り付 
けないと、ジャッキアップでさま 
せん。 
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万一のとさ 



► ジャッキ八ンドルを矢印の方向に繰 
り返し操作し、タイヤび地面から離 
れるまでジャッキアップします。 


A 


ジャッキアップしているときは、 
ミ夫して車の下に身体を入れないで 
ください。ジャッキび外れると、 
挟まれて致命的なけびをするおそ 
れびあります。車載のジャッキは 
車を一時的に持ち上げるとさだけ 
に使用してください。 


I ま意！ 

車を持ち上げているとさは、エン 
ジンを始動したり、駐車ブレーキ 
を解除しないでください。車び落 
下するおそれびあります。 

► ホイールボルトを取り外し、タイ 
ヤを外します。 


I I II 


注意！ 

. タイヤを交換するとさは手や指 
をけびしないよラ注意し、必要 
に応じて手袋を使用してくだ 
さし、。 

-ホイールボルトに砂や泥を付け 
ないよラにま意して < ださい。 

. タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないで< 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびあります。 

-ホイールを外したときは、ホ 6 
イールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。リムの凹 
みや巧びりは空気圧減少の原因 
になり、タイヤを損傷するおそ 
れびあります。 
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万一のとさ 


■ I I II 



④軽合金ホイール用ホイールボルト 
⑥スペアタイヤ用ホイールボルト 

► スペアタイヤ用ホイールボルト⑥ 
を用意します。 


注意！ 

-ホイールボルトに損傷や鐘びあ 
るときは交換してください。 

-ホイール八ブのネジ山に傷び付 
いたときは、すぐに修理してく 
ださい。また、ネジ山には、ミ夫 
してオイルやグリスを塗布しな 
いでください。ボルトびゆるむ 
おそれびあります。 

• スペアタイヤの取り付けには、 
スペアタイヤ用ホイールボルト 
⑥を使用してください。標準夕 
イヤに使用されている軽合金ホ 
イール用ホイールボルト④を使 
用すると、ホイールを確実に固定 
することびでさず、走行中に夕 
イヤが外れるおそれびあります。 


► スペアタイヤを取り付けます。 

► スペアタイヤをボルト穴に合わせ 
て、上側のホイールボルト]本で 
仮止めします。 

► 残りのホイールボルトを取り付け 
ます。 

► タイヤを己本のホイールボルトで 
軽く締め付けます。 
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万一のとき 



► ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び見える方向に取り付 
けます。 

I 注意！ 

ジャッキ八ンドルは 、 "AB DOWN " 
の文字び見える方向で取り付けな 
いと、ジャッキは下びりません。 

► ジャッキ八ンドルを矢印の方向に 
繰り返し操作し、ジャッキを下げ 
て外します。 



①〜⑥ホイールボルトの締め付け順序 


► ホイールボルトを図の順序で何度 
かにわけて締め付けます。 

ホイールボルトの締め付けトルク： 

約] 3 k 浸- m (13 日 Nm ) 

タイヤ交換後は、ただちに指定ヴー 
ビスエ場などで締め付けトルクを 
確認してください。 

► 外したタイヤ、ジャッキ、工具な 
どを収納します。 


I I II 


注意！ 

ホイールレンチを使用するとき、 
ホイールボルトから外れるとけび 
をしたり、ホイールボルトを損傷 
することびあります。じ(下の点に 
ミ主意して < ださい。 

〇ホイールレンチを確実に差し込む 

0足で踏んでまわさない 

◊両手で握り、ホイール側に押し 
つけるよラにしなびらまねす 

〇パイプを継ぎ足してまわすな > 
ど、必要(上にホイールボルト — 
を締め付けない 
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万一のとさ 


■ I I II 


A 


• ホイールボルトは、ホイールに 
適合した純正品だけを使用して 
ください。純正品(外のホイー 
ルボルトを使用すると、ホイー 
ルび脱落して事故につなびるお 
それがあります。 

-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂するおそれびあります。 
必ず規定の空気圧を守つて < だ 
さし、。 

• タイヤに空気を入れすざないで 
<ださい。空気を入れすざた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やす<なります。必ず規定の空 
気圧を守ってください。 


• どんな場合でわ、タイヤの速度 
許容範囲を超えるよラな速度を 
出さないでください。許容範囲 
を超えた速度で走ると、タイヤ 
びパンクして事故につなびるお 
それがあります。 

ま意！ 

-タイヤの空気圧を点検するとさ 
は、スペアタイヤの空気圧わ点 
検してください。 

• タイヤに空気を入れてわ空気圧 
び低下するよラなときは、タイ 
ヤのパンク、ホイールの損傷、 
タイヤバルブからの空気漏れな 
どを点検してください。 

-ジャッキ、工具を使用した後は、 
必ず元の位置に収納して<だ 
さい。 


知識 

タイヤび温まっているとき、空気 
圧は規定より約日. 3 k 浸/ cm 2 ほど高 
くなります。空気圧はタイヤび冷 
えているとさに調整してくださし、 
規定の空気圧を記載したラベルは 
助手席側のセンターピラーに貼付 
してあります。空気圧ラベルの見 
かたについては (7-17) をご覧く 
ださい。 
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万一のとさ 




▼ けん引 


A 


-けん引はでさるだけ避けてくだ 
さい。自走できないときは、専 
門業者に依頼し、車両運搬車で 
移送してください。 

-やむを得ずけん引しなければな 
らないとさは、じ(降に記載する 
説明にしたびってください。 


r フ□ントのけん引フック_ I 

ノ（ンノ一下部向かって左側にあります。 

けん引フックを使用するときはカバー 
を外します。 



► ドライバーを使用して、フ□ントの 
ナンバープレートの取り付けねじを 
外し、ナンバープレートを外します。 

► フ□ントのナンバープレートホル 
ダーの取り付けねじを外し、ナン 
バープレートホルタ' 一を 外します。 

► カバー①の両端を手前に引いて、 
カバーを取り外します。 

► 向かって左側にけん引フックびあ 
ります。 


①カバー 
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万一のとさ 




r リアのけん引フック_ I 

リア J (ンノ く一ち側内部にけん弓 I フック 
を取り付けるネジ穴びあります。 

けん引フックは車載工具の中にあり 
ます。 



①カバー 


けん引フックを取り付ける 

► カバー ①の凹部を押し、 カバーを 
手前に引いてがします。 

► ネジ穴にけん引フックをねじ込み 
ます。 

► けん引フックにホイールレンチな 
どの鉄製の棒を通し、けん引フッ 
クをしっかり締め込みます。 

注意！ 

けん引フックを取り付けるときは、 
ホイールレンチなどを利用してゆ 
るまないよラ確実に締め込んでく 
ださい。 


けん引フックを取り外ず 

► けん引フックをゆるめて、ネジ穴 
から取り外します。 

► カバー①の下部を合わせ、元の位 
置に押し込みます。 


r けん引されるとさ_ I 

けん引ずる 

► □ープをけん引フックにかけます。 

► 車間距離び己 m じ(内になるよラに 

□ープを結びます。 

► □ープの中央に白い布 （3 日 cm 四方 

(上）を付けます。 

注意！ 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないでください。車に傷を 
付けるおそれびあります。 

-□ープは両車とわできるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フックじ(外には□ープを 
かけないで <ださい。 

-□ープに無理な力や衝撃びかか 
らないよラにしてください。 

-走行中、□ープをたるませない 
よラに車間距離と前車のブレー 
キランプに注意して < ださい。 
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万一のとさ 




注意！ 

-長い坂道、急な坂道を下るとさ 
は、陸送用トレーラーなどを使 
用してください。 

-けん引するとさの法定速度は 
3日 km / hii (下です。 

-けん引距離は己日 kmLU 内にして 
ください。けん引距離び已日 km 
を超えるとさは、陸送用トレー 
ラーなどを使用してください。 
トランスミッションを損傷する 
おそれがあります。 

• トランスミッションび損傷して 
いるとさは、専門業者に作業を 
依頼して、ドライブシャフトを 
取り外してから、けん引を行 
なつて < ださい。 

-けん引フックじ(外のところに 
□ープをかけないで<ださい。 
車を損傷するおそれびありま 
す。また、けん引フックはけん 
引にのみ使用してください。 


-けん引フックに大さな衝撃び加 
わるよラなけん引をしないで< 
ださい。取り付け部び変形し、 
損傷するおそれびあります。 

-けん引□ープをたるませないよ 
ラに、前の車のブレーキランプ 
に注意して < ださい。 

• 車の車輪を上げてけん引すると 
さは、エンジンスイッチを2の 
位置にしないでください 。 ESP 
び作動し、接地している車輪の 
ブレーキび作動します。 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で車を巧したり、タイヤ交 
換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にしてください。ホイールび 
回転すると車が自動的に施錠さ 
れ、車外に閉め出されるおそれ 
びあります。 
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万一のとさ 


才ーバーヒートしたとき 


▼才ーバーヒートしたとき 

走行中、冷却水量/冷却水温度警告 
灯 S び赤<点灯し、警告音び鳴つ 
たときは、才ーノ (ーヒートしています。 

警告 A 


• エンジン ルームから 蒸気が出て 
いるとさや冷却水び吹さ出して 
いるとさは、ただちにエンジン 
を停止し、冷えるまで車から離 
れて< ださい。 

エンジンルームの中に漏れた液 
体び発火して乂災び発生するお 
それびあります。 

-水温が下びるまで、絶対にボン 
ネットやリヴーブタンクのキヤッ 
プを開かないで<ださい。高温 
の蒸気や熱湯び吹さ出して乂傷 
をするおそれびあります。 


オーバーヒートしたときの処置 

ただちに安全な場所に停車します。 

エンジンをアイドリング状態で冷 
却します。 

エンジンフアンび停止していると 
さや、；令却水び吹さ出していると 
さは、エンジンを停止して冷却し 
てください。 

► エンジンび十分に冷えてから、冷 
却水量、水漏れ、エンジンフアン 
などを点検します。 

► 冷却水び不足していたら補給しま 

す（7-6)。 

ま意！ 

冷却水は、エンジンび熱いとさに 
補給しないでください。エンジン 
を損傷するおそれびあります。 


注意！ 

•才ーバーヒートした状態で走行 ► 

したり、冷却水び吹さ出してい 
る状態でエンジンをかけたまま 
にすると、エンジンを損傷する 
おそれびあります。 

-オーバーヒートしたとさは指定 
ヴービスエ場で必ず点検を受け 
てください。 
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▼ バッテリーがあがったとき 

バッテ U —の電圧び低下し、エンジン 
の始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して、他車のバッテ 
U —を電源として始動することびでさ 
ます。容量の大さい太めのブースター 
な一つ、 レを使用してください。 

バッテリーはち側フ□ントシート足元 
のフ□ア下にあります。 

①ノブ 

ネジのノブ①を起こし、ノブを反時 
計回りにまわしてカバーを取り外し 
ます。 


万一のとさ 


バッテリーがあがったとき 


[ jgj | 巧電警告'灯 

エンジンスイツチび2の位置のとさ点 
灯し（点なしないとさは警告灯び故障 
しています）、エンジン始動後に消灯 
します。 

消灯しなかったり、走行中に点灯した 
とさは、発電または充電系の異常か V 
ベルトび損傷しているおそれびありま 
す。ただちに安全な場所に停車して点 
検してください。 


A 


• ブースターケーブルでエンジン 
を始動するとさ、バッテリーの 
取り扱い やブースターケーブル 
の接続を誤ると、バッテリーが 
爆発してけびをしたり、車の電 
装部品を損傷するおそれびあり 
ます。 

• ブースターケーブルを使用して、 
始動しているときはバッテ U — 

をのぞさ込まないでください。 6 
万一、爆発したときにけびをす — 
るおそれびあります。 
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万一のとさ 


バッテリーがあがったとき 


始動の方法 



① ©端テ 

② ©端テ 


► バッテリー電圧び同じ （12 V ) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車 
を用意します。 

► 救援車のエンジンを止めます。 

► 両車の電気装備をすべて日 FF にし 
ます（エンジンスイッチを0の位置 
にします）。 

► 自車の®端子カバーを外します。 

► 救援車のバッテリーの®端子と自 
車の®端子①を赤色ブースター 
ケーブルで接続します。先に救援 
車のバッテリーの®端テにケーブ 
ルを接続してください。 


► 救援車のエンジンを始動し、アイ 

ドリング状態にします。 

► 救援車のバッテリーの©端子に黒 
色ブースターケーブルの一方を接 
続し、反対側を自車の©端子③に 
接続します。 

► 自車のエンジンを始動し、数分間 
アイドリング状態にします。 

ま意！ 

• 電気回路を守るため、エンジン 
び始動したら、ただちにシート 
ヒーター や U アデ フォッ カーな 
どの電気装備を作動させて < だ 
さし、ただし、ライトは点灯さ 
せないで < ださい。 

• 自車のエンジンを始動した後は、 
すぐにブースターケーブルを外 
さないで<ださい。エンジンび 
停止することびあります。 

► 取り付けたとさと逆の手順でケー 
ブルを外します。 
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必要のない電気装備を停止します。 











万一のとき 


注意！ 

-急速充電器などを接続してエン 

ジンを始動しないでください。 

車の電気装備を損傷します。 

-触媒の損傷を避けるため、(下 

の点にま意してください。 

〇「押しびけ」や下り勾配を利用 
してエンジンを始動しないで 
ください。 

〇エンジンび暖まっているとき 
は、ブースターケーブルでエ 
ンジンを始動しないでくだ 
さい。 

〇エンジン始動を2〜3回試み 
ても始動できないときは、 
指定ヴービスエ場へ連絡し 
てください。 


-ブースターケーブルは、十分な 
容量（太さ）のケーブルを使用し 
てください。 

〇ケーブル部分や絶縁部分び 
損傷しているわのは使用し 
ないで < ださい。 

0ケーブルび救援車のエンジ 
ンフアンや V ベルトなどに巻 
さ込まれないよラに注意し 
てください。 

. 救援車の取扱説明書わよくお読 
み < ださい。 

• バッテリーの接続を取り外すと 
さは、©側から外してくださし、 
また、バッテリーを接続すると 
さは®から接続してください。 

-ケーブルの接続びゆるまないよ 
ラに、確実に締め付けてくだ 
さし、。 


バッテリーがあがったとき 


知識 

-放電したバッテ U —液は、 
約一]日むで凍結します。凍結 
しているとさは、火気を近づ 
けずにバッテリー全体を暖め 
(己日むじ(下）、バッテリー液を 
解凍してからエンジンを始動 
してください。 

• バッテリーびあびったり、バッ 
テ U —の接続び断たれると、次 
にバッテリーを接続しても、エ 
ンジン始動後に、目 AS / ESP 
警告灯と A 目 S 警告灯が点灯する 
ことびあります。このとさはス 
テアリングを左ちどちらかに 
いっぱいまでまわし、次に反対 
方向にいっぱいまでまわすと、 
警告灯び消巧し、機能を回復し 
ます。 
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万一のとき 


ヒューズが切れたとを 


▼ ヒューズが切れたとを 


ランプ類び点巧しなかったり、電気系 
の装備び作動しないとさは、ヒューズ 
び切れている可能性びあります。 


ヒューズボックスの位置 


ヒューズボックスは2箇所にあります。 



①ノブ 


メインヒューズボックス①はち側フ 
□ントシート足元のフ□ア下にあり 
ます。ネジのノブ①を起こし、ネジ 
を反時計回りにまわしてカバーを取 
り外します。 


夕 

\ © 

②補助ヒ ュー ズボ ッ クスのカバー 

補助ヒューズボックスはランプスイッ 
チの側面にあります。矢印の位置にマ 
イナスドライバーなどを差し込んで力 
バー③を開きます。 

I 知識 

メインヒューズボックスの中に、 
メインヒューズと補助ヒューズの 
配置表び入っています。 
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万一のとさ 


ヒューズの交換 

► エンジンスイッチを日の位置にし 
ます。 

► 車載工具内のヒューズリムーバー 
で、該当するヒューズを取り外し 
ます。 

► ヒューズび切れていたら、同じ容 
量のヒューズと交換します。 


ヒュ 


注意！ 

• 規定より大さい容量のヒューズ 
を使用したり、ヒューズの改造、 
針金などによる代用をしないで 
ください。火災び発生するおそ 
れびあ0ます。 

• ヒューズを交換してもすぐに切 
れたり、装置が作動しないとさ 
は、他に原因びあります。すみ 
やかに指定ヴービスエ場で点検 
を受けてください。 

. 自動車電話やテレビなど、電気 
を使用するアクセヴリーを使用 
するとさは、指定サービスエ場 
に相談してください。 

• ヒューズび切れていないのに、 
ランプ類び点なしなかったり、 
電気系の装備び作動しないとさ 
は、電球切れや故障び考えられ 
ます。すみやかに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


1 11111 
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万一のとさ 


電球の交換 
▼ 電球の交換 

電球や LED を交換するとさは、規格に 
合った同容量の電球と交換してくだ 
さし、。 

電球の交換は指定ヴービスエ場で行な 
ラことをおすすめします。 


注意！ 

-指定(外の電球を使用しないで 
ください。過熱してレンズを損 
傷したり、故障の原因になるお 
それびあります。 


• 八□ゲンランプび熱くなってい 
るとさは、電球に触れたり、電 
球を取り外さないでください。 
八□ゲンランプには圧力のか 
かったガスび封入されているの 
で、破裂するおそれびあります。 

• 八□ゲンランプを交換するとき 
は、手袋などを着用し、直接手 
で電球に触れないよラにしてく 
ださい。八□ゲンランプは高温 
になるため、電球の表面に油な 
どび付着すると切れやす < なり 
ます。誤って電球に触れたとさ 
は、薄めた中性洗剤を含ませた 
柔らかい布で電球をよく拭いて 
ください。 


. 自動車電話やテレビなど、電気 
を使用するアクセヴ U —を使用 
するとさは、指定サービスエ場 
に相談してください。 

• ヒューズび切れていないのに、 
ランプ類び点灯しなかつたり、 
電気系の装備び作動しないとさ 
は、電球切れや故障び考えられ 
ます。すみやかに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 
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7. 点検と整備 


メンテナンス 7-2 
エンジンルーム 7-3 
冷却水 7-5 
エンジンオイル 7-7 
ブレーキ液 7-1 1 
ウォッシャー液 7-1 3 
タイヤとホイール 7-14 
バッテリー 7-18 
寒冷時の取り扱い 7-19 
日常の手入れ 7-24 



点検と整備 


メンテナンス 


▼ メンテナンス 

車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転していただくためには、指 
定ヴービスエ場で点検整備を受ける必 
要びあります。指定サービスエ場では 
(下のよラな点検を行ないます。 

• ダイムラー•クライスラー社指定の 
点検整備 

ダイムラー*クライスラー社の指示 
による点検整備項目びあります。 
これらはメンテナンスインジケー 
ターの表示に応じて実施します。 

•] 年および2年点検整備 

] 年、2年点検整備は、車検時を含 
め、法律で定められ実施するわの 
です。 

次の点検時期を示すステッカーび 
フ□ントウインドウに貼付してあ 
ります。 


メンテナンスインジケーター 

車のメーターパネルには、メーカー指 
定点検整備の時期を知らせる目安とし 
て、メンテナンスインジケーター （3- 
10) び装備されています。 

整備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 


詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 


日常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、お客様び日常、車をご使用される 
中で、お客様ご自身の判断で実施して 
いただく点検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常び発見され 
た場合は、すみやかに点検を受けてく 
ださい。 



▼ エンジンルーム 



名称 

①冷却水 U ヴーブタンク 

③エンジンオイル 
レベルゲージ 

③ エンジン 

オイルフィラーキャップ 

④ ウオッシャー液 
リヴーブタンク 


⑥ブレーキ液 

リヴーブタンク 


点検と整備 




ぺージ 

7-5 

7-9 

7-9 

7-13 

7-1 1 


エンジンルーム内の各部を点検をする 
とさは iiTF の事項を厳守してください。 


警告 A 


• イグニッシヨンシステムに手を 
触れないで<ださい。高電圧を 
発生させるので感電するおそれ 
びあります。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いても、冷却水の温度び高いと 
さはエンジンフアンび自動的に 
回転することびあります。エン 
ジンフアンには身体や物を近づ 
けないで < ださい。 








点検と整備 


ンジンルーム 


注意！ 

-ェンジンの熱や動さに十分注意 
してください。火傷やけびをす 
るおそれびあります。 

• ラジェターに手を触れなし"'でく 
ださい。火傷やけびをするおそ 
れびあります。 

-作業は安全な場所を選んで行 
なって < ださい。 

-適切な工具を使用してください。 

• 部品や工具をェンジンルーム内 
に置かないでください。中に落 
とすおそれびあります。 

-各種の油脂類やフルード類（ブ 
レーキ液、バッテ U —液、冷却 
水など）は、十分注意して取り 
扱ってください。 

-各種の油脂類やフルード類び皮 
膚に付着したときは、すぐに石 
けんを使って洗い流してくださ 
し、。放置すると皮膚に障害を起 
こすおそれびあります。 


-各種の油脂類やフルード類の容 
器は、子供の手び届くところや 
火気の近 < に置いたり保管しな 
いで <ださい。 

環境 9 


環境保護のため、オイル*液類を 
廃棄するとさは、指定サービスェ 
場に相談してください。 


V ベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷びないか指定ヴービスエ場 
で点検してください。 
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▼ 冷却水 

冷却水は u ヴーブタンク①で点検と補 
給を行ないます。 



① 冷却水 U ヴーブタンク 

② レベルインジケーター 


点検と整備 






冷却水量/ 

冷却水温度警告な 


エンジンスイッチび2の位置のとさホ 
く点灯し（点灯しないとさは警告灯び 
故障しています）、エンジン始動後に 
消灯します。 


走行中、黄色に点灯したとさは、冷却 
水量び減少しています。ただちに安全 
な場所に停車し、エンジンを停止して 
冷却水び冷えてから;令却水量を確認し 
てください。冷却水び不足している場 
合はリヴーブタンクに補給してくださ 
い。詳しくは （7-6) をご覧ください。 


走行中、ホ色に点灯し、警告音び鳴つ 
たときは、オーバーヒートしています。 
ただちに安全な場所に停車し、エンジ 
ンを停止して冷却してください。詳し 
くは （6-20) をご覧ください。 


冷却水のレべ j レを点検ずる 

► 車を水平な場所に停めます。 

► 冷却水び冷えている状態で、冷却水 
の液面びレべルインジケーター③の 
間にあれば適量です。水温び高いと 
さは約]己 mm ほど高くなります。 

警告 A 


-水温び高いとさは、絶対にリ 
ヴーブタンクのキャップを開か 
ないで<ださい。高温の蒸気や 
熱湯び噴さ出して、火傷をする 
おそれびあります。 

• 不凍液をエンジンルーム内にこ 
ぼさないでください。不凍液び 
熱くなったエンジンに付着する 
と、発火して乂傷をするおそれ 
びあります。 
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点検と整備 


冷却水 


冷却水を補給ずる 

冷却水び不足している場合は、冷却水 
び冷えているときにリヴーブタンクに 
補給します。 

► リヴーブタンク （7-己） のキャッ 
プを反時計回りにまわします。約 
] 回転までまわして、圧力を抜さ 
ます。 

► キャップを反時計回りにゆっくり 
とまわして取り外します。 

► レベルに注意して冷却水を補給し 
ます。 

通常は水道水（軟水）に純正の不凍 
液を湿ぜて使用します。 

車を使用する地域（最低気温）に 
よつて濃度を変スます。 


不凍液の濃度 

凍結温度 

不凍液湿合率 

-37 °C 

約已日％ 

-4 己む 

約已己％ 


注意！ 

• 冷却水の補給は、冷却水び冷ス 
てから行なってください。 

-冷却水には必ず不凍液を湿ぜて 
<ださい。不凍液には防鐘の効 
果びあります。 

• 不凍液の濃度は已日％から己己％ 
の間にしてください。濃度を 
己己％じ(上にすると、冷却性能 
び低下します。 

-指定(外の不凍液や不適切な水 
を使用しないでください。鐘や 
腐食などの原因になります。 

-不凍液は塗装面を損傷させま 
す。ボディに付着したときは、 
すぐに水で洗い流してください。 

• 冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、すみやかに点検を受けてく 
ださい。 


冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととわに劣化しま 
すので、整備手帳に従って定期的に交 
換してください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 
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点検と整備 


I I III 


▼ エンジンオイル 


運転する前に必ずエンジンオイルを点 
検してください。 

エンジンオイル量警告'灯 

エンジンスイッチび2の位置のとさ点 
灯し（点灯しないとさは警告なび故障 
しています）、エンジン始動後に消な 
します。消なしなかったり走行中に点 
滅または点灯したときは、エンジンオ 
イル量び規定 LU 下になっています。す 
みやかに点検し、不足しているときは 
補給してください。 

I 知識 

警告灯は最初時々点灯し、エンジ 
ンオイル量びさらに低下すると点 
巧したままになります。 


エンジンオイル量を点検ずる 



ディスプレイの表示 

► 車を水平な場所に停めます。 

► エンジンを回転させ、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、已分ほど待 
ちます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。数秒後にディスプレイに 
房 a と^び表示されます。 

I 知識 

ディスプレイの^び点滅すると 
きは、エンジンオイル量を正確に計 
ることびできません。少し時間を 
おいてから再度操作してください。 



①ボタン 

► ボタン①を素早く二度押します。 


エンジンオイル量びじ(下のよラに 
表示されます。 

[3=^' Q N J 

エンジンオイルを補給する必要は 王 
ありません。 

[ だ •• I' 乱 I 

エンジンオイルを] .0 リツトル補 
給してください。 
















点検と整備 


■ I I I II 


臣:••に L 1 

エンジンオイルを].己 U ツトル補 
給してください。 

[だ •• な ' L 1 

エンジンオイルを 2 .日 U ツトル補 
給してください。 

この表示び点滅し、エンジンオイ 
ル量警告灯び点灯したとさは、エ 
ンジンオイルび2.日リツトル(上 
不足していることびあります。 

[だ.卜 li 1 

エンジンオイル量び上限を超えて 
います。 

ただちに規定のエンジンオイル量 
までエンジンオイルを抜いてくだ 
さい。故障の原因になることびあ 
ります。 


► エンジンオイルの補給サインび表 
示されたとさ、またはエンジンオイ 
ル量が下限下のときは、エンジン 
オイルを補給します。 

ま意！ 

• エンジンオイルび2.日リットル 
じ(上不足しているとさわ、ディ 
スプレイは 1 だ‘ぶ日 L 1 と表示しま 
す。この表示が現れたとさは、 
必ずオイルレベルゲージ (7-9) 
でエンジンオイル量を再点検し 
てください。 


ディスプレイの表示は、エンジ 
ンオイル不足量の目安です。こ 
れを目安に、オイルレベルゲー 
ジでエンジンオイル量を確認し 
なびら、エンジンオイルを補給 
してください。 

エンジンオイル量が適正量を 
超えても、ディスプレイは 
fe ：- ON 1 と表示することびあ 
ります。この表示び現れたとさ 
でちオイルレベル ゲージで エン 
ジンオイ j レ量を再点検してくだ 
さい。エンジンオイル量び上限 
を超えていると、故障の原因に 
なることびあります。 

何度操作してもエンジンオイル 
量が表示されないとさは、オイ 
ルレべル ゲージを 使ってエンジ 
ンオイル量を点検してください 
(7-9)。エンジンオイル量の点 
検は、指定サービスエ場で行な 
ラことをおすすめします。 
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点検と整備 


オイルレベルゲージで点検ずる 



① オイルレベル ゲージ 

② フイラーキャップ 

► 車を水平な場所に停めます。 


► エンジンを回転させ、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、己分ほど待 
ちます。 

► オイルレベルゲージ①を抜き取り、 
されいな布で拭いて差し込みます。 


I I III 


オイルオイルを補給ずる 



上限 W max 
下限 Bi^ III min 

I 

N 18.00-2077-31 

③オイルレベルゲージ先端部 

► 再度オイルレベルゲージ①を引き 
抜さ、付着したエンジンオイル量 
とちれ具合を点検します。オイル 
量はオイルレベルゲージ先端部③ 
の上限 ( max ) と下限 ( min ) の間に 
あれば正常です。 


►フイラーキャップ③を開いて、指定 
のエンジンオイルを補給します。 


A 


エンジンオイルをエンジンルーム内 
にこぼさないで < ださい。エンジン 
オイルび熱くなったエンジンに付着 
すると、発乂して火傷をするおそれ 
びあります。 



► エンジンオイル量び下限下のと 
きはエンジンオイルを補給します。 


知識 

オイルレベルゲージの上限と下限 
の間は約2リツトルです。 
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点検と整備 


■ I I I II 


注意！ 

• 必ず指定のエンジンオイルを使 
用してください。指定(外のエ 
ンジンオイルを使用して故障び 
発生した場合は、保証び適用さ 
れないことびあります。 

-種類の異なるエンジンオイルを 
混ぜないでください。エンジン 
オイルの特性び発揮されません。 

• エンジンオイルびエンジンルー 
ム内に付着したとさは完全に拭 
さ取ってください。 

• エンジンオイル量び多すざると 
故障の原因になることびあり 
ます。 

-エンジンオイルの減りかたび著 
しいとさは、ただちに点検を受 
けて < ださい。 


使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用しますの 
で、詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねください。 

グレードと粘度は下図を参考に使用す 
る場所の外気温度に合わせて選んでく 
ださい。 



エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびフィルターは定 
期的に交換することをおすすめします。 
交換時期はメンテナンスインジケー 
ターを目安としてください。 

ただし、交換時期は車の使用状況に 
よって異なりますので、詳しくは指定 
サービスエ場におたずねください。 

知識 

慣らし運転中のエンジンオイル消 
費量は多少多くなることびありま 
す。また、頻繁にエンジン回転数 
を上げて走行すると、エンジンオ 
イル消費量は増加します。 
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▼ ブレーキ液 

ブレーキ液 U ヴーブタンクのレベル 
マークで 点検します。 



① ブレーキ液 U ヴーブタンク 

② 上限 ( MAX ) 

③ 下限 (M I N ) 


ブレーキ 液レベルを点検ずる 

► ブレーキ液 U ヴーブタンクのレべ 
ル マークで 点検します。 

ブレーキ液のレべ J レび上限 (MAX) 
③と下限 (MIN) ③の間にあれば正 
常です。 


点検と整備 


ブレーキ 


ブレーキ 液の交換 

定期的に指定サービスエ場で交換して 
ください。詳しくは指定ヴービスエ場 
におたずねください。 


画 


BRAKE 


ブレーキ警告'灯 


エンジンスイッチび2の位置のとさ点 
灯し（点灯しないとさは警告灯び故障 
しています）、エンジン始動後に消灯 
します。 


エンジン 始動後、駐車 ブレーキレバー 
び引かれているときは、点灯したまま 
になります。 

駐車ブレーキを解除してち消灯しない 
とさや、走行中に点灯する場合は、ブ 
レーキ液レべ j レび低下しています。 

すみやかに安全な場所に停車し、指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 


A 


• 必ず指定のブレーキ液を使用し 
てください。指定(外のブレー 
キ液を使用したり、他の銘柄を 
湿ぜると、ブレーキの効さ具合や 
ブレーキシステムに悪影響をお 
よぼし、安全なブレーキ操作び 
でさな<なるおそれびあります。 

• ブレーキ液の補給は、エンジン 
び冷えてから行なってください。 
また、上限 (MAX) を超えないよ 
ラに補給してください。 

ブレーキ 液びあふれたり、熱く 
なったエンジンや排気系などに 
付着すると、発火して火傷をする 
おそれびあります。 


7-11 







点検と整備 


—キ液 


注意！ 

-ブレーキ液の減りかたび著しい 
とさは、指定サービスエ場でた 
だちに点検を受けてください。 

-ブレーキ液の補給や交換は、指 
定ヴービスエ場で行なつてくだ 
さし、 

• ブレーキ液を補給するときは、 
ゴミや水びリヴーブタンクの中 
に入らないよラにしてくださ 
し、たとえルさなゴミでも、ブ 
レーキび効かな<なるおそれび 
あります。 


-ブレーキ液は使用している間に 
大気中の湿気を吸収して劣化し 
ます。劣化した状態で長期間使 
用すると、苛酷な条件下では 
ベーノ く一 □ ックび発生するおそ 
れびあります。 


-補給はエンジンび冷えてから行 
なってください。排気系などに 
ブレーキ液び付着すると、火災 
び発生するおそれびあります。 

• MAX を超えて補給すると、走 
行中に漏れて塗装面を損傷する 
おそれびあります。ボディに付 
着したとさは、すみやかに水で 
洗い流してください。 


知識 

ベーパー□ック： 長い下り坂や急 

な下り坂などでブレーキペダルを 
踏みつづけると、ブレーキ液び沸 
騰してブレーキパイプ内に気泡び 
発生し、ブレーキペダルを踏んで 
わブレーキび効かな<なる現象の 
ことです。 
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点検と整備 


▼ ウォッシャー液 

リヴーブタンクはリアウインドウの 
ウオッシヤーと兼用です。 



①ウォッシャー液 U ヴーブタンク 

ウォッシャー液を補給ずる 

► リヴーブタンク①のキャップを開 


さます。 

► ウォッシャー液を補給します。 

使用ずるウォッシャー液 

純正の専用ウオッシャー液を水に湿ぜ 
て使用します（8-10)。 


A 


ウォッシャー液は可燃性です。乂気 
を近づけたり、近くで喫煙をしない 
で < ださい。 

また、エンジンび熱くなっていると 
きには補給しないでください。 

注意！ 

• ウォッシャー液は、リヴーブタ 
ンクに補給する前に別の容器で 
適切な湿合比に湿ぜてください。 

• 粗悪なウォッシャー液や石けん 
水を使用すると、塗装面を損傷 
するおそれびあります。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、ウオッシャーの操作を 
しないでくださし、ウオツシャー 
ポンプを損傷するおそれびあり 
ます。 


ゥオッシャ三志 


-ヘッドランプには樹脂製レンズ 
を使用しているため、必ず純正 
の専用ウォッシャー液を使用し 
てください。レンズを損傷する 
おそれびあります。 

知識 

ウォッシャー液には夏用と冬用 
の2種類びあります。夏用には油 
膜の付着を防ぐ効果びあり、冬 
用には凍結温度を下げる効果び 
あります。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 

▼ タイヤとホイール 

タイヤとホイ ー j レは必ず純正品および 
指定品を使用してください。 

タイヤの点検 

► タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧び 
適当であるか点検します。 

► タイヤに大さな傷びないか、くざ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないか点検します。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり極端 
にすり減っていないか点検します。 

ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び出ているときは、新しい夕 
イヤに交換してください。 


警告 A 


• タイヤの摩耗には十分にを意し、 
ス U ップヴイン（別冊「整備手 
帳」参照）び現われたら、すぐに 
交換してください。タイヤの溝 
の深さび 3 mm じ(下になると著 
しく滑りやすくなり、事故を起 
こすおそれびあります。 

• 必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびあります。 


• ホイールボルトは、ホイールに 
適合した純正品だけを使用して 
ください。純正(外のホイール 
ボルトを使用すると、ホイール 
び脱落して事故を起こすおそれ 
びあります。 

-再生タイヤを装着した場合、安 
全性の保証はでさません。 
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点検と整備 


注意！ 

• タイヤに空気を入れてち、すぐ 
に空気圧び低下するとさは、パ 
ンクやホイールの損傷、タイヤ 
バルブからの空気漏れなどのお 
それびあります。ただちに点検 
を受けてください。 

-タイヤのトレッドびひどくすり 
減ったり、傷びついているとさ 
は交換してください。 

-ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたすおそれび 
あります。 

• 回転方向び指定されているタイ 
ヤは、タイヤの側面に記された、 
回転方向の矢印に従って装着し 
てください。 

-路面の段差などを乗り越えると 
さは、速度を落とし、注意して 
走行してください。タイヤやホ 
イールを損傷するおそれびあり 
ます。 


-装着するタイヤは、指定のサイ 
ズで4輪とち同じ銘柄のわのに 
してください。 

ヴイズや銘柄び異なるタイヤを 
組み合わせて装着すると、操縦 
性に悪影響をおよぼし、事故を 
起こすおそれびあります。 

-純正品または指定品(外のタイ 
ヤやホイールを装着すると、道 
路運送車両法違反になることび 
あります。 


- ] 本だけ新品のタイヤを装着す 
るとさは、前輪に装着してくだ 
さい。 

-タイヤの空気圧を点検するとさ 
は、スペアタイヤの空気圧わ点 
検してください。 

. 摩耗具合にかかわらず、6年 
上経過したタイヤは新品のタイ 
ヤと交換してください。 


I I I I II ■ 


知識 

-新品のタイヤを装着したとさは、 
走行距離び約]日日 km を超える 
までは速度を控えて運転するこ 
とをおすすめします。 

-曰頃からタイヤの空気圧を点検 
してください。特に重い荷物を 
積んで高速走行するとさなどは 
必ず行なってください。 

-タイヤび温まっているとさ、空 
気圧は約日. 3 k 浸/ cm 2 ほど高くな 
ります。空気圧はタイヤび冷え 
ているとさに調整してください。 
規定の空気圧を記載したラベル 
は助手席側のセンターピラーに 7 
貼付してあります。 — 


I 景境 9 


定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧び低いと、 
燃料を余計に消費します。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 



タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さく異なり 
ます。己，0日日〜]日，0日日 km を目安に 
摩耗具合を点検し、偏摩耗の兆候び 
はっさりした時点でタイヤ□ーテー 
シヨンをしてください。 


知識 

• タイヤ□ーテーシヨンを適切に 
実施すると、タイヤの摩耗を均 
一化することびでさます。この 
結果、タイヤの寿命を延ばすこ 
とびでさます。 

• タイヤ □ーテーシ ヨンは、タイ 
ヤの回転方向を変えないよラ 
に、前後の位置を入れ替えてく 
ださい。 

. タイヤを入れ替えたあとに空気 
圧を調整してください。 
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点検と整備 


I I I I II ■ 


r タイヤ空気圧ラベル_ ] 

タイヤ空気圧ラベルは助手席側のセン 
ターピラーに貼付されています。 




空気圧ラベル 

ラベルはシンボル表記になっていま 
す。タイヤサイズや乗車人数、荷物の 
量に応じて、前輪と後輪、スペアタイ 
ヤの空気圧を調整して<ださい。単位 
は 「 bar （ = kg / cm う」と 「 psi 」 で 
示しています。たとえば、「2.日 bar 」 
は「約2.0 k 浸/ cm 2 」 になります。 


※タイヤ空気圧ラベルは車種により異なるこ 
とびあります。 
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点検と整備 


バッテリ- 

▼バッテリー 

バッテリー取り扱いの一般のなま意 

バッテリーを取り扱ラとさはじ(下の点 
に十分ま意してくださしん 

警告 A 


• バッテリーを取り扱うときは、 
傾けたり横倒しにしないでくだ 
さい。バッテリー液び漏れるお 
それびあります。 

-バッテリーを取り扱うときは、 
保護眼鏡を着用してください。 

-バッテ U —液に触れないでくだ 
さい。バッテリーには希硫酸ま 
たは電解物質 （" VRLA - 目 AT - 
TERY ") が入っており、体に付く 
とその部分び侵されます。万一、 
目に入ったときは、すぐに多量 
の水で已分じ(上洗眼し、医師の 
診断を受けてください。 

-衣服や塗装面などに付着すると、 
腐食が起こります。ただちに多 
量の流水で洗い流してください。 


• バッて U —ケース側面部の液量 
表示が 「min」 じ(下のとさは、エ 
ンジンを始動したりバッテリー 
を充電しないでください。 

液量不足のまま充電すると、劣 
化を早めたり爆発するおそれび 
あります。ただちに点検を受け 
てください。 

• 極性（プラス®、マイナス©)を 
間違えないよラに注意してくだ 
さい。©端子と©端子をショー 
卜させると、バッテリーび爆発 
するおそれびあります。 

• 乂気は近づけないでください。 


注意！ 

• エンジン回転中は、絶対にバッ 
テリーケーブルを外したり、ゆ 
るめないで < ださい。 

-定期的にバッテリーの点検を行 
なってください。バッテリー液 
び減っているときはバッテリー 
液を補給してください。 


-長期間、車を使用しないとさや 
短距離、短時間の走行び多いと 
きは、通常よりも頻繁にバッテ 
リー液量などを点検してくだ 
さし、。 

• バッテリーの接続を外す前にエ 
ンジンスイッチからキーを抜さ、 
すべての電気装置を日ドドにして 
ください。 

-充電機を使用してバッテリーを 
充電するとさは車から取り外し 
てください。 

-バッテ U —端子の取り付けボル 
卜は確実に締め付けてくださし、。 

-バッテ U —端子を取り外すと、 
ラジオのプ U セットメモ U —な 
ど、記憶（メモリー）び消去さ 
れます。 


環境 9 


環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーは、新しいバッテリーをお買い 
求めになった販売店に廃棄処分をお 
願いしてください。 
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点検と整備 


▼ 寒冷時の取り扱い 

寒冷時には、通常とは違った取り扱い 
び必要です。必ず下の注意事項を 
守ってください。 

冷却水/バッテリー 

冷却水の不凍液の濃度び適正であるこ 
と、バッテ U —の液量や充電状態に不 
足びないことを点検してください。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には夏用と冬用の2種 
類びあります。冬用の純正ウオッシャー 
液を使用してください。 


ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤ、ス 
ノーチェーンび必要です（7-22、 7- 
23)。 


スノーチェーンは、ダイムラー•クラ 
イスラー社の指定品を使用してくださ 
い。取り扱いについては、スノーチェー 
ンに添付されている取扱説日月書に従つ 
てください。 


冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。 

凍結防止用の塩類をま < 地方の場合、 
] 年に一度ボディ下回りの防鐘処理を 
することをおすすめします。 


寒冷時の取りお。^^ 


積雪 

ボディやウインドウIこ雪び積もつたと 
さはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 
あります。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 


ドアやテールゲートの凍結 

ドアやテールゲートび凍結している 

とさは、じ(下のよラな方法で走行す 

る前に解凍するか、氷を取り除いて 

ください。 

-氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウインド 
ウを傷つけないよラに注意してく 
ださい。 

• ドアやテールゲートび凍結して開 
かないとさは、開口部周囲({-める 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシリンダーに 
はめるま湯びかからないよラにし 
てください。 

• 再凍結を防止するため、余分な水 
分はされいに拭さ取ってください。 

-凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとすると、周囲の防 
水シールを損傷するおそれびあり 
ます。 


ボディ下部の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダー 
の内側を点検してください。ブ 
レーキ関連部品やステアリング関 
連部品、サスペンションなどび凍 
結したり、雪や氷塊び付着してい 
ると、ボディを損傷したり、車の 
コント□ールを失って事故を起こ 
すおそれびあります。 

また、フェンダーの内側に雪び詰 
まって固まっていると、ボディを 
損傷したり、ステアリングびまわ 
せずに事故を起こすおそれびあり 
ます。 


-雪や氷塊び付着しているときは、 
めるま湯をかけるなどして、部品 
やボディを損傷しないよラに注意 
しなびら、雪や氷塊を取り除いて 
ください。 


-走行中にわ、はね上げた雪や水し 
ぶきび凍結し、氷となってボディ 
下部やフてンダーの内側に付着し 
ます。休憩時わこまめに点検し、 
雪や氷塊び付着しているときは、大 
きくなる前に取り除いてくださし、。 
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点検と整備 


寒冷時の取りお。^^ 


ワイパーなどの凍結 

ワイパーや電動格納式ドア S ラー、パ 
ワーウインドウ、スライディングルー 
フなどび凍結しているとさに、無理に 
動かすとモーターを損傷することびあ 
ります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 
また、電動格納式ドアミラーは手で動 
かさないで < ださい。 


秉車前に 

靴底などに付いた雪や氷を取り除いて 
から乗車してください。ペダルを操作 
するとさに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの内側が曇りやす 
くなります。 


雪道を走行ずるとき 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやすくなっています。十分な車間距 
離を確保し、いつわより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

安全な走行と操縦性を確保するため、 

(下の注意事項を守ってください。 

-ウィンタータイヤまたはスノー 
チエーンを必ず使用してください。 

-走行モード選択スイッチを C モー 
ドに切り替えてください（4-9)。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速 
などを避けてください。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍 7 

結し、ブレーキの効さび悪くなる 
ことびあります。 

前後の車に十分注意し、とさどさ 
ブレーキペダルを軽<踏んでブ 
レーキの効さ具合を確認してくだ 
さし、 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 


雪道で動けないとき 

雪道で動けなくなったとさは、マフラー 
(排気ガスの出口）と車の周囲から雪を 
取り除いてください。排気ガスび車内 
に侵入してくるおそれびあります。 

警告 A 


マフラーなどび雪に埋われた状態で 
エンジンを回転させていると、排気 
ガスび車内に入り一酸化炭素中毒を 
起こしたり、中毒死するおそれびあ 
ります。 


駐車ずるとさ 

寒冷時や積雪地帯での駐車時は(下の 

点に注意してください。 

-駐車ブレーキび凍結するおそれび 
ある場合は、駐車ブレーキを使用 
せず、セレクターレバーを ra に入 
れ、確実に輪止めをしてください。 

-できるだけ風下や建物の壁、太陽 
のあたる方向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび;令えす 
ざないよラにして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで 
ください。雪やつららび落ちてさ 
てボディを損傷するおそれびあり 
ます。 

• エンジンを毛布でカバーしたり、 
フ□ントグリルの内側に段ボール 
や新聞紙などを挟まないで<ださ 
し、。 誤ってエンジンを始動すると、 
火災や故障の原因になります。 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとさは、ウィ 
ンタータイヤの装着をおすすめします。 

装着するウィンタータイヤは、指定の 
サイズで4輪とち同じ銘柄のちのにし 

てください （8-1 1)。 
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点検と整備 


注意！ 

• 回転方向び指定されているウィ 
ンタータイヤは、タイヤの側面 
に記された回転方向の矢印に 
従って装着してください。 

-ウィンタータイヤの装着時に、 
スペアタイヤを装着すると、車 
両安定性や制動力び大さ < 低下 
するので注意して < ださい。 
スペアタイヤは応急的に使用し、 
でさるだけ早くウィンタータイ 
ヤに戻してください。 

-ウィンタータイヤの溝の深さび 
4mmiirF になると著しく滑り 
やす<なり、事故につなびるお 
それびあります。 

-ス U ップヴイン（別冊「整備手 
帳」参照）び現われたら、ウィ 
ンタータイヤをすぐに交換して 
ください。 

• ウィンタータイヤをがした後は、 
タイヤ/ホイールを乾燥した冷 
暗所で保管してください。 


スノーチェーン 

ウィンタータイヤでわ走行が困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さし、 

• スノーチェーンは、ダイムラー- 
クライスラー社の指定品を使用し 
てください。取り扱いについては、 
スノーチェーンに添付されている 
取扱説明書に従ってください。 

• スノーチェーンは必ず前輪に装着 
してください。 

• スノーチェーン装着持は約3日 km/h 
(下の速度で走行してください。 

• スノーチェーン装着時は ASR を 
OFFI^ したほラび走行しやすい場合 
びあります。 


※ウインタータイヤ、スノーチェーン 
について、詳しくは指定サービスェ 
場におたずねください。 


寒冷時の取りお。^^ 


注意！ 

-スノーチェーンは必ず指定品を 
装着してください。指定品(外 
のスノーチェーンを装着する 
と、タイヤから外れたり、車体 
に接触するおそれびあります。 

• スノーチェーンの取り付け/取 
り外しは、周囲の交通を妨げな 
し、安全で平坦な場所で行なつ 
てください。路面に雪や凍結び 
なくなつたときは、スノーチェー 
ンを外してください。 
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点検と整備 


■ II I 11 


▼ 曰常の手入れ 

定期的に手入れをすることで、いつま 
でも車を美しく保つことびできます。 
ダイムラー*クライスラー社の純正 
カーケア用品のご使用をおすすめし 
ます。 


警告 A 


• 一部の合成クリーナーなどには、 
揮発性有機溶剤や可燃性物質を 
含んでいることびあります。カー 
ケア用品を使用するとさは、必 
ず添付の取り扱い上のま意を読 
み、指示に従ってください。 

• 車内で カーケア 用品を使用する 
ときはウインドウを開き、十分 
に換気してください。有機溶剤 
による中毒を起こしたり、静電 
気が可燃性ガスに引乂して乂災 
を起こすおそれびあります。 

. 車の手入れをするとさに、ガソ 
U ンやシンナーなどを使用しな 
いでください。中毒を起こした 
り、気化ガスに引火して乂災を 
起こすおそれびあります。 


注意！ 

純正カーケア用品の使いかたにつ 
いては、必ず添付の取扱説明書を 
お読みください。 
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点検と整備 


外装 

0走行後は、ボディに付着したほこ 
りを毛ばたさなどで払い落として 
ください。 

〇かなくとち月に]度は洗車してく 
ださい。 

〇飛び石により塗装面に傷びつくと、 
鐘の原因になります。早めに補修 
を行なってくださし、。 

〇保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をおすすめします。 

〇泥や虫の死びい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、およびガソ U ンなどび付 
着したとさは、すみやかに拭さ 
取ってください。 

とくに、鳥のふんは塗装面を損傷 
しやすいので、でさるだけ早く水 
で洗い流してください。 

0凍結防止剤びまかれた道路を走行 
したとさは、すみやかに洗車し、 
ボディ下回りやフェンダー内を洗 
い流してください。 


洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流します。 

► 水に純正 カーシヤンプーを 湿ぜた 
洗浄液を用意し、車全体に吹さ付 
けます。外気取り入れ口付近では 
少量吹さ付けるだけにし、ダクト 
内に洗浄液び残らないよラにま意 
してください。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴を拭さ 
取ります。 


ま意！ 

水び凍るよラな寒いとさや直射曰 
光び強く当たる場所、走行直後で 
ボンネットび熱くなっているよラ 
なときは洗車をしないでください。 


II I M ■ 


0虫の死びいなどは、洗車前に純正 
インセクトリ ムーバーで 取り除い 
てください。 

0 コールタールや アスファルトの';ち 
れは、 純正 タール U ムーバーで 拭 
き取ってください。乾いてしまラ 
と落としにくくなるので、早めに 
処理してください。 

〇へッドランプを含むランプ類は樹 
脂製レンズです。流水または水と 
純正カーシャンプーを混ぜた洗浄 
液で洗い流してください。有機溶 
剤や強アルカ U 洗剤などを使用し 
たり、強くこすると細かい傷をつ / 
けるおそれびあります。 
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点検と整備 


日常の手入れ 

自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するとさは(下の点 

に気をつけてください。 

〇車の巧れびひどいときは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをしてく 
ださい。 

〇自動洗車機び車のサイズに合って 
いることを確認してください。 

〇洗車前にドアミラーを格納してく 
ださい。 

0回転ブラシの硬さによっては、細か 
な傷びつさ、塗装面の光ミ尺び失わ 
れたり、劣化を早めることびあり 
ます。 


高圧式スプレーガンの使用 

〇高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高すざると、塗装を損傷す 
るおそれびあります。 

0高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分などに近づけな 
いでください。水圧び高いため、 
車内に水び侵入したり、防水シー 
ルや塗装を損傷するおそれびあり 
ます。 

0高圧式スプレーガンのノズルを夕 
イヤに向けないでください。水圧 
び高いため、タイヤに傷をつける 
おそれびあります。 


塗装面 

塗装面の手入れには、(下の純正カー 

ケア用品を使用してください。手入れ 

方法などは、添付の取扱説明書をお読 

み < ださい。 

◊ペイント保護剤 

塗装面に被膜をつくり、ボディの光 
ミ尺を守ります。 

0ペイントポリッシュ 

光ミ尺を失った塗装面の巧れを落と 
します。 

0スポットクリーナ 

腐食の原因となる鳥のふんや樹脂 
など、ボディにこびりついた頑固 
な巧れを除去します。 

0タッチアップペイント 

塗装面にでさたルさな傷の応急補 
修に使います。 


7-26 




注意！ 

直射日光び強く当たる場所や走行 
直後でボンネットび熱<なってい 
るようなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそ 
れびあります。 

知識 

誤って塗装を傷つけたり、誤った手 
入れにより鐘などび発生したとさ 
は、早めに補修することをおすすめ 
します。 


* 仕様などにより装備び異なります 


点検と整備 


II I M ■ 


ホイール 

0めるま湯に純正カーシヤンプーを湿 
ぜた洗浄液で洗い流して < ださい。 

◊落ちにくい巧れのときは、純正ア 
ルミホイールクリーナを使います。 

ま意！ 

走行直後は、ブレーキディスクや 
ホイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクび 
熱いとさに急激に冷やすと、ディ 
スクを損傷するおそれびあります。 


ウインドウ/スライデイングルーフ* 

ガラスの室内側には、曇り止め配合の 
純正インテリアガラスクリーナを使い 
ます。 

室外側のガラスの巧れびひどいとさは、 
純正ウインドウクリーナを使います。 


注意！ 

テールゲートウインドウに、極細 
の熱線やアンテナ線びプ U ントさ 
れている車種びあります。ガラス 
面の内側を清掃するとさは、柔ら 
かい布を使い、熱線やアンテナ線 
におって拭さ取り、傷をつけない 7 
よラにま意してください。 — 
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点検と整備 


■ II I 11 


車巧 

◊プラスチックやゴム部分は、純正 
カーシ ヤン プーを 湿ぜた洗浄液ま 
たは純正プラスチッククリーナで 
拭さ取ります。 

0ステアリングやセレクターレバー、 
メーターパネルなどは、純正力一 
シヤンプーを湿ぜた洗浄液で拭さ 
取ります。 

ファブリック 

0ブラシなどでほこりを払い落とし 
ます。 

◊巧れびひどいときは、純正ク□ス 
ク U —ナを使い、染み抜さには純 
正スポット U ムーバーを使います。 

ベロアー 


本革 

巧れ を 落としてから、純正レヴ ー ケア 
フ オームを 使用します。 

アルカンタラ/ヌバックレザー 

柔らかい布で軽く乾拭さするか、布を 
軽く湿らせて拭さ取つてください。 

ま意！ 

アルカンタラ/ヌバックレヴーに 
は手入れ用品などを使用しないで 
ください。 

また、強い力で乾拭さしないでくだ 
さい。色落ちしたり、表面に傷を付 
けるおそれびあります。 

人工皮革 

純正 カーシヤンプーを 使用します。 


水分や熱によつて毛足び寝てしまラと 
巧れたよラに見えます。このよラなと 
きは軽く湿らせたブラシで整えます。 


知識 

他にわ純正カーケア用品びありま 
す。詳しくは指定サービスエ場に 
おたずね<ださい 
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サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー 


▼ 純正部品/純正アクセサリー 

ダイムラー*クライスラー社では、点 
検や整備に必要な純正部品を豊富に用 
意しています。メルセデス*ベンツ純 
正部品は厳格な基準により品質管理さ 
れております。点検や整備、修理のと 
きは必ず純正部品を使用してください。 

アクセヴ U —についてち、ダイムラー- 
クライスラー社またはダイムラー*ク 
ライスラー曰本株式会社び指定する製 
品のみを使用してください。 


A 


どんな場合でわ、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用する部品には、純正部品(外の物 
を使用しないでください。事故やけ 
びの原因になります。 


知識 

純正部品(外の部品を使用したと 
さは、該当個所だけでなく関連個 
所に不具合び生じても、保証を適 
用でさないことびあります。 
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サービスデータ 


環境 9 


ダイムラー*クライスラー社では、 
資源の有効利用を促進するため 、 U 
サイクル部品を積極的に導入してい 
ます。 


注意！ 

• エアバッグ、シートベルトテン 
シヨナ ー、 インストルメントパ 
ネル、センターコンソール、セ 
ンターピラーのフ□アパネル付 
近の周囲にはエアバッグやシー 
トベルトテンシヨナーのセン 
ヴー類び取り付けられていま 
す。これらの部位にオーディオ 
などを追加装備したり、修理や 
板金などを行なラと、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナー 
の作動に悪影響を与えることび 
あります。 

詳しくは指定ヴービスエ場にお 
たずねください。 


純正部品/純正アクセサリー ■ 


-車載無線機など電装アクセヴ 
リーを取り付けるとさは指定 
サービスエ場に相談してくださ 
し、取り付け方法などび適切で 
ないと、車の電子制御部品に悪 
影響を与えることびあります。 
また電気配線を間違えると、火 
災や故障の原因になります。 

-ウインドウに透明な吸盤を貼り 
付けないで<ださい。透明な吸 
盤びレンズとして作用して、乂 
災び起こることびあります。 
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サービスデータ 


ビ——ク J レノレ——卜 

▼ビークルプレート 

純正部品を注文するとさに車台番号あ 
るいはエンジン番号び必要になること 
びあります。車台番号やエンジン番号 
を知るためのプレート類は図の箇所に 
取り付けられています。 



① ニューカー プ レー ト 


運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー下部に、車の車台番号を記載した 
ニューカープレー ト①び貼付してあり 
ます。 



② カフーつー ト_•/ レー ト 


運転席または助手席側のフ□ントピ 
ラー下部に、カラーコードを示すプ 
レート③び貼付してあります。 
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サービスデータ 


ビークルプレー 



③車台番号 

エンジンルーム内中央正面に、車の車 
体番号③び巧刻してあります。 



④エンジン番号 

エンジンの下部にエンジン番号④び巧 
刻してあります。 
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サービスデータ 


▼ 電球一覧 


ランプ 

ワット数(規格） 

へッドランプ 
(下向き） 

己已 W ( H 7) 

へッドランプ 
(上向さ） 

已 5 W ( H 1) 

フオグランプ 

己己 W ( H 1) 

方向指示な 
(フ□ント） 

21 W (黄色） 

方向指示灯 
(サイド） 

5 W (黄色） 

方向指示灯 
(リア） 

21 W (黄色） 

パックランプ 

21 W 

ブレーキランプ 

21 W 

八イマウント 
ストップランプ 

2 W 
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ランプ 

ワット数(規格） 

フ□ントパーキン 
グランプ/車幅灯 

5 W 

U アパーキングラ 
ンプ /テールランプ 

21/4 W 
(4 VV を使用） 

U アフォグランプ 
(ち側のみ） 

21/4 W 
に] W を使用） 

ライセンスランプ 

5 W 







▼ ヒューズー覧 

メインヒューズボックス① 

(ち側フ□ントシート足元のフ□ア下) 


ヒューズ番号/アンペア数/装置名 
12日 A :フアン U レー、フアンコント□—ル 
モジュール、エンジンコント□ール 
モジュール、エアインジェクション 
U レー 

2 2已 A :エンジンコント□ールモジュール、 

フューエルポンプ U レー 

3 25A :温度調節コント□ール 

4 7.已 A : ESP コント□—ルモジュール、ブ 

レーキ ペダルスイッチ 

已 ]0A :オートマチックトランスミッション 
コント□ールモジュール 
目]已 A :ホーン 
7 10A : ブレーキ ランプ 
8 10A :診断用ソケット、温度調節コント 
□ —ルノ くネル 

9 3日 A :フアンコント□—ルモジュール 

または 

4日 A :フアン U レー 
10 ] 已 A : * スライディングルーフ、 

U アワイパー 

11 ] 已 A :ルームランプ、ラジオ、ヘッドラン 
プスイッチ、インストルメントパネ 
ル（フ□ント/ U アワイパーコント 
□ールとワイパー間欠作動、ワイ 
パー/ウオッシャーシステム、リア 
デフ ォッ ガー、三ラーヒーター、 
助手席エアバッグオフ表示灯） 

12 2日 A :グ□-ブボックスライト、ライター、 
12V 電源ソケット 


. サービスデータ 


ヒュー X — 


13 7.己 A 

14 7.已 A 
1已 7.5A 


16 30A 

17 ] 曰 A 

18 2己 A 

19 

20 
21 
22 

23 2己 A 

24 

2已 30A 

26 30A 

27 

28 10A 


29 2已 A 

30 7.己 A 


31 2己 A 

32 ] 已 A 

33 20A 

34 2己 A 
3已 2已 A 
36 40A 
37 10A 
38 30A 


助手席パワーウインドウ 
運転席パワーウインドウ 
チャイルドセーフティシート検知セ 
ンヴー、助手席エアバッグオフ表示 
灯、エアバッグコント□ールモ 
ジュールを含む）セントラル□ッキ 
ングシステム（診断用） 

ワイパー モーター 

ウォッシャー液ポンプ 

1 2V センターコンソールソケット 

未使用 

未使用 

未使用 

未使用 

シートヒーター 
未使用 

運転席パワーウインドウ 
助手席パワーウインドウ 
卞使用 

インストルメントパネル（方向指示 
灯、ワイパー/ウォッシャーシステ 
ム、 U アデフォッガー） 

セントラル□ッキングシステム 
インストルメントパネル（表示巧、 
ランプ、方向指示巧）、ステアリン 
グ角度センサー 
U アデフォッガー 

* スライディングルーフ、ルームラ 
ンプ 

フ□ントパワーウインドウ 
未使用 
ESP バルブ 
ランプモジュール 
三 ラーヒーター 
スターター U レー 


39 7.已 A 

40 7.己 A 

41 7.己 A 

42 7.已 A 

43 7.已 A 

44 

4已 7.己 A 


インストルメントパネル（表示灯、 
ランプ、方向指示灯） 

診断用ソケット、ステア U ング角度 

センヴー、三ラー調整 

内部送風口、温度調節コント□ール 

パネル、（湿度センサー、室内温度 

センサー）、電動可倒式ミラー 

ランプモジュール 

バックランプ 

未使用 

未使用 


A 4 14 000巨已99 
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サービスデータ 


n . —ズー覧 


補助ヒューズボックス③ 

(ライトスイッチ側面） 

1 7.已 A : □—ビーム（左） 

2 7.已 A : □—ビーム（ち） 

3 ] 日 A :八イビーム、八イビーム表示巧、 

4 7.已 A :方向指示灯（左サイド）パーキング 

ランプ（左）、テールランプ（左） 

已 ]5A :方向指示灯（ちサイド）パーキング 
ランプ（ち）、テールランプ（ち）、ラ 
イセンスランプ、メーターパネルラ 
ンプ、 

6 ] 己 A :フ□ントフオグランプ、 U アフオグ 
ランプ 

A 4 14 000巨己99 


※この仕様は取扱説日月書作成時のちので、予 
告なく変更されることびあります。 


車により一部仕様び異なるとさびありまずの 
で、メインヒューズボックス内のヒューズ 
配置表をご覧ください。 
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サービスデータ 


I I II I ■ 


▼ オイル-液類 

必ずダイムラー*クライスラー社の純 
正品または指定品のみを使用して < だ 
さし、 


注意！ 

オイル漏れびあったり、何らかの異 
常を感じたとき、またはオイルレべ 
ルについては指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


油脂類 

容量（ぶ） 

指定品目 

備考 

エンジンオイル 

約4.己 

承認オイル 

オイルフィルター分を含む 

才ートマチック 
トランスミッションオイル 

約 3. 3 

承認オイル 

交換時ま入量 

パワーステアリングオイル 

— 

純正ノ くワーステアリングオイル 

専用オイル 

ブレーキ液 

— 

純正ブレーキ液 

DOT 4規格 


※記載の内容は、取扱説明書作成時のちので、予告なく変更されることびありまず。 
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サービスデータ 


■ I I II I 



冷却水 


ウオツシヤー液 


バツテリー 


エアコ ン冷媒 


約 6. 8 


約 4.2 


指定品目 

備考 

無鉛プレミアムガソリン 

警告灯点灯時の残量 
約6.日公 

純正不凍液 

水に純正不凍液を混ぜて使用 

濃度にを意 (7-6) 

純正ウインドウウォッシャー液 
冬用、夏用 

水と純正ウォッシヤー液を 
湿ぜて使用 
濃度にま意 

]2 V /40 Ah 、62 Ah 、72 Ah 、 
74 Ah 、 

ち側フ□ントシート足元の 
フ□ア下 

R ] 34 a 

R -1 2を使用しないこと 


注意！ 

必ず取扱説明書に記載の指定燃料 
を使用してください。指定燃料は 
無鉛プレミアムガソ U ンです。 


指定外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用す 
ると、燃料系部品の腐食や損傷 
などによりエンジンび故障した 
り、乂災び発生するおそれびあ 
ります。 


-指定(外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用し 
て故障び発生した場合は、保証 
の適用外となりますので、ご了 
承ください。 
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サービスデータ 


I I I I II ■ 


▼ タイヤとホイール 
標準タイヤ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

] 9 己/己 OR ] 6 

軽合金己 1/2 」X ] 6 

42 mm 


スペアタイヤ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

]9 己/己己 R ] 已 

スチール己 ] /2 」X ] 己 

42 mm 


ウィンタータイヤ 



必ず純正品または承認されているタイヤを使用してください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずねください。 

※記載の内容は、取扱説日月書作成時のをので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


積載荷物の制限重量 

▼ 積載荷物の制限重量 
ルーフレール 積載荷物の制限重量 

己 0 kg 

※ルーフキヤ U アなどの重量も含まれます。 
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9. こんなとさは 


トラブルの原因と巧応 9-2 

警告な 9-6 




こんなとさは 


トラブルの原因と対応 
▼ トラブルの原因と巧応 


トラブル 

原因 

巧応 

警告アラームび鳴った。 

駐車ブレーキを解除しないで走行している。 

► 

駐車ブレーキを解除してください。 


ライトを点灯した状態でキーを抜いてドア 
を開し)た。 

► 

ライトスイッチを0にしてください。 

エンジンの回転び滑らかでな<、三スファ 

イグニッシヨンコイルび損傷している。 

► 

アクセルペダルを踏み過ざないでくだ 

イヤしている。 

エンジン制御システムに異常びある可能性 


さい。 


びある。 

► 

ただちに指定サービスエ場で点検を受け 


指定燃料 iu がの燃料を使用している。 


て < ださい。 

エンジンび始動しない。 

エンジン制御システムに異常びある。 

► 

始動操作を繰り返して<ださい。ただし 


燃料供給に異常びある。 


エンジン始動を長時間つづけると、バッ 
テ U —びあびるおそれびあります。 



► 

何度始動を試みてちエンジンび始動しな 
い場合は、指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


バッテ U —電圧び低下している。 

► 

ブースターケーブルを使用して始動して 
ください（目-21)。 



► 

何度始動を試みてちエンジンび始動しな 
い場合は、指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 
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トラブル 

インストルメントパネル内に F の文字び表示 
されている。 

オートマチックトランスミッションの変速 
や作動に異常びある。 

なめらかに加速しない。 


U モコンで解錠/施錠でさない。 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


原因 

巧応 

オートマチックトランスミッションに異常び 
ある可能性びある。 

iu 下の操作で応急的に走行でさる場合びあ 

0ます。 

トランスミッションオイルび不足している。 

► 車を停止してください。 


► セレクターレバーを la に入れてくださ 
い。 


► エンジンを停止してください。 


► 約] 0秒間待ってからエンジンを再始動 
して < ださい。 


► セレクターレバーを111または m に 
入れます。 


► セレクターレバーを ra に入れた場合、 
ギアは2速に入ります。 


► セレクターレバーを ra に入れた場合、 
ギアは U バースに入ります。 


► ただちに指定サービスエ場でトランスミ 
ッシヨンの点検を受けてください。 

U モコンの電池び切れている。 

► U モコンの電池を点検し、必要であれば 
交換してください （3-1 已）。 

U モコンび故障している。 

► ドアおよびテールゲートの解錠/施錠に 
は、キーを使用してください。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と巧応 


トラブル 

U モコンで施錠したとさに、方向指示なび 
点滅しない。 

車両の施錠びでさない。 


U モコンを紛失した。 


エンジンスイッチびまわせない。 


原因 

巧応 

ドアまたはテールゲートび完全に閉じてい 

► 

ドアまたはテールゲートを完全に閉じて 

なし、 


から施錠してください。 

セントラル□ッキングシステムび故障して 

► 

キーを使用して施錠してください。 

いる。 

► 

すみやかに指定サービスエ場で、セント 
ラル □ ッキングシステムの点検を受けて 
<ださい。 


► 

ただちに指定サービスエ場に連絡して< 
ださい。 


► 

指定サービスエ場で、新しい U モコンを 
入手してください。 


► 

必要であればキーシ U ンダーち交換して 
<ださい。 

キーを長時間0の位置に差し込んでいた。 

► 

キーを抜いて、再度エンジンスイッチに 
キーを差し込んで < ださい。 

バッテ U —電圧び低下している 

► 

バッテ U —電圧を点検してください。必 
要に応じて、充電してください。または、 
ブースターケーブルを使用して始動して 
<ださい。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブル 

原因 


巧応 

い < つかの電装品び作動しない。 

ヒューズび切れている。 


► ヒューズを交換してください。 

► 指定サービスエ場で、ヒューズび切れた 
原因を調べてください。 

シートヒータースイッチの表示灯び点滅し 
てし"'る。 

バッテ U —の電圧び低下しているため、 
動的にシートヒーターび停止している。 

白 

► 電圧び回復すると、シートヒーターは自 
動的に作動を開始します。 

U アデフォッガーの表示灯び点滅している。 

バッテ U —の電圧び低下しているため、 
動的に U アデフォッガーび停止している。 

白 

► 電圧び回復すると、 U アデフォッガーは 
自動的に作動を開始します。 


ワイパーび作動しない。 ウインドウに雪などの障害物び付着している。 ► 安全のため、エンジンスイッチからキー 


を抜さ取ってから、障害物を取り除いて 
<ださい。 

► もラー度、ワイパーのスイッチを入れて 
<ださい。 


ワイパーモーターび作動してし''なしん ► ワイパースイッチを他の位置にして < だ 

さい。 

► 指定サービスエ場でワイパーの点検を受 
けて < ださい。 
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こんなとさは 


▼警告好 


表示好/警告な 

原因 

巧応 

m 

走行中に黄色の ES P 表示灯び点 
巧する。 

ASR び解除されている。 

► ASR を ON にしてくた!さし、 

回 

走行中に黄色の ES P 表示灯び点 
滅する。 

タイヤび空転しているか、車び横滑りして 
いる。 

► アクセルペダルを踏む力を少しゆるめて 
<ださい。 


走行中に黄色の ABS 警告巧び 
点灯する。 


故障のため A 巨 S び解除されている。これは 
巨 AS や ESP も解除されていることを意味す 
る。 A 巨 S は作動しないび、ブレーキは通常 
通り機能する。 


A 日 S びバッテ U —電圧の低下により停止し 
てし''る。 


また、憤重に運転するととちに、じ(下の 
操作は絶対に行なわないよラにしてくだ 
さし、 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
► 十分にま意して走行してくださし、 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

これらのを意を守らないと事故につなびる 
おそれびあります。 

► 必要のない電気部品の電源をオフにして 
<ださい。 

バッテ U —電圧び回復すると A 巨 S は作動 
します。 
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こんなとさは 




表示'灯/警告'灯 

原因 

巧応 


走行中にホ色のエアバッグシ 

乗員保護システムに異常びある。エアバッ 

► 

十分にミ主意して、最寄りの指定サービス 

ステム警告灯び点灯または点 

グやシートベルトテンシヨナーび不意に作 


工場で点検を受けてください。 


滅する。 

動したり、事故のとさに作動しない可能性 
びある。 



圓 

走行中に警告音ととちに赤色の 
ブレーキ警告巧び点灯する。 

駐車ブレーキを解除せずに走行している。 

► 

駐車ブレーキを解除してください。 

駐車ブレーキを解除しても点灯していると 

► 

安全を確認し、すみやかに車を停止させ 


さは、ブレーキ液量び不足している。 


て < ださい。 




► 

走行を続けないで、ただちに指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。 




ブレーキ液は補給しないでください。ブ 
レーキ液を補給してちトラブルは解ミ夫され 
ません。 


走行中にホ色の冷却水量-冷却 

;令却水温度び異常に上びっている。 

► 

すみやかに車を停止し、エンジンを停止 

水温度警告なび点灯し、アラー 
ムび鳴った。 

;令却水量び不足している。 


してエンジンを冷ましてください。 


この警告灯び頻繁に点灯する場合は、冷却 
システムに漏れびある可能性びあります。 

;令却水量び適切な場合、；令却ファンび故障 

► 

冷却システムを点検し、冷却水び不足して 
いるとさはオーバーヒートを避けるため、 
エンジンび;令えてから;令却水を補給して 
<ださい。 



している可能性びあります。 

► 

走行するとさはエンジンに大さな負担を 
かけたり（山間部の走行など）、発進/ 
停止を繰り返さないでください。 
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こんなとさは 




表示'灯/警告な 

原因 

巧応 

R18 

エンジン始動後、または走行中 
に黄色の冷却水量-冷却水温度 

;令却水温度び上昇している。 

► 

すみやかに車を停止し、エンジンを停止 
してエンジンを;令ましてください。 


警告巧び点なする。 

;令却水レベルび低下している。 

► 

U ヴーブタンクの;令却水量を点検し、不 
足しているとさはエンジンび;令えてから 
冷却水を補給してください。 

ESI 

走行中に黄色のエンジン警告灯 
び点灯する。 

び故障している可能性びある。 

• 燃料噴射システム 

• 点乂システム 

• 排気システム 

► 

すみやかに指定サービスエ場で車を点検 
して < ださい。 


エンジンの始動後、または走行 
中に黄色のエンジンオイル量警 
告巧び点灯する。 

エンジンオイル量び不足している。 

► 

► 

最寄りの指定ヴービスエ場でエンジンオ 
イルを補給してください。 

通常より頻繁にエンジンオイルを補給す 
る場合は、ただちに指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

因 

エンジンの始動後、または走行 
中に黄色のブレーキパッド摩耗 
警告灯び点灯する。 

フ□ントのブレーキパッドの摩耗び限界に 
達している。 

► 

すみやかに指定サービスエ場でブレーキ 
パッドを交換してください。 
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こんなとさは 




表示'灯/警告'灯 

原因 

巧応 

綱 

走行中またはエンジンスイッチ 
び 2 の位置のとさ、助手席エア 
バッグオフ表示灯び点灯する。 

助手席に純正チャイルドセーフティシート 
び取り付けられているため、助手席エアバ 
ッグび作動しない状態になっている。 




助手席にチャイルドセーフティシートび取 

り付けられていない場合は、チャイルドセー 

フティシートセンサーび故障している。 

► 後席でチャイルドセーフティシートを使 
用して < ださい。 

► 指定サービスエ場でチャイルドセーフティ 
シートセンサーの点検を受けてください。 

ra 

エンジンスイッチび 2 の位置の 
とさ、またはエンジンを始動す 
ると、赤色のシートベルト警告 
灯び点灯する。 

シートベルトの装着を促している。 

► シートベルトを着用してください。 

化 1 

エンジン回転中に、赤色の充電警 
告なび点灯する。 

Vベルトび損傷している。 

車の電装品び故障している。 

► Vベルトを交換してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けて<だ 
さい。 

团 

八イビーム表示灯び点灯する。 

八イビームび点灯している。 



走行中に黄色の燃料残量警告灯 
び点灯する 

燃料の残量び少なくなっている。 

► 最寄りのスタンドで補給してください。 
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運転席エアバッグ .2-9 

エアコンディシ ョナー .5-2 

エンジンを始動できないとき• - -4-5 

エンジンの始動と停止 .4-4 

エンジンオイル . 7-7、 8-9 

エンジンオイル量警告灯 .7-7 

エンジンスイッチ .4-2 

エンジンルーム .7-3 

エンジン冷却水 .7-5 

オーディオ . （別冊） 

才ートマチック車の運転 .4-10 

オートマチックトランス 

ミッション .4-6 

オートマチックトランスミッション 
オイル .8-9 


オド メーター .3-8 

才ーノ (ー ヒートしたとき .6-20 

温度計 .3-9 



力ードホルダー . 己-12 

外気温度計 .3-9 

懐中電灯 .6-5 

カップホルダー . 己-17 

寒冷時の取り扱い .7-19 

キー .3-12 

救急セット .6-3 

グ□-ブボックス . 已 -1 己 

車の手入れ .7-24 

警告灯 . 3-7、 9-6 

けん引 .6-17 

コートフック . 己-18 

子供を乗せるとき . 1 - 己、 2-1 4 

故障したとき .6-2 

ル物入れ .5-16 


コンビネーションスイッチ（へッドラ 

ンス方向指示、ワイパー） . 

.4-1 8、 4-1 9、 4-2] 


10-2 



ヴイドバッグ .2-9 

サンバイヴー .5-1 2 

シート .3-16 

シートアレンジ .3-24 

シート調整 .3-17 

シートヒーター .3-19 

シー トベルト .2-3 

シー トベルトテンシヨ ナー .2-8 

事故び起きたとき .6-2 

シフト位置表示 .3-9 

車載工具 .6-4 

車速感応ドア□ック .3-34 

ジャッキ .6-5 

充電警告灯 .6-21 

純正部品 .8-2 

助手席エアバッグ .2-9 

助手席エアバッグオフ表示灯 •••2-15 

ステア IJ ング .3-53 

ステア U ング調整レバー .3-53 

ステアリング□ック .4-3 

スノーチェーン .7-23 

スピードメーター .3-5 

スペアタイヤ . 6-6、 8-1 1 

スライディングルーフ .3-48 

積載荷物の制限重量 .8-12 

セレクターレバー .4-6.4-7 

走行モード .4-9 

走行モード選択スイッチ .4-9 










































































さぐいん 



タイヤ .7-14. 8-1 1 

タイヤ空気圧ラベル .7-17 

タイヤの交換 .6-10 

タイヤ□—テーシヨン .7-1 6 

タコメーター .3-5 

トラブルシューティング .9-2 

脱着式シート .3-27 

チャイルドセーフティシー!- 2-14 

チャイルドプルーフ□ック…… 3-3 已 

駐車ブレーキ .4-24 

テールゲート .3-36 

定期点検 . （整備手帳） 

停止表示板 .6-4 

ティップシフト .4-7 

ディスプレイ .3-6 

電球一覧 .8-6 

電球の交換 .6-26 

電源ソケット .3-44 

ドア .3-29 

ドアウインドウ .3-4 己 

ドアミラー .3-51 

ドアミラー格納/展開スイッチ 3-52 

ドア□ックスイッチ .3-33 

持計 . 3-己、 3-8 

トリップ メーター .3-8 



慣らし運転 .1-6 

荷物固定用リング .3-39 

荷物を積むとき .3-40 

燃料 . 1-4、 8-1 日 

燃料給油口 .3-57 

燃料計 .3-5 

燃料残量警告灯 .3-5 


J\ 


灰皿 . 己-13 

バッテリー . 7-18、 8-1 日 

バッテリーび上びつたとき…… 6-21 

バニティミラー . 己-12 

パワーウインドウ .3-4 已 

パンクしたとき .6-10 

ビークルプレート .8-4 

非常信号用具 .6-5 

非常点滅灯 .4-20 

ヒユーズー覧 .8-7 

ヒユ ーズび切れたとき .6-24 

フォグランプ .4-16 

ブレーキ .4-2 己 

ブレーキ液 .7-1 1、8-9 

ブレーキ警告な .4-2 己、 7-1] 

ブレーキパッド摩耗警告な…… 4-26 


フ□ントアームレスト . 已 -1 己 

フ□ントヴイドバッグ .2-9 

フ□ントシート .3-1 6 

フ□ントへッドレスト .3-1 8 

分割可倒式リアシート .3-21 

へッドランプ .4-1 6 

へッドランプ照射角度調整 

ダイヤル .4-17 

へッドレスト .3-1 8、 3-22 

ベンチレーシヨンウインドウ-- - 3-47 

ホイール .7- 14、 8-1 1 

方向指示な .4-19 

ボンネット .3-54 

万一のとき .6-1 

ミラー .3-50 

メーター .3-4 

メンテナンス .7-2 

メンテナンスインジケータ- 3-10 

ライター . 己-13 

ラゲッジネット .3-39 

ラゲッジルーム .3-39 

ラゲッジ;!レームカバー .3-42 


10-3 











































































さぐいん 


ラゲッジ ;! レームランプ . 3-39 

ラジオ . （別冊） 

ランプスイッチ . 4-1 6 

U モコンキー . 3-12 

リモコンの電池交換 . 3-1 己 

リモコン機能び働かないとき •• ‘3- 13 

リアシート . 3-21 

リアシートの脱着 . 3-27 

リアデフォッガー . 5-8 

リアドア . 3-29 

リアバックレスト . 3-22 、 3-24 

U アフォグランプ . 4-1 6 

リアヘッドレスト . 3-22.3-23 

リアルーム赤色灯 . 5-1 1 

リアワイパー . 4-23 

ルームミラー .3-50 

ルームランプ . 己- 9 

冷却水 . 7-5.8-10 

冷却水量/冷却水温度警告灯 ••••7-5 
路上で故障したとき .6-2 

ワイパー .4-21 

輪止め . 6-4 
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ABS.4-27 

ASR 日 FF スイッチ . 4-32 


ABS.4-27 

ASR 日 FF スイッチ . 4-32 



ESP (エレクト□ニック•スタビリティ- 
プ □グラム） . 4-30 



IS 日 FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シート固定リング . 2-17 



SRS エアバッグ . 2-9 


SRS エアバッグ . 2-9 

V ベルト . 7-4 






































" ESP ®" はダイムラー•クライスラー（株）の登録商標です。 

※この取扱説明書の内割ま、2日日4年]]月現在のものです。 


対象モデル 


VANEO 1.9 AMBIENTE 




総輸入元 

ダイムラー•クライスラー曰本株式を社 


干 106-8506 まま都港区六本木 一 T 目9番9号六本木 ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 
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